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民 生 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２５年３月１１日（月）午前１０時　３分　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　４時５３分　散会

１．場所

大会議室

１．出席委員

委 員 長 森内一蔵  副委員長 本保加津枝 委　　員 弘　　豊

委　　員 山崎雅数  委　　員 森西　正  委　　員 嶋野浩一朗

１．欠席委員

なし　

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 副市長　小野吉孝

生活環境部長　杉本正彦 同部次長　井口久和

同部参事兼産業振興課長　鈴木康之　　同部参事兼環境業務課長　野村眞二

同部参事兼環境政策課長　土井正治　　自治振興課長　門川好博　

市民活動支援課長兼コミュニティプラザ館長　橋本英樹

市民課長　船寺順治　環境センター長　早川　茂　農業委員会事務局長　林　彰彦　

保健福祉部長　福永冨美子　同部次長兼国保年金課長　堤　守

保健福祉課長　前野さゆみ　生活支援課長　東澗順二　高齢介護課長　石原幸一郎

高齢介護課参事兼地域包括支援センター長　川口敦子　　障害福祉課長　吉田量治

１．出席した議会事務局職員
事務局長　寺本敏彦 同局書記　寺前和恵


１．審査案件（審査順）

議案第　１号　平成２５年度摂津市一般会計予算所管分

議案第　９号　平成２４年度摂津市一般会計補正予算（第５号）所管分

議案第　６号　平成２５年度摂津市パートタイマー等退職金共済特別会計予算

議案第　３号　平成２５年度摂津市国民健康保険特別会計予算

議案第１１号　平成２４年度摂津市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

議案第３１号　摂津市高額療養費資金貸付基金条例を廃止する条例制定の件

議案第３４号　摂津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定の件

議案第　８号　平成２５年度摂津市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１３号　平成２４年度摂津市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第２３号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
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を改正する条例制定の件

議案第２５号　議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例等の一

部を改正する条例制定の件所管分

議案第２７号　摂津市障害者施策推進協議会条例の一部を改正する条例制定の件

議案第２２号　摂津市附属機関に関する条例の一部を改正する条例制定の件

議案第　７号　平成２５年度摂津市介護保険特別会計予算

議案第１７号　摂津市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービス

の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例制定の件

議案第３２号　摂津市立せっつ桜苑条例を廃止する条例制定の件
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（午前１０時３分　開会）

○森内一蔵委員長　ただいまから民生常

任委員会を開会いたします。

　まず、理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　きょうは、年度末何かとお忙しいとこ

ろ、民生常任委員会をお持ちいただきま

して、大変ありがとうございます。

　本日は、過日の本会議で当委員会に付

託されました案件についてご審査を賜る

わけですが、何とぞ慎重審査の上、ご可

決いただきますようよろしくお願いいた

します。

　一旦退席させていただきます。

○森内一蔵委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、森西委

員を指名いたします。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○森内一蔵委員長　異議なしと認め、そ

のように決定いたします。

　暫時休憩いたします。

（午前１０時５分　休憩）

（午前１０時６分　再開）

○森内一蔵委員長　再開します。

　議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。

　本２件のうち、議案第９号所管分につ

いては補足説明を省略し、議案第１号所

管分について補足説明を求めます。

　福永保健福祉部長。

○福永保健福祉部長　それでは、議案第

１号、平成２５年度摂津市一般会計歳入

歳出予算のうち、保健福祉部が所管いた

しております事項につきまして、目を追っ

てその主なものについて補足説明をさせ

ていただきます。

　まず、歳入でございますが、２８ペー

ジ、款１２、分担金及び負担金、項１、

負担金、目１、民生費負担金は、せっつ

桜苑やみきの路など市立施設に対する負

担金が主なものとなっており、前年度に

比べ１．２％、８００万５，０００円の

減となっております。

　３２ページ、款１３、使用料及び手数

料、項２、手数料、目２、衛生手数料の

うち、保健福祉部にかかわりますものは、

飼犬登録手数料などで前年度と比べ５．

９％、１５万円の減となっております。

　３４ページ、款１４、国庫支出金、項

１、国庫負担金、目１、民生費国庫負担

金は、生活保護費や障害者自立支援給付

費などの負担金が主なものとなっており、

生活保護費や障害者自立支援給付費など

の増に伴い、前年度に比べ５．６％、１

億４，６３９万６，０００円の増となっ

ております。

　３６ページ、目２、衛生費国庫負担金

は、養育医療費負担金で、権限移譲に伴

うものでございます。

　項２、国庫補助金、目２、民生費国庫

補助金のうち、保健福祉部にかかわりま

すものは、生活保護費補助金と障害福祉

費補助金で、前年度に比べ９．４％、３

５７万８，０００円の増となっておりま

す。

　目３、衛生費国庫補助金は、前年度に

比べ１６．２％、８５万５，０００円の

増となっております。

　４０ページ、項３、委託金、目２、民

生費委託金は、国民年金事務等にかかる

委託金で、前年度に比べ０．９％、１５

万円の減となっております。

　款１５、府支出金、項１、府負担金、

目１、民生費府負担金は、国民健康保険

及び後期高齢者医療保険の基盤安定や、
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生活保護費、障害者自立支援給付費等に

かかる負担金が主なものとなっており、

前年度に比べ７．７％、５，１９０万７，

０００円の増となっております。

　４２ページ、目２、災害弔慰金府負担

金は、前年度と同額でございます。

　目３、衛生費府負担金は、養育医療費

負担金で、権限移譲に伴うものでござい

ます。

　項２、府補助金、目２、民生費府補助

金は、老人医療費や障害者医療費補助金

が主なもので、前年度に比べ１．４％、

２６０万９，０００円の増となっており

ます。

　４４ページ、目３、衛生費府補助金は、

各種ワクチンの法定化や、妊婦健康診査

公費負担促進事業の終了などにより、前

年度に比べ８７．７％、３，７１８万７，

０００円の減となっております。

　５０ページ、款１６、財産収入、項２、

財産売払収入、目１、不動産売払収入は、

摂津市立せっつ桜苑の民営化に伴う土地

売払収入を計上しております。

　５４ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目４、三次救命救急セ

ンター貸付金元利収入は、三次救命救急

センターへの貸付金の元利収入を計上い

たしております。

　項４、雑入、目２、雑入のうち、保健

福祉部にかかりますものは、５６ページ

の保健福祉課、生活支援課、高齢介護課

及び障害福祉課分で、予防接種自己負担

金や生活保護法による返還金・徴収金な

どでございます。

　６０ページ、款２０、市債、項１、市

債、目２、民生債は、災害援護資金貸付

債で、前年度と同額でございます。

　続きまして、歳出でございますが、６

６ページからの款２、総務費、項１、総

務管理費、目１、一般管理費のうち、７

０ページの水道事業会計繰出金（高齢介

護課）分につきましては、集合住宅など

の償還払い分でございます。

　９６ページから１０１ページの款３、

民生費、項１、社会福祉費、目１、社会

福祉総務費は、事務の執行にかかる経費

のほか、広域連合医療給付等負担金など

の負担金、国民健康保険などの特別会計

への繰出金が主なもので、人件費を除き

前年度に比べ２．７％、６，６１２万４，

０００円の増となっております。これは、

主に繰出金の増によるものでございます。

　目２、老人福祉費は、高齢者にかかる

福祉サービスや指定管理料などの経費で、

前年度に比べ１１．７％、６，３４９万

４，０００円の増となっております。こ

れは、せっつ桜苑改修工事の計上などに

よるものでございます。

　１０２ページ、目３、国民年金総務費

及び目４、国民年金事務費は、国民年金

事務にかかる経常経費でございます。

　１０４ページ、目５、老人医療助成費

は、前年度に比べ０．９％、１８５万５，

０００円の増となっております。

　目６、障害者医療助成費は、前年度と

同額でございます。

　目７、障害福祉費は、障害者にかかる

福祉サービスや指定管理料が主なもので、

前年度に比べ５．５％、１億３２７万１，

０００円の増となっております。

　１０８ページからの項２、児童福祉費、

目１、児童福祉総務費のうち、保健福祉

部にかかりますものは、１１０ページの

助産施設運営費負担金で、前年度と同額

でございます。

　１１４ページ、項３、生活保護費、目

１、生活保護総務費は、人件費を除き前

年度に比べ１４．１％、２２７万５，０

００円の増となっております。

　目２、扶助費は、前年度に比べ３．９
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％、１億５８０万１，０００円の増となっ

ております。

　１１６ページ、項５、災害救助費、目

１、災害救助費は、前年度に比べ１，０

００円の減となっております。

　１１８ページ、款４、衛生費、項１、

保健衛生費、目１、保健衛生総務費は、

人件費を除き前年度に比べ２７．５％、

３，５０９万１，０００円の増となって

おります。これは、三次救命救急センター

にかかる負担金などの増によるものでご

ざいます。

　１２０ページ、目２、予防費は、前年

度に比べ６．２％、２，２２５万５，０

００円の増で、権限移譲により養育医療

費を計上したことなどによるものでござ

います。

　１２２ページ、目３、環境衛生費は、

前年度に比べ５４．４％、６１３万５，

０００円の増で、衛生害虫等駆除業務委

託料の計上などによるものでございます。

　１９２ページ、款１１、諸支出金、項

１、災害援護資金貸付金、目１、災害援

護資金貸付金は、前年度と同額でござい

ます。

　以上、保健福祉部が所管いたしており

ます平成２５年度一般会計歳入歳出予算

についての補足説明とさせていただきま

す。

○森内一蔵委員長　続いて、杉本生活環

境部長。

○杉本生活環境部長　続きまして、議案

第１号、平成２５年度摂津市一般会計予

算のうち、生活環境部にかかわる主な事

項につきまして、目を追って補足説明を

させていただきます。

　まず、歳入でございますが、２８ペー

ジ、款１３、使用料及び手数料、項１、

使用料、目１、総務使用料のうち、コミュ

ニティプラザ使用料は、貸室及びレスト

ランの使用料で、前年度に比べ１５．４

％の増となっております。また、立体式

の駐車場使用料は、前年度と比べ１０．

０％の増となっております。

　目２、民生使用料のうち、文化ホール

等各施設の使用料は、前年度に比べ５．

８％の減となっております。

　３０ページ、目３、衛生使用料のうち

主なものは、斎場及び葬儀会館の使用料

で、斎場使用料は、２．０％の増、葬儀

会館使用料は、３．３％の増となってお

ります。

　なお、市営葬儀使用料につきましては、

昨年７月から規格葬儀制度に移行したた

め、本年度から予算計上はいたしており

ません。

　３２ページ、項２、手数料、目１、総

務手数料のうち、市民課にかかる手数料

は、戸籍手数料、住民票手数料、印鑑証

明手数料、臨時運行許可手数料、諸証明

手数料（市民課）、住民基本台帳カード

交付手数料で、前年度と比べ全体で０．

１％の減となっております。

　目２、衛生手数料のうち、墓地手数料

は、市営墓地の使用にかかる手数料や改

葬等の諸証明発行にかかる手数料で、前

年度と同額でございます。

　塵芥処理手数料は、一般廃棄物の焼却

手数料及び臨時ごみ等の収集運搬処分手

数料などで、前年度とほぼ同額でござい

ます。

　鳥獣登録手数料は、鳥獣の保護及び狩

猟の適正化に関する法律に定める鳥獣飼

養登録等事務手数料でございます。

　３４ページ、目３、農林水産業手数料

のうち、農業委員会手数料は、土地現況

証明手数料でございます。

　３６ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目３、衛生費国庫補助

金のうち、循環型社会形成推進交付金は、
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リサイクルプラザ整備のための調査及び

基本設計にかかる交付金でございます。

　３８ページ、目４、土木費国庫補助金

のうち、社会資本整備総合交付金（文化

ホール耐震設計）は、市民文化ホールの

耐震設計にかかる交付金でございます。

　４０ページ、項３、委託金、目１、総

務費委託金のうち、戸籍住民基本台帳費

委託金につきましては、平成２４年度ま

で計上いたしておりました外国人登録事

務委託金が、昨年７月の外国人登録法の

廃止とともに、中長期在留者居住地届出

等事務委託金に変更となったものであり

ます。

　４２ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目１、総務費府補助金のうち、

市民活動支援課にかかる権限移譲交付金

は、ＮＰＯ法人の設立認証等の事務移譲

に伴う人件費等にかかる交付金で、前年

度と比べ６３．７％の減となっておりま

す。

　市民課にかかる権限移譲交付金は、平

成２６年１月から実施しますパスポート

の申請受付・交付業務の事務権限移譲に

伴います備品等にかかる交付金でござい

ます。

　４４ページ、目３、衛生費府補助金の

うち、公害対策費補助金及び違法屋外広

告物除去事務経費補助金は、委任事務等

の補助金でございまして、定額補助となっ

ております。

　また、鳥獣飼養登録事務費交付金につ

きましては、大阪府からの事務移譲に伴

う人件費にかかる交付金でございます。

　４６ページ、目４、農林水産業費府補

助金のうち、農業委員会費補助金は、農

業委員会にかかる農業委員会交付金及び

農地関係交付金でございます。

　また、農業振興費補助金は、水稲需給

調整のための農業地域力創造推進事業に

かかる事務費の定額補助でございます。

　４８ページ、項３、委託金、目１、総

務費委託金のうち、戸籍住民基本台帳費

委託金は、人口動態調査に関する事務委

託金及び電子証明書発行に関する事務委

託金で、前年度とほぼ同額となっており

ます。

　５０ページ、款１６、財産収入、項１、

財産運用収入、目１、財産貸付収入のう

ち、市民活動支援課にかかる土地貸付収

入は、摂津警察署北隣りの市有地のうち、

民間マンションの三井マンションのモデ

ルルーム分のみでございますが、貸付収

入で、平成２６年１月までを計上してお

ります。

　５２ページ、款１８、繰入金、項２、

基金繰入金、目３、環境基金繰入金は、

環境関連事業の財源の一部として、環境

基金から繰入れを予定しているものでご

ざいます。

　目４、墓地管理基金繰入金は、基金に

よって賄われる墓地の管理経費で、昨年

度と同額となっております。

　５４ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目２、中小企業事業資

金融資預託金収入は、事業資金融資に伴

い、市内の金融機関に預託しております

元金収入でございます。

　５６ページ、項４、雑入、目２、雑入

のうち、主なものといたしましては、自

治振興課にかかる文化ホール入場料や、

産業振興課にかかる商品券発行に伴う売

上金、また環境業務課にかかる資源ごみ

売却収入などを計上いたしております。

　続きまして、歳出でございますが、７

４ページ、款２、総務費、項１、総務管

理費、目６、都市交流費は、都市交流及

び国際交流にかかる経費を計上いたして

おりまして、前年度に比べ３．９％の減

となっております。
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　７６ページ、目１０、防犯対策費は、

ＣＯ２排出量や維持管理費の削減に効果

のあるＬＥＤ防犯灯への全灯切りかえに

かかる経費や、犯罪の発生を未然に防ぐ

ために街頭に設置する防犯カメラにかか

る経費等を計上しております。

　７８ページ、目１３、自治振興費は、

地区振興委員報酬、摂津まつり振興会補

助金、地域活性化事業補助金並びに犯罪

被害者等への支援にかかる経費が主なも

のでございまして、前年度に比べ０．８

％の減となっております。

　８０ページ、目１４、コミュニティプ

ラザ費は、コミュニティプラザの運営・

管理及び市民公益活動補助金など、市民

活動支援にかかる経費が主なものでござ

いまして、前年度に比べ０．３％の増と

なっております。

　８６ページ、項３、戸籍住民基本台帳

費、目１、戸籍住民基本台帳費は、市民

課業務にかかる経費で、本年度は窓口業

務の委託料、災害対策のために実施しま

す戸籍システムの改修委託料などを計上

しており、前年度に比べ１０．１％の増

となっております。

　１１６ページ、款３、民生費、項４、

生活文化費、目１、生活文化総務費は、

摂津都市開発株式会社及び施設管理公社

への指定管理者としましての委託料が主

なものでございまして、前年度とほぼ同

額となっております。

　目２、文化ホール費は、市民文化ホー

ルにかかります修繕及び耐震設計委託料

が主なものでございまして、前年度に比

べ１９．６％の減となっております。

　１２２ページ、款４、衛生費、項１、

保健衛生費、目４、公害対策費は、前年

度に比べ２７．７％の増となっておりま

す。これは、軽自動車の買替えに伴うも

のでございます。

　目５、環境政策費は、前年度に比べ１

６．４％の減となっております。

　１２４ページ、目６、斎場費は、斎場

及び葬儀会館の管理費で、施設の修繕料

や指定管理料が主なもので、８．６％の

減となっております。その主な理由は、

市営葬儀が規格葬儀へ移行したため、市

営葬儀委託料が皆減したものでございま

す。

　目７、墓地管理費は、市営墓地３か所

の光熱水費等の管理費で、前年度と比べ

１７．９％の増となっております。

　項２、清掃費、目１、清掃総務費は、

前年度に比べ６．２％の減となっており

ます。

　１２６ページ、目２、塵芥処理費は、

前年度に比べ９．９％の増となっており

ます。これは、主にリサイクルプラザ整

備にかかる基本設計委託料や各種調査委

託料の増によるものでございます。

　１２８ページ、目４、環境センター費

は、焼却施設の運転維持管理にかかる経

常経費でございまして、前年度に比べ２

４．１％の増となっております。

　１３０ページ、款５、農林水産業費、

項１、農業費、目１、農業委員会費は、

農業委員会運営にかかる経費で、主なも

のは農業委員報酬でございます。

　１３２ページ、目２、農業総務費は、

前年度に比べ１８．２％の減となってお

ります。

　目３、農業振興費の主なものは、農業

振興会補助金、農業祭実行委員会補助金、

花とみどりの補助金で、摂津市地域農業

再生協議会補助金につきましては、府支

出金の農業地域力創造推進事業費補助金

の事務費と同額を計上いたしております。

　１３４ページ、款６、商工費、項１、

商工費、目１、商工総務費は、前年度に

比べ９．９％の増となっております。
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　１３６ページ、目２、商工振興費は、

前年度に比べ２．７％の増となっており

ます。主なものといたしましては、企業

立地奨励金の交付、プレミアム商品券の

発行などにかかる経費を計上いたしてお

ります。

　目３、消費対策費は、消費生活相談ルー

ムにおける相談業務及び消費者啓発にか

かる経費を計上いたしております。

　以上、歳入歳出予算の補足説明とさせ

ていただきます。

○森内一蔵委員長　説明は終わり、質疑

に入りたいと思います。

　できましたら、予算概要、それから補

正予算のページ数と項目をきちっとお願

いしたいと思います。

　弘委員。

○弘豊委員　それでは、私のほうから何

点か項目を追って質問をさせていただき

たいと思います。

　予算概要のほうから抜粋して聞いてい

きたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。

　ページが前後するところもありますけ

れども、よろしくお願いいたします。

　最初に、予算概要２０ページ、ＬＥＤ

防犯灯等防犯推進事業なんですけれども、

この中で、ＬＥＤ灯に切りかえていくわ

けですけれども、光熱水費のところが前

年比で約２００万円ほどふえております

けれども、これは単純に電気料金の引上

げということでとっていいのか、省エネ

度合いと含めて、そうした関係、お聞き

しておきたいと思っております。

　それから、防犯カメラ保守点検委託料

１４０万円、機械器具費８００万円、こ

れが設置にかかる費用かと思うんですけ

れども、この防犯カメラの運用にかかわっ

ては、これまでもいろいろ課題なども検

討されてこられたんではないかと思うん

ですが、その運用の状況と検討されてい

る課題についてお聞きしておきたいと思

います。

　同じく自治振興課にかかわる部分で予

算概要の５８ページ、文化ホール管理事

業なんですが、この中の修繕料７２６万

１，０００円と、設計委託料７５５万２，

０００円、これは耐震設計にかかわる分

だと先ほどの説明の中でもお聞きしたか

と思うんですが、今年度取り組まれてい

る耐震診断の結果、今、どういう状況に

なっているのかお聞きしておきたいと思

います。

　次に、予算概要２６ページの市民活動

支援事業の中なんですけれども、ＯＡ機

器管理事業で、公共施設予約・案内シス

テム使用料が８１万３，０００円で上がっ

ております。

　これは、前年と比べると、予算額で９

万４，０００円の増ととれるんですけれ

ども、公共施設の予約・案内システムが

各施設でも使用できるようになっていて、

コスト面では徐々に下がってくるのかな

と思っていたのですが、この上がってく

る原因ですが、これをお聞きしておきた

いと思います。

　予算概要３２ページで市民課の窓口業

務管理事業であります。ここの非常勤職

員等賃金の部分と、それから窓口業務委

託にかかわって、窓口の配置なんかも変

えていかれるんだと思うんですが、修繕

料や庁用器具費が、こういったことで発

生していますけれども、どういった形に

なっていくのか、お聞きしておきたいと

思います。

　次に、産業振興課にかかわる部分なん

ですが、予算概要７８ページ、企業立地

等促進事業で５，３５６万３，０００円

計上されています。

　代表質問の中でも、新たにこの企業立
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地等促進事業の奨励に当たる企業がふえ

ていっているということなんですが、そ

もそも新たな立地や投資なんかも含めて

取り組んでいきたいということと、やは

り市内企業がよそに流出していくのも食

いとめていきたいということもあったか

と思うんですけれども、そういった点と

あわせて、今の市内企業の動向について

も聞いておきたいと思っております。と

いいますのも、補正予算で法人市民税の

減額補正が２億２，０００万円という大

きい数字でありますし、また固定資産税

でも１億３００万円の補正減額となって

いまして、そういったあたりがどう影響

しているのか、産業構造全体がなかなか

不況の中で厳しい状況になるということ

は理解していますけれども、そういった

こととあわせて、現状や今後の見通しに

ついてもお聞きしておきたいと思います。

　それと、地域就労支援事業１７６万８，

０００円の中身と、また最近、市長がポ

リテクセンターとの協定等々結ばれてい

るという情報を聞いていますけれども、

そういったものの中身も教えていただけ

たらと思っております。

　環境政策課にかかわる部分です。予算

概要の６４ページで、ＮＯ２・酸性雨等

調査事業３８万１，０００円ですが、大

気環境測定、今の状況なんかで言いまし

たら、大変重要なことでもあると認識し

ているんですが、とりわけ近年気になる

ＰＭ２．５の影響でありますとか、また

先日、吹田貨物ターミナル駅の開業とか

もありまして、こういったこと等も、や

はり近隣の市民の方は影響がどうなのか

なということで気にされております。

　そういった点で、このＮＯ２・酸性雨

等調査事業、これは大気の環境測定にか

かわる事業なんですけれども、もっと予

算をとって取り組まないといけないんじゃ

ないのかなと、問題意識を持っているん

ですけれども、見解をお聞きしておきた

いと思います。

　あと、環境業務課にかかわっては、予

算概要６８ページのリサイクルプラザ整

備事業なんですが、ことしは施設整備基

本設計委託料で６２７万９，０００円、

それから施設整備調査委託料１，９４０

万５，０００円、計上されているんです

けれども、この見通し、どういった状況

になるのか、改めてこの際聞いておきた

いと思っております。

　保健福祉部にかかわる部分、保健福祉

課ですが、予算概要３８ページの社会福

祉協議会補助事業が、ことしは５，４７

６万３，０００円で、前年比で２００万

円ほど増額になっております。

　それで、ことし地域包括支援センター

の委託等々にかかわって、社会福祉協議

会の役割も大きくなってくるのかなと思

うんですが、ここら辺りの位置づけ、ま

たこの予算の中身についてお聞きしたい

のと、それからコミュニティソーシャル

ワーク事業、７１１万７，０００円でこ

とし上がっているんですが、昨年は、こ

のコミュニティソーシャルワーク事業と

いうのは高齢介護課のほうで組まれてい

たと思うんですが、ことしは保健福祉課

の項目で概要のほうにも記されているん

です。ちょっとさかのぼって見ていまし

たら、この事業が課をまたいで行ったり

来たりしているような感じなんですけれ

ども、そこら辺りの整理がどうなのかお

聞きしたいと思います。

　それから、予算概要の６０ページ、休

日小児急病診療所運営事業の中の三次救

命救急センターの負担金と貸付金、昨年

と比べてふえていると先ほどの説明の中

でもあったと思うんですけれども、この

中でことしどういうことでこれが使われ
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ていくのか、聞いておきたいなと思って

おります。

　それから、予算概要６２ページのがん

検診事業、この検診の受診率といいます

か、特定健診・特定保健指導事業も同じ

ページにありますけれども、これとあわ

せて近年どういう状況になっているのか

お聞きしておきたいと思います。

　それと、予算概要６４ページ、環境衛

生事業の中で衛生害虫等駆除業務委託料

６７１万４，０００円、今回から計上さ

れているとご説明がありました。これま

ではこうした部分はどういうふうに処理

をされてきていたのかということと、そ

れとこの業務の中身についてもお聞きし

ておきたいと思っております。

　高齢介護課にかかわる部分なんですが、

予算概要の４０ページ、指定介護予防支

援事業の項目なんですけれども、２２９

万５，０００円予算計上になっていて、

前年と比べると２，７００万円の減額と

いうことです。

　先ほどのコミュニティソーシャルワー

ク事業や地域包括支援センターの動きと

の関係もあるんだろうなと思うんですけ

れども、ここのところの説明もいただき

たいと思います。

　それから、予算概要４２ページ、高齢

者日常生活支援事業の日常生活用具給付

費の中身について、これも前年と比べる

と大きく膨れているのかなと思って、何

か新しく入っているのか、ご説明いただ

きたいと思います。

　生活支援課にかかわって、予算概要５

８ページ、生活保護事業です。前年と比

べて１億円ほどふえて２７億９，８４２

万５，０００円予算計上されております。

　この生活保護事業にかかわっては、こ

の委員会の中でも毎回のように職員体制

はどうなのかなということで、増員して

いく必要があるんじゃないかということ

を昨年の決算委員会等々で言われていた

と思います。

　対象となっておられる市民の方々の生

活をしっかり支えていくという点、また

近年、就労支援の取組みも力を入れて行っ

ていくことが必要でありますし、丁寧な

対応が必要な部分が多いと思っているん

ですけれども、この職員体制のことにつ

いてお聞きしておきたいと思います。

　最後、障害福祉課にかかわって予算概

要の４８ページで、障害児育成医療事業

３２１万７，０００円計上されておりま

す。

　これは、権限移譲にかかわって、これ

までも大阪府がやっていた事業なのかな

と認識しておりますけれども、対象とな

られる方々への周知でありますとか、市

のほうにこれがおりてくることでどうい

う変化といいますか、影響があるのかな

ということについてお聞きしたいのと、

それから同じページ、障害福祉サービス

人材育成雇用創出事業で５６２万８，０

００円とあるんですけれども、この中身

について、また次のページの５０ページ

で通所サービス等運営安定化事業の１，

４２２万円について、中身の内訳なんか

も聞かせていただきたいと思います。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　それでは、自治振

興課にかかわります３点についてご答弁

させていただきます。

　まず１点目は、ＬＥＤ化によります光

熱水費等についての金額の件ですが、こ

れは前回も申し上げておりますように、

燃料調整費等、これによる増額分と、そ

れと関西電力のほうが、官庁向けの電気

料金について１９．２３％の値上げを予

定されておりますので、ＬＥＤにするこ

とによって電気代は減額になります。そ
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の相殺した結果、今回計上させていただ

いている金額になっております。

　次に、防犯カメラについての運用にか

かわる件でございますが、摂津市の防犯

カメラのガイドラインを、今、作成して

おり、それに基づきまして、設置及び運

用に関する規程等も、今、自治振興課で

考えております。

　委員ご指摘のように、撮影される個人

のプライバシーの侵害等があるかと思い

ますので、これにつきましては、十分留

意するように考えております。

　次に、文化ホールの耐震診断でござい

ますが、今年度、耐震診断をさせていた

だきました結果、屋根の部分について耐

震補強が必要ということが指摘されてお

ります。それに当たりまして、平成２５

年度、その設計をさせていただく形で予

算計上させていただいております。

○森内一蔵委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　市民活動支援

課にかかりますＯＡ機器管理事業、公共

施設予約・案内システムの使用料の増額

につきましてお答えいたします。

　公共施設予約・案内システムにつきま

しては、平成２４年３月にコミュニティ

プラザのほか、フォルテ３０１、青少年

運動広場、体育館等に施設の拡大を行い

ました。

　もともと月額１３万円を施設数に応じ

て案分して支払っておる関係で、増額の

形にはなっておりません。

　ただ、今年度におきまして、コミュニ

ティプラザの運用の設定を変更するため

に、今回９万４，０００円の増額になる

ものですが、次年度はもとの金額に戻る

ものでございます。

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　窓口業務の管理事業に

つきましてご説明申し上げます。

　賃金につきましては、委託の契約が７

月から本格実施となっておりますことか

ら、４月から６月の間については、アル

バイト等で人員の補強をするための予算

となっております。

　また、消耗品、修繕料、備品につきま

しては、今後、レイアウト等も含めて委

託業者と協議を行ってまいりますが、コ

ンピュータのシステムの有効利用や効率

的なレイアウト等を考えていきたいと考

えております。

　また、平成２６年１月には、パスポー

トの取次事務を開始してまいりますので、

それらも含めて、市民からわかりやすい

窓口の構築に努めてまいりたいと考えて

おります。

○森内一蔵委員長　土井参事。

○土井生活環境部参事　それでは、環境

政策の大気調査についてのご質問にお答

えします。

　大気調査につきましては、大気の関係

は大阪府が所管をしておりますので、大

阪府下広域的に調査をされております。

その中でも、特に車から影響があります

二酸化窒素の関係につきまして、摂津市

でも簡易的に市内１９か所で年４回測定

をしているものです。

　これにつきましては、市内の経年変化

の状況把握を行っている状況でございま

す。

　それと、今、いろいろ話題になってお

りますＰＭ２．５につきましては、浮遊

粒子状物質という形で１０ミクロン以下、

今、ＰＭ２．５というのは２．５ミクロ

ン以下という大きさですけれども、１０

ミクロン以下についての総量につきまし

ては、ここ近年、減少傾向にある状況で

す。

　最近話題になっておりますＰＭ２．５

ですけれども、特に中国からの影響と言
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われておりますけれども、日々によって

大きく変わっておって、この先週の土曜

日にも非常に高い値を府下でも示してい

る状況です。

　これにつきましても、市独自で調査と

いうよりも、大阪府も注意喚起を、北摂

とか、大阪府下を六つのブロックに分け

て注意喚起を行っていきたいとの考え方

を持っておられますので、大阪府とも協

力して進めてまいりたいと思っておりま

す。

　国につきましても、大阪府におきまし

ても、観測点をふやすということも考え

られております。今後とも、大阪府と協

力しながら進めてまいりたいと考えてお

ります。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、弘委

員の三つの質問にご答弁申し上げます。

　まず、企業立地等促進条例の件につき

ましては、平成２３年４月より施行いた

しまして、７中小企業から１８の申請を

いただいております。

　また、奨励金につきましては、平成２

４年度は約１，４００万円程度、２５年

度の予算におきましては、５，３５３万

円を計上しております。

　こういう状況からみまして、一定の税

収確保の観点からも、中小企業の引留め

効果を期待して実施しておりますこの制

度につきましては、一定の引留めの効果

が徐々に出ているんではないかと認識し

ております。

　次に、地域就労支援事業の内容につき

ましては、予算の主なものとしましては、

ホームヘルパー２級の養成講座、フォー

クリフトの運転技能講習、簿記検定３級、

またガイドヘルパー養成講座などの委託

料が主なものでございます。

　次に、３月５日のポリテクセンター関

西との連携につきまして、ご答弁申し上

げます。

　去る３月５日に、摂津市と独立行政法

人高齢・障害・求職者雇用支援機構大阪

職業訓練支援センターと連携の協定を結

ばせていただきました。

　連携の内容としましては、本市が開催

しております障がい者就職フェアへの大

阪職業訓練センターへの参画、また今後

につきましては、ポリテク関西の中小企

業に対する技能訓練等々いろんな講座を

されておりますので、そういう講師の先

生方にご協力いただきまして、中小企業

の技術支援にご協力をいただきたいと連

携の協定を結ばせていただきました。

○森内一蔵委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課にかかわりますリサイクルプラザ

の整備の見通しというご質問にお答えさ

せていただきます。

　リサイクルプラザの整備につきまして

は、ごみの減量とリサイクルの拡大に向

けて、主にプラスチック製容器包装ごみ

の資源化のための新たな中間処理施設の

整備というものでございます。

　今後の見通しについてでございますが、

さきの本会議でのご答弁でもありました

ように、平成２５年度に基本設計と各種

調査を、そして平成２６年度に実施設計、

２７年度に建設工事に着手し、平成２８

年度の本格稼働を目指しますということ

です。

○森内一蔵委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、弘委員

にかかります障害福祉課に関する３点の

ご質問についてお答えさせていただきた

いと思います。

　まず、１点目の障害児育成医療につい

てなんですけれども、今までは茨木保健

所のほうでしていた事業ですが、どのよ
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うな内容かといいますと、身体上の障害

が軽くなるための治療を行うことで、日

常生活が容易にできるような医療を必要

とする児童１８歳未満に対しての医療の

サービスとか治療のサービスでして、自

立支援医療の育成医療の指定医療機関に

よる医療のサービスということになりま

すので、周知に関しましては、非常に限

られたところということですので、周知

のほうは府のほうからも十分されている

のではないかと考えております。

　摂津市に関しましては、平成２３年度

の資料になるんですけれども、対象の方

は２７名ということで、例年、大体その

前後ぐらいの人数の方が対象ということ

になっております。

　府の研修というか、説明会等も受けて、

平成２５年の４月から市のほうで実施し

ていくという形になってくるかと思いま

す。保健福祉課等で権限移譲を受ける未

熟児の養育医療等とも連携しながらやっ

ていく必要があると考えております。

　２点目に関します障害福祉サービス人

材育成雇用創出事業なんですけれども、

国の緊急雇用の事業を活用して、離職し

た非正規労働者の方等にヘルパー資格を

取っていただいて、介護職への就職を希

望する方ということを対象にしておりま

して、今のところ、摂津市立みきの路や

ふれあいの里等で働いていただいて、平

成２５年４月からヘルパー２級の資格が

介護職員初任者研修資格というふうに変

わるんですけれども、移動支援従事者研

修等の資格を取ることによって雇用のほ

うにつなげていく事業になると考えてお

ります。

　３点目の障害者通所サービス等運営安

定化事業の運営安定化補助金でございま

すが、平成２４年度から実施させていた

だいています事業でございまして、主に

重度障害者支援体制補助金、送迎補助金、

工賃倍増促進補助金、就労移行支援事業

所等開設補助金、法人合併促進補助金の

五つの補助金を対象にさせていただいて

います。

　平成２５年度に関しましては、重度障

害者の支援体制補助金と送迎補助金、工

賃倍増促進補助金を今回予算計上させて

いただいておりまして、就労移行支援事

業所等開設補助や法人合併促進補助金に

関しましては、予算作成時期に対象法人

等に確認させていただくと、２５年は開

設予定がなかったということで、予算の

計上はさせていただいておりません。

　主に、重度障害者の方の受入れを手厚

くしていく補助金というふうな趣旨でご

ざいまして、主にこの重度障害者支援体

制補助金のほうに約１，２００万円、他

の補助金、送迎補助金のほうに１２０万

円、工賃倍増のほうに３３万円という内

容で見込みをさせていただいています。

○森内一蔵委員長　東澗課長。

○東澗生活支援課長　生活支援課の職員

体制についてお答えいたします。

　まず、正職員では、現在、課長の私が

課内の統括、査察指導、統計業務を、課

長代理が経理、医療、介護、庶務を担当

し、ケースワーカーの配置状況は、主査

１名、副主査２名、主事８名で、うち１

名が産前産後休暇に入っておりますので、

実働１０名です。

　近年の市保護世帯の増加に伴い事務処

理等に追われる状況でございますので、

生活保護行政の適正執行を維持するため

に、正職員の増員につきましては、継続

的に人事課と協議を進め検討していると

ころでございます。

　次に、非常勤職員の状況は、週４日の

勤務で、就労支援を目的の自立支援相談

員が２名、週３日の勤務で年金調査を目
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的の自立支援相談員を１名雇用しており

ます。

　そのほか、事務の補助でアルバイト職

員１名と、中国語の通訳の方に週１回勤

務していただいております。

　また、現在、当初予算の審議中ですが、

新年度からは介護扶助のチェック機能の

充実を図る目的で、介護支援専門員の雇

用を予定しております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課にかか

ります４点のご質問にお答えいたします。

　社会福祉協議会の増額については、職

員設置補助金の職員の人件費の増及び地

域福祉活動支援センター運営費の増、地

域福祉活動拠点整備費といたしまして、

新たに平成２５年度から開設いたします

鳥飼小学校の地域福祉活動拠点の修理・

修繕等を見込み、増となっております。

　２点目の三島救命救急センターの負担

金の増額についてでございますが、今ま

で三島二次医療圏における救急医療体制

の確保について３市１町で検討してまいっ

ておりますが、平成２５年度におきまし

ては、今現在、小児科の救急搬送の問題

が喫緊の問題となっておりますので、３

市１町で救急医療体制及び救急搬送の体

制を構築していくということで、三島救

命救急センターの運営にかかわっていく

ということで、今までは高槻市と島本町

で負担金を持っていたところを３市１町

で持つという形になってきております。

　３点目のがん検診と特定健診の受診状

況でございますが、平成２３年度から節

目年齢に無料クーポン券を実施してきて

おりますが、２３年度で各検診のがん検

診が１００名から１５０名増になってお

ります。特定健診のほうは、がん検診と

セットで実施しておりますが大きく増加

はしていないという状況でございます。

　環境衛生事業についてでございますが、

現在、３名体制で防疫業務を実施してお

りますが、再任用職員１名とアルバイト

職員の１名がこの３月末で退職しますの

で、動物の死体処理にかかる所有者不明

分に加えて、ペットの分も委託するとい

うことで、平成２５年度におきましては

増額になっております。

　衛生害虫等駆除業務に関する委託料も、

直営の防疫作業員が１名となるために、

作業の全部を委託していくということで

増額になっております。

○森内一蔵委員長　石原課長。

○石原高齢介護課長　それでは、高齢介

護課にかかりますご質問２点のうち、１

点目、高齢者日常生活支援事業について

ご答弁申し上げます。

　今回、高齢者日常生活支援事業の中で

日常生活用具の給付費、こちらのほうが

増となっております。

　こちらのほうの事業としましては、電

磁調理器、また火災警報器などの給付に

かかる予算を計上しておりましたが、今

年度につきましては、入院中の方への還

付、また介護度の低い方を対象とした紙

おむつの給付を、特別会計から一般会計

へ移行したものでございます。金額とし

まして、３９３万７，０００円となって

おります。

○森内一蔵委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　それでは、高齢

介護課の指定介護予防支援事業について、

平成２４年度と２５年度の金額に大きな

差があるのはなぜかというご指摘ですが、

これにつきましては、地域包括支援セン

ターの４月からの社会福祉協議会への委

託に伴うものです。２４年度に計上して

おりました非常勤職員等賃金は約１，３

００万円ですが、これは包括支援センター

業務委託料として一般会計から特別会計
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に移行いたしました。介護予防支援業務

委託料、介護予防支援業務委託負担金、

これらも委託に伴い金額に変動があるも

のです。

　介護予防支援業務委託負担金ですが、

これはケアプランの作成にかかる介護報

酬です。平成２４年度は１年分、で１，

３００万円あまりを組んでおりましたが、

２５年度につきましては、地域包括支援

センターへの委託に伴い２５年３月の１

か月分の１７０万円となっていますので

大きな差となっています。このようなこ

とから、２５年度の指定介護予防支援事

業については概ね２，７００万円の減額

となっております。

○森内一蔵委員長　もう一度、前野課長。

○前野保健福祉課長　コミュニティソー

シャルワーカーの配置のことでございま

すが、現在、高齢介護課の地域包括支援

センターに２名配置しておりますが、地

域包括支援センターの委託に伴いまして、

保健福祉課に２名配置するものでござい

ます。

　これは、現在のコミュニティソーシャ

ルワーカーの業務について検討を行った

結果、地域との連携を更に強化してまい

りますことを視野に入れて、民生委員や

校区福祉委員会などの福祉団体を所管し

ています保健福祉課に配置するものとし

たものでございます。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　先ほどの光熱水費

の関係で、ＬＥＤ化に伴います関係で、

減額のお話をさせていただいております

が、９月末までにＬＥＤ化する予定で動

いておりまして、それで削減額につきま

しては、通常、約４割ほど削減になるん

ですけれども、今回のこの光熱水費につ

きましては、その４割の削減は見込まな

い状態で計上させていただいております。

その点を訂正させていただきます。

○森内一蔵委員長　以上で、全部項目が

終わりました。

　よろしいですか。

　弘委員。

○弘豊委員　最初にＬＥＤの部分は、言

われている説明でわかるんですけれども、

防犯カメラにかかわっては、犯罪の未然

防止が主な原因でということであります

から、防犯カメラ設置の場所等、どうい

うところで予定されているのかというこ

とと、もちろんそこに防犯カメラがあり

ますよというような表示がなければ、そ

れは効果のほうも出てこないのかなと思

いますが、実際にどういう形での運用に

なるのか、もうちょっと具体的にお聞か

せいただきたいと思っております。

　プライバシー保護にかかわって運営の

規程の部分、今、ガイドラインもつくっ

ているということでありますけれども、

やはりこれについては、厳重にやる必要

があると思っております。

　特定の人が利用する室内とか館内とか

に限ってこれまでは設置されていると聞

いておりますけれども、不特定多数の方

が写り込んでいくというふうな今後の運

用で考えておられるんだと思うんですけ

れども、そうしたものについて、本当に

問題がないのかどうかということについ

ては、きちんと課の中でも検証されてお

く必要があると思いますので、よろしく

お願いいたします。

　文化ホールの管理事業にかかわって、

耐震補強の工事ですね。屋根の部分で問

題があるんじゃないかと今お聞きしまし

たが、以前、外壁塗装の工事が補正予算

で組まれた際に、耐震のほうが先なんじゃ

ないのかという議論も委員会の中でもやっ

たことがあると思うんですが、今の現状、

順番が後先になってということをとやか
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く言っても仕方がない部分であると思う

んですけれども、以前やった塗装の工事

に影響は基本的にはないと捉えていいの

かどうか、そうしたことを再度ご答弁願

えたらと思っております。

　それから、市民活動支援課にかかわる

公共施設の予約・案内システムの増額に

ついてはわかりましたが、実際、システ

ムがどういうふうに変更というか、更新

されたのかだけちょっとお聞きしておき

たいと思います。

　市民課の窓口管理業務の委託にかかわっ

ては、私どもいろいろと意見も持ってい

て、これで本当にやっていいのかと思っ

ている部分があるんですけれども、実際

の動きの部分がやってみないとわからな

いということでは、なかなか納得いきに

くいと思っております。

　実際に窓口で市民の方に対応されるの

は委託の会社の職員で、書類を発行する

のは市の職員でということで、そこら辺

りの区切りをパーテーションで区切って

とかもいろいろと言われるわけでありま

すが、これまでの答弁の中でも問題ない

ということはおっしゃるわけなんですけ

れども、実際の中身の仕事の状況、これ

までも非常勤職員の方、今度は７月まで

はアルバイトの方も加わってやってもら

うということなんですけれども、この市

の窓口業務という仕事がそれでいいのか

なということも含めてやっぱり意見を持っ

ていますので、ここの分、もう一度詳し

くお聞かせいただきたいと思っておりま

す。

　環境政策課にかかわって、大気の測定

は大阪府の仕事と、基本的にはそういう

形で取り組まれているということでお聞

きしました。

　近年気になるＰＭ２．５等々なんです

けれども、中国の影響とも言われるよう

なこともありますが、やはり国内で、ま

たいろんな排気の中で、以前から大きな

問題として取り上げられていたわけじゃ

ないけれども、ずっとあるんだというこ

とです。

　とりわけ、ディーゼルトラック云々の

ことについてが以前から問題になってい

たなと思っていて、基本、大阪府が広域

的に全体を捉えて把握してということ、

これはもちろんわかるんですが、市とし

て今の時期に何か取組みを強化してやっ

ていくということにはならないのかなと

感じるわけであります。

　市内の児童の中でぜんそく・呼吸器等

の疾患が多いんじゃないかと言われてい

たり、最近は花粉症の被害も、これも必

ずしもスギ花粉や植物性のものだけじゃ

なしに、いろんな大気中の物質等の複合

性なんじゃないのかなということも言わ

れている中で、市民の健康調査とかとの

かかわりもきちっとつかんでいくことが

大事なんじゃないかと思っています。

　環境政策ということで、ここのところ

が強化されてきている中でありますから、

もちろん府の役割、そこにきちっと意見

を言っていくということも大事ですし、

また市の中で何か事業として対策を講じ

ていくようなことができないのか、ここ

のところをぜひ今後の検討ということで

要望しておきたいと思います。

　産業振興課にかかわってなんですけれ

ども、近年の経済動向の状況については、

なかなか今の答弁ではコメントがなかっ

たのかなと思うんですが、企業立地等促

進事業が一定引留めの効果があったのか

なということも言われておりますけれど

も、実際のところいろんな市でいろんな

似た条例なんかも取り組まれている中で、

そこのところをきちっと調査していかな

いとわからないなと思っております。
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　まだこの事業を始めて２年ということ

なので、今後も見ていく必要があると思

いますし、この条例ができるときに委員

会の中でも質問させていただきましたが、

市内の大手の企業で、ダイキン工業のほ

うでテクノロジー・イノベーションセン

ターですか、震災の影響で事業がちょっ

と遅れているということを聞いておるん

ですけれども、ことし、年が明けてから

また事業に向けて動きが再開したという

ことも聞いております。

　そうしたことも含めて、今後の市内の

事業所の中の変化ということも出てくる

とも思いますし、また、アクションプラ

ンがことし策定されていくということで

ありますから、そのアクションプランの

中で、市内のいろんな事業所の実態把握、

今後の動向なんかも含めて、本当に中身

のあるものにしていかないといけないと

考えているところなんです。

　私どもの代表質問の際に、例えば、建

設業の仕事の確保や、またさまざまな経

済効果の点でというようなことで、住宅

リフォーム助成みたいな事業も必要なん

じゃないかなということは随分前から提

案もしておりますけれども、特定の業種

に対する支援というのは今考えていない

というような答弁だと思うんです。

　ただ一方で、具体的にやっぱり市内事

業所を応援していく場合には、この業種

はどうなんだ、あの業種はどうなんだと、

そういった調査がやられていかないとい

けないと思っていて、運輸の関係はどう

か、物づくり産業はどうか、商店街に対

してはやはりこういう対策が必要じゃな

いかということが、それぞれ必要になっ

てくると思いますので、アクションプラ

ンの今後の考えの中で、そうした見通し

を持っておられるのか聞いておきたいと

思っております。

　あと、環境業務課にかかわってであり

ますけれども、廃プラスチックの処理で、

ことしから食品トレイの一部を試行的に

分別でということで開始されていきます。

一方、リサイクルプラザの見通しで、今、

ご答弁があったように、平成２８年ごろ

本格稼働と言われているわけですけれど

も、その辺の収集業務とのかかわりで、

試行的にことしはやられていくというこ

ともありますが、市民の皆さんへの周知

やいろんな啓発なんかも含めて、この３

年、４年かけて取組みを一層強めてやっ

ていくのかなと考えるわけなんですけれ

ども、その辺り職員体制のことなんかも

含めて、お聞きしておきたいなと思って

おります。

　今でも分別の徹底ということが近隣他

市と比べると、摂津市は力を入れて随分

と市民の皆さんにも定着していると認識

しておりますけれども、近年やっぱり人

口の移動もありますし、その中では、な

かなかわかっているようで、きちっと徹

底もされていないのかなということもあ

りますので、そこら辺りの啓発の仕方も

あわせてお聞きしておきたいと思ってお

ります。

　次に、保健福祉にかかわってです。

　地域包括支援センターの委託にかかわっ

て、いろいろと項目というか、事業の中

身、また人件費のつけ方等々が今回また

見直しもされているとお聞きしましたけ

れども、ある意味、この地域包括支援セ

ンターの体制ですね、確保して充実させ

ていくのに、これまで随分とあちこちか

ら補助金なども含めて工面もされて、ご

努力されてきたんだろうなと見てとれる

んですけれども、これまでにもこの点に

ついては、なかなか人の定着の問題であ

りますとか、そうしたことも質問させて

いただいたりしてきましたが、これが社
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会福祉協議会に委託ということで、今回

動いていくわけなんですけれども、その

中で本当にこれまでやってきた努力の部

分が継続されて生かされていくのかどう

か、その辺り、もうちょっと担当されて

いる現場のほうから、確認の意味でもお

聞きしておきたいと思っております。

　それから、三次救命救急センターの件

なんですけれども、これについては実際

負担金等々で市のほうで役割を果たして

いく一方で、こういう点で、救急医療の

体制の充実が図れますよみたいなことが、

改めてきちんとお聞きしておきたいなと

思って質問を上げさせてもらっています。

よろしくお願いいたします。

　あと、がん検診や特定健診にかかわっ

てなんですけれども、がん検診無料クー

ポンの利用等で利用者は伸びているとい

うことですが、特定健診もやっぱりそれ

に応じてふえていってほしいということ

が、当初セット健診でやっていくという

意義やったように思うんですけれども、

ここら辺りがやはりふえていないのをど

う見ておられるのかなということが１点。

　それから、先日、委員のほうにこの特

定健康診査等の実施計画第２期の素案と

いうことで、これからパブリックコメン

トの計画を確定しますということで、こ

の中身の説明も聞いたんですけれども、

平成２２年、２３年の変化でいいました

ら、特定健診の受診者がむしろ減ってい

るということなんかが数字で出ていまし

て、平成２３年で４，３１１名、その前

の２２年は４，３７７名といった特定健

診の受診者を、この平成２５年は、７，

０７９名までふやしていくということが、

数値目標で上がっておりますが、そうし

たことが、実際どうやったらできるのか

なということ、やはり疑問に思うんです。

　そこら辺りちょっとあわせてお聞かせ

いただきたいということが１点。

　それから、もう１点、がん検診にかか

わってなんですけれども、保健センター

で検診を受けられて、それから要再検査

ということで、病院のほうへ紹介状が回

されるというケースが何件もあると思う

んですけれども、その際は、特定療養費

になります。その紹介状で行っているは

ずなんだけれども、飛込みの検診という

か、医療と同じ扱いになっているみたい

なことが、近年あるということをお聞き

して、毎度検診を受けるたびに、そういっ

たことが発生していては、具合が悪いと

思うんですが、そこら辺りが新年度、改

善されるのかどうか聞いておきます。

　あと、衛生害虫等駆除業務の委託、こ

れも以前からちょっと指摘をしてきた部

分と重なると思うんですが、防疫作業員

ということで、これまで職員がやってき

た仕事をこの職員の退職で、体制がなく

なって、業務委託に出していくというこ

とかと思うんですが、これまでの市の防

疫業務ですね、今、もうあと一人だけに

なってしまったということなんですが、

この方が退職されるともう全部外に丸投

げということになってしまうのか、そう

いったことで、問題がないのかどうか再

度お聞きしたいと思っております。

　あと、生活支援課にかかわる部分です。

　職員体制の部分で、先ほど答弁をお聞

きしましたけれども、なかなか厳しい部

分があるのかなと思っております。体制

の充実が本当にその一人一人の支援が必

要な生活保護を受けておられる方に対し

て要ると思っていますし、介護支援専門

員を新たに加えていただくということに

ついては、ぜひやっていただけたらと思

うんですが、ただ、一方で、介護が必要

な高齢者の方が大勢、生活保護を受けて

おられる中にいらっしゃると思うんです
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けれども、この専門員の方が非常勤とい

いますか、待遇は多分非常勤で入られる

と思うんですけれども、そうしたことで、

事足りる問題なのかということも含めて、

本来、高齢介護課の職員等々と連携しな

がら、いろいろと支援が必要な方たちに

対するアプローチなどもこれまでもやっ

ていらっしゃると思うんですけれども、

その辺りの改善がこれで図れるという見

通しをお持ちなのかどうか。具体的に介

護支援専門員の仕事や役割等と合わせて、

２回目お聞きしておきたいと思っており

ます。

　最後に、また障害福祉課の部分なんで

すけれども、育成医療事業の部分につい

てはわかりました。大体２７名ぐらいが

摂津市内でも必要とされている方がいらっ

しゃるということですね。今後も継続し

てやっていただきたい。

　それから、障害福祉サービス人材育成

雇用創出事業で、今回みきの路やふれあ

いの里というような市立の施設で実施を

していくということなんですが、こういっ

た事業がやっぱり大事だなという背景に

は、やはり福祉現場の中での人の定着で

ありますとか、そういったことが厳しい

ということがあると思いますし、やっぱ

りこういう担い手をふやしていくという

ことは、大事だと考えます。

　その面を、やはりもう１点のその通所

サービス等運営安定化事業の部分で、市

内の小規模事業所のところで、ある意味、

同じような課題というのは抱えていると

思いますし、むしろ中の人材の安定がし

にくい部分なのかなとも感じているとこ

ろであります。

　重度加算の部分、それから送迎費補助

の部分や工賃倍増化補助金の部分、この

運営安定化事業の中で三つの柱で、それ

で今回また予算を組んでいるということ

でご説明がありましたが、昨年、予算が

組まれているけれども、実際どの程度活

用されるような中身になっているのかな

ということで、お聞きしたと思うんです

が、１年通してどんな状況に今なってい

るのかということをお聞きしたいのと、

もう１点、以前は無認可作業所であった

りとか、小規模作業所でやってこられた

事業所が社会福祉法人、小規模法人等、

そういった法人格を取って、今どういう

現状になっておられるのか把握されてい

るのか、あわせてここのところを聞いて

おきたいと思います。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　それでは、２回目

の自治振興課にかかわりますご質問２点

について、ご答弁をさせていただきます。

　まず、防犯カメラの件につきましては、

これは街頭防犯カメラでありますので、

設置場所につきましては、公道上または

公共施設敷地から街頭を撮影するという

形で考えております。

　具体的な場所につきましては、摂津警

察署生活安全課と協議させていただき、

最終、市のほうでその設置場所を判断す

るという考えを持っております。台数に

つきましては、２０台を予定しておりま

す。

　次に、文化ホールの耐震の関係でござ

いますが、先ほど屋根等を申し上げてお

りますが、これは客席上部の天井が吊り

天井になっておりますので、内部からそ

の修繕等ができるように聞いております

ので、外装との二重投資につきましては

ないと考えております。

○森内一蔵委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　コミュニティ

プラザにかかります公共施設予約・案内

システムの増額の変更内容にお答えいた

します。
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　予約・案内システムにつきましては、

いわゆる施設側にとりましては、貸出台

帳でございます。コミュニティプラザに

とりましては、最近、市民文化祭、市の

啓発事業等々で１階ロビーの使用も重なっ

てまいりました。そのときに合わせまし

て、部屋と同時に１階ロビーの使用等々

の貸出しを管理していかなければならな

い状況もございます。ダブルブッキング

なり、おかしな状況で貸出しすることは

利用者に迷惑をかけますので、そういっ

た同時管理が効率的に行えるよう、設定

変更をするために初期費用的な形で費用

が発生するものでございまして、次年度

以降に増額の状態で継続するものではご

ざいません。ご理解いただきますように

お願いいたします。

○森内一蔵委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　地域包括支援セ

ンターに伴いますご質問にお答えいたし

ます。

　地域包括支援センターにおいては、平

成１８年から直営型ということで、現在

まで担当しておりまして、職員の雇用の

安定化というのはとても大切なものと感

じています。

　またもう一方、業務をする中で地域の

組織の皆さんとの連携、その辺りについ

ても大変重要性を認識しております。

　今回、社会福祉協議会の委託に伴いま

して、１点目であります職員の雇用につ

いては、常勤職員の数が現在よりも増加

できるということで、組織がより安定し、

一定スキルが必要な専門職種をそろえて

おりますので、そのような点についても

安定して、市民の皆さんに対応ができる

のではないかと思っております。

　また、地区組織の皆さんとの連携につ

いてですけれども、社会福祉協議会の本

来の役割、目的であります地区組織のネッ

トワークや、それらをコーディネートす

るという点からも、社会福祉協議会に委

託をさせていただくことで、地域の皆さ

んとより近い関係において、細やかな対

応をさせていただけるのではないかと考

えております。

　法律でも市には責任主体があると明記

されておりますので、委託先である社会

福祉協議会と事業の運営、あるいは推進

の仕方について相談しながら連携を図り

まして、よりよい形で事業を進めていけ

ればと考えております。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、弘委

員の産業振興の動向把握につきまして、

ご答弁を申し上げます。

　市内における産業振興の動向は十分に

把握できていないことから、本年、国の

緊急雇用創出基金を活用し、市内の全事

業所の調査を行っております。

　集まりました情報から、業種分類、ま

た規模別分類などを行い、経営者の生の

声に耳を傾けながら、市内の動向を把握

してまいりたいと考えております。また、

把握した内容につきましては、アクショ

ンプランに反映していきたいと考えてお

ります　

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　今回の窓口業務の委託

につきまして、主な業務につきましては、

印鑑証明、住民票等証明書の発行業務が

中心になってまいります。

　その流れで申し上げますと、まず申請

の受付、コンピュータシステムでの印刷、

印刷物のチェック、そして交付、手数料

の受取という流れになります。そのうち、

委託する部分については、申請の受付、

コンピュータでの印刷、それと窓口での

交付、手数料の受取という部分で、チェッ

クの部分については市の職員で行う業務
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になります。

　そのようなことから、委託を行う上で、

委託業者と市側の執務スペースを明確に

切り分け、お互いに責任分担を明確にし

ていく必要がございます。

　今回の予算要求では、そういう部分を

含めたレイアウトの構築、コンピュータ

システムの設置場所の備品、修繕料等を

予算計上させていただいております。

　また、今回プロポーザルで決定いたし

ました業者につきましては、近隣では池

田市が先行実施されております。また、

本年２月から大阪市でも委託業務を受け

られておりますので、それらの市町村等

も調査しながら、摂津市の独自の事業も

考慮しまして、効率的な窓口の構築に努

めていきたいと考えております。

　非常勤職員等の賃金についてご説明申

し上げます。現在、証明書の交付の業務

についておる職員が７名おります。２名

が正規職員で、再任用職員が１名、非常

勤職員が３名、臨時職員が１名、合計７

名になります。

　今回、再任用、非常勤、臨職の部分を

委託することになりますが、本来ですと、

委託の切りかえの時期に人事異動等をお

願いすることになるんですが、今回５名

のうち４名については３月末で契約が満

了することになっております。そのため、

その部分を補うために臨時職員を雇用す

ることにしました。

　なお、３月末で雇用が切れる職員につ

きましては、現在、委託先の業者の説明

会等に出席しておりまして、そちらのほ

うでの雇用等を考えておられるようでご

ざいます。

○森内一蔵委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課にかかわります２回目のご質問と

して、廃プラスチックの分別収集、試行

実施から本格実施に向けての市民周知の

方法や考え、また、職員体制についてと

いうご質問にお答えをさせていただきま

す。

　今現在の分別の収集につきましては、

平成１３年からスタートしておりまして、

１０年ほどで市民の皆さんに定着してい

るような状況でございますので、当然新

しい分別、廃プラスチック等の分別につ

きましても、正直やっぱり時間がかかる

のではないかなとは想像されます。

　その中で、今回、食品トレイ、中でも

発泡トレイの試行実施ということで進め

ていくわけでございますが、この発泡ト

レイにつきましては、比較的市民の皆さ

んにもご理解いただきやすいものかなと

いうところで、進めるわけでございます

が、市民周知につきましては、地域ごと

に担当職員を設けており、また各地域に

は、一般廃棄物の減量推進員もおられま

すので、その方たちとの協働という中で、

市民の皆さんへＰＲしていきたいと考え

ております。

　最後に、職員体制ということでのご質

問がございました。

　職員体制につきましては、この新しい

廃プラスチックの収集の試行をやってい

く中で、どのような収集の仕方が効率的

なのか、いろいろ検証を重ねて、内部で

今後検討をしていく課題かと考えており

ます。

○森内一蔵委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課にかかる２回目のご質問についてお

答えをさせていただきます。

　特に、通所サービス等運営安定化補助

金のことに関してかと考えておるんです

けれども、この通所サービス運営安定化

補助金が、１年を通してどのようになっ

ているか。現在は、半期ごとに支払いさ
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せていただいているサービスでして、平

成２４年度は予想の範囲でなんとかいけ

るのではないかと。場合によっては、少

し足りなくなるぐらいかなと思っており

ます。

　送迎に関しましても、平成２４年度か

ら一定要件になった場合は、国のサービ

スとなり、給付費の中から出るようになっ

たんですけれども、それ以外ということ

で、予算の執行どおりになるかなと思っ

ております。

　ただ、工賃倍増促進補助金に関しまし

ては、補助金の額に達せない方が比較的

多うございまして、なかなか工賃のほう

が伸びるのが難しいなというのが現状か

なと思っております。

　そういうこともありまして、どういう

形でＰＲしていくのかということで、今

年度２４年度でしたら、緊急雇用の事業

でそういう就労系のＰＲ冊子を今つくっ

ておりますので、そういうものを活用し

て、より工賃に結びつくような形をつくっ

ていけたらなと考えております。

　平成２４年度に自立支援法の事業所に

作業所とか小規模のところが移ってどう

かということなんですけれども、やはり

一定、国の法律の範囲ということで、事

業所収入はふえておるんですけれども、

今までそういう作業所等をつくっておら

れた方以外のところからも、通所事業所

の相談があったりとかいうことで、新た

な事業所ができてくるということもあり

得ますので、市全体の通所の状況を見な

がら、しっかりと考えていきたいなと思っ

ております。

○森内一蔵委員長　東澗課長。

○東澗生活支援課長　生活支援課で雇用

する介護支援専門員についてお答えしま

す。

　平成２５年度からの新たな取組みにな

りますが、非常勤嘱託職員で１名を雇用

し、介護扶助執行のチェック機能の充実

を図ります。

　具体的な業務の内容は、週４日、午前

９時から５時まで勤務していただき、介

護サービスを受けている生活保護受給者

の家庭を訪問し、対象となられる方の身

体状況をもとに、適切な介護サービスが

受けられているか、ケアプラン等の点検

を行っていただきます。

　介護サービスを受けている高齢の生活

保護受給者には身寄りがなく、ひとり暮

らしをされている方が多くいます。生活

保護のケースワーカーは、被保護世帯の

家庭訪問を定期的に行っていますが、高

齢世帯の家庭訪問は基本的に年間３回、

４か月に１回の状況で、介護サービスの

細かいところまではなかなか把握し切れ

ていない状況があります。

　また、ケアプランの点検には専門的な

知識も必要であり、対象となられる被保

護世帯の自立に適切なケアマネジメント

であるか、事業所の囲い込みによるサー

ビス内容の偏りや、過剰なサービスなど

について新しく雇用する介護支援専門員

の方に専門的な立場から検討をしていた

だき、必要に応じて担当ケアマネジャー

や事業所から状況の確認をしてまいりま

す。

　なお、高齢介護課において、従前より

介護給付適正化事業を行っていますが、

生活保護受給者のみなし２号被保険者に

つきましては、介護保険制度での給付対

象外となり、全額生活保護での費用負担

となり、従前からチェック機能が不十分

なところがありましたので、重点的に点

検していただくように考えております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課にかか

ります２回目のご質問にお答えいたしま
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す。

　三次救命救急センターの負担金を持つ

ことで、どのような充実が図っていける

のかという点に関しましては、負担金を

持つことで、理事として運営に参画しま

すので、今後の施設維持や運営、建替え

等の問題に関して本市の意見を述べてい

けるものと思います。

　特定健診の受診率の向上に関してでご

ざいますが、未受診者への受診勧奨を初

めといたしまして、現在、セット健診の

ほうが伸びておりますので、セット健診

をふやしていくということと、また土曜

日の実施をふやしていこうと思っており

ます。

　がん検診の特定療養費の問題でござい

ますが、がん検診の精密検査が必要となっ

た場合、紹介状を出しているところです

が、紹介状の様式に医療機関のほうで紹

介状扱いにならないということがござい

ましたので、その点を紹介状として扱っ

ていただけるような様式に変更している

ところでございます。

　防疫作業の委託につきましては、順次、

実施を行っているものでございまして、

平成２２年度に樹木消毒、ハチの駆除の

委託を行ってきております。平成２５年

度においては、死獣の回収業務及び消毒

業務、水路消毒について委託を拡大して

いるものでございます。

　今後は、委託後の状況を見ながら、防

疫事業を進めてまいりたいと考えている

ところです。

○森内一蔵委員長　保健センターの健診

体制の改善についても聞かれております。

それと大気汚染の市に対する要望はよろ

しいんですか。

　弘委員。

○弘委員　３回目の部分、それぞれ絞っ

て聞いておきたいと思うんですけれども、

最初に、地域包括支援センターの委託に

かかわってなんですけれども、社会福祉

協議会のほうへ委託ということで、市民

とより近いところで役割を果たしていけ

るんじゃないかということでお聞きいた

しました。そうなるように、きちんと取

り組んでいただきたいと強く思う半面、

市の責任としては、設置の義務としてや

はり役割を果たしていかないといけない

ということをおっしゃるわけなんですけ

れども、これまで高齢介護課の部分でか

かわってきたところが、むしろ市民と遠

くなっていってしまうようなことになら

ないのかなということが、危惧されます。

　高齢者の福祉にかかるいろんな今の状

況なんかを見ていても、本当にきめ細か

いサービス支援ということが必要だと思っ

ているんですけれども、そこのところの

市の直接かかわっていくということから、

間接的ということにもなっていく、そん

な部分がどんどんこの間ふえていってい

るんじゃないのかなということを思うわ

けであります。

　だから、そんなところの部分が、介護

保険制度が導入されて、これまでの１２

年間ということもある中で、何かにつけ、

次から次にと思ってですね、そこら辺り

が私が危惧しているようなことにならな

いように、きちんと庁内のほうでもしっ

かりと市民の実情を把握して捉えていく

努力をされるように求めておきたいと思

いますし、そのためのやっぱり必要な人

的確保ということについては、今後も取

り組んでいっていただきたいと、要望と

しておきたいと思います。

　この辺は、障害福祉課にかかわる部分

も、ある意味同じことが言えるかなと思っ

たりするんですが、中身としては、障害

福祉サービスがこの間のたび重なる法改

定、制度変化によって、やらなければな
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らない部分というのもふえていく。充実

されている面もあるとは思っています。

　一方で、やっぱり通所サービスをこれ

まで担ってきた方たちの思いといいます

か、そういった点で言ったら、共同作業

所づくりから始まって、日中どういうふ

うな当事者たちの生きがいというか、人

生そのものを支援していくのかというこ

とで、取り組まれてきたと思うんですけ

れども、それが国の制度に乗ったといい

ますけれども、形は確かにそうなってい

るかもしれないんだけれども、その実情

をやっぱりもっともっと市のほうにも知っ

ていただきたいし、一緒に中身をよくし

ていきたいという思いは持っていると思

うんです。

　この間ずっと市のまちづくりのテーマ

として、協働のまちづくりということを

言われてきているんですけれども、協働

の担い手を新しくつくっていくというこ

とで、ＮＰＯ認証なんかも力を入れて取

り組んでいくんだけれども、本当にこれ

までずっと思いを持って頑張ってこられ

ているところ、そこのところとのつなが

りをしっかり持って、心を通わせた、そ

ういう体制の強化ということが必要だな

と思っております。

　内容については、今後また資料等もい

ただけたらなと思うんですけれども、安

定化事業の要綱について、ぜひまたこう

いうことで活用され、運用されています

というのを示していただきたいと思って

おります。これも要望にしておきます。

　あと、生活支援課にかかわるところな

んですけれども、介護支援専門員の方が

ついて取り組まれることというのは、一

定、今の説明でもわかるんですが、なか

なかケースワーカーの状況等々で、年間

の訪問回数なども限られている中で、本

当に必要なケアが行き届いていない部分

もあるんだなということを、若干感じる

機会もあったりしました。

　そういった中では、こういう人的な配

置も必要だということは理解できるんで

すが、この１名の方が多くの方のところ

の家庭訪問に行かれるんだと思うんです

けれども、その方の主観とか、介護のケ

アプラン、介護サービスの使われている

状況とかそういうことの把握、それから、

チェックや指導ということにならないの

か若干ひっかかる部分でもあります。

　ケアマネージャーの資格なんかも持っ

た方が配置されるんだと思うんですけれ

ども、いろんな前歴であったりとか行政

とのかかわりで、どういう役割を果たし

てこられた方が配置されるのかなという

ことも気になりますし、むしろ市の職員

の中で、そういうことがやれる方が配置

できないのかなということも感じたりも

しましたし、そこら辺り、今の生活支援

課全体の体制のところでも、やっぱり若

手で機動力のある職員の方が多く配置は

されていることも伺えるんですが、しっ

かりと中身の点で役割を果たせるような

配置になるのかどうか、採用の基準とい

うか、選考の点をもう一度お聞きしてお

きたいと思います。

　あと、環境業務課にかかわってなんで

すが、廃プラスチックの新たな分別、市

民の方への周知の部分で、職員体制は試

行回収をやる中でまた考えていくという

ことですけれども、なかなか今の職員体

制が以前から委託の割合がふえる中で、

環境業務に携わる職員数が減っていると

いうこともこの委員会の中でも言われて

きている部分だと思うんです。

　最近、私、気になって見ているのが、

市のホームページのところに、非常勤職

員の募集ということで、たびたび環境業

務の収集の職員の募集が掲載されており
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ます。これは、以前からそうだったのか

なと振り返って考えても、最近はこの年

を越してからかなり頻繁に行っているな

と思っていて、そうした中で、職員の引

継ぎといいますか、業務を教えていった

りとか、そういうことにも手をとられて

いくということもあると思うんです。

　そういった中で、これまで現業をどん

どん切ってきた影響が出ているんじゃな

いかと思いますし、今後のことを考えた

ら、やっぱり職員体制をしっかりと考え

ていくということが大事だなと思ってい

て、そこら辺りのところは、担当課のほ

うも十分お考えだと思いますし、副市長

のほうもしっかりとお持ちだと思います

ので、そこのところしっかりと、これま

でも取り組んできた、これもやっぱり市

民の方の協力の中で、今の摂津市のごみ

収集の分別の体制というのが維持されて

いるわけですから、そこを守っていくと

いう立場で鋭意取り組んでいってほしい

なと思っております。

　あと、保健福祉課の部分を最後にして

おきたいと思うんですけれども、健診事

業にかかわって、特定健診の受診率がふ

えていないということについては、この

間も何度か国民健康保険特別会計のとき

にも質問したりとか、いろいろとお聞き

していってたと思うんですが、私自身、

やっぱり多くの市民の皆さんと触れる際

に、健康のことの相談なんかも受けるこ

とが多いです。

　そういった方に、「市民健診、特定健

診に行っていますか」ということで、お

聞きすることがあるんですけれども、行っ

ていない方、結構やっぱりいらっしゃっ

て、「どうして行かないんですか」って

尋ねるわけです。そうしましたら、「も

う医者通いをしているから」とか、「高

血圧でいろいろと薬をもらったりもして

いるし、また診てもらっても同じ結果が

出るのじゃないのかなって思って」とい

うことで、通院をされている人たちは、

あえて健診に行く必要というのを感じて

おられないと思うんです。

　この間いただいています計画の中のア

ンケートというか、実態調査ですね、健

診を受けていない多くの方が、そういう

状況なんだなということがあるわけなん

ですけれども、そうしたときに、目標に

している平成２９年度までには６割の方

が健診、受診するということが、これが

本当にできるのか。まず、病院に受診さ

れている方にも、やっぱり年一回の特定

健診というのは、また違った意味で必要

なんですよということで働きかけられる

のか、そういったことについてお聞きし

ておきたいなと思います。

　がん検診なんかとのセットの健診は、

やっぱりそれはそれで大事だと思います

し、行った方が、やっぱり行ってよかっ

たなと思うようなことが大事だし、先ほ

ど言いましたような、再検査で病院に行っ

たら、また、たくさんの費用をとられた

みたいなことがたびたび起こるようでは、

これはこれで信頼を損ねて、もう行かな

いということにつながっていきかねない

ので、こうしたことについては、ぜひ改

善させていっていただきたいと思います。

　もう一つの防疫業務にかかわってのこ

となんですけれども、防疫作業員の専門

の職員の方がいなくなったら、もう全部

外に委託でいいのかということに対して

の答弁は、さっきの中では返ってなかっ

たかなと思いますので、そこと合わせて

お聞かせをいただきたいと思います。

○森内一蔵委員長　答弁を求めます。

　堤次長。

○堤保健福祉部次長　それでは、私のほ

うから特定健診の受診率向上の働きかけ
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について、ご答弁をさせていただきたい

と思います。

　特定健診の受診勧奨につきましては、

平成２１年度は職員による電話勧奨とい

うことで、予算を使わずにさせていただ

いたんですけれども、２２年度からは、

国の特別調整交付金を活用させていただ

きまして、補正予算で、２２、２３、２

４年度の３年間連続してやらせていただ

いております。

　それで平成２２年度には、四、五十代

の未受診者の方、３，７７２人の方にア

ンケート調査を行いまして、８０７名の

方から回答をいただきました。分析を行っ

た上で、２３年度には受診券を当初に一

括で送ることを初めとし、改善の施策を

させていただいたところでございます。

　しかしながら、平成２３年度は結果と

いたしましては、受診率が下がるという、

私としましても非常にショックなことで

ございました。それで２３年度につきま

しては、２２年度にアンケートをいただ

いた方の中で未受診者の方を対象に勧奨

を実施をさせていただきました。その結

果としましては、最終的に、２０１人の

方が受診の意志を示していただいたにも

かかわらず、２３年度の受診率が下がっ

てしまったということで、非常にショッ

クを受けたところでございます。

　平成２４年度につきましては、補正予

算で、未受診者の方全員にお電話をさせ

ていただいて、何とか健診に行っていた

だくように今、図っているところでござ

います。

　現在、結果のまとめ等はまだできてお

らないところでございます。中にはもう

絶対行かないからやめろという、きつい

おしかりをいただいたりもしております

けれども、摂津市で受診が低率になって

いる理由としましては、やはり被保険者

の方が大幅に毎年毎年入れかわってしま

うということもございますので、毎年毎

年、受診勧奨をやっていくことが非常に

大切だと思っております。

　丁寧に受診勧奨を行って、受診の必要

性を何とか感じていただけるように、働

きかけていきたいと思います。

○森内一蔵委員長　あと、介護支援専門

員の採用基準について、東澗課長。

○東澗生活支援課長　介護支援専門員の

採用基準についてお答えします。

　介護支援専門員の採用につきましては、

過日、作文と面接を行い、過去にケアマ

ネジャーとしての業務経歴、官公庁での

介護給付適正化の経験、それと生活保護

に対する考え方やケースワーカーとの業

務連携を考慮して、採用してまいりたい

と考えています。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　防疫業務の１人体

制についてでございますが、今３人で実

施してきたことのマニュアルをつくって

いこうとしております。マニュアルをつ

くっていく中で、現在、防疫業務を担っ

ている職員が平成２７年度に退職となり

ますので、今後、市の防疫体制というこ

とを検討してまいりたいと思っていると

ころでございます。

○森内一蔵委員長　よろしいか。

　暫時休憩します。

（午後０時４分　休憩）

（午後１時　　　再開）

○森内一蔵委員長　それでは、休憩前に

引き続き、委員会を再開いたします。

　ほかに質問のある方。

　嶋野委員。

○嶋野浩一朗委員　議案第９号、平成２

４年度摂津市一般会計補正予算書からお

聞かせをいただきたいと思っております。

　総務使用料なんですけれども、コミュ
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ニティプラザ施設等使用料の増額がなさ

れておりますけれども、これはどのよう

な内容の増額であるのか、お聞かせをい

ただきたいと思います。

　それから、２点目といたしまして、国

庫支出金及び府支出金ですけれども、母

子生活支援施設負担金といったものの減

額をされておりますけれども、これはど

のような要因であるのか、この点につき

ましてもお聞かせいただきたいと思いま

す。

　続きまして、議案第１号、平成２５年

度摂津市一般会計予算につきましては、

予算概要に基づきまして、質問をさせて

いただきたいと思います。

　まず、予算概要２０ページですけれど

も、中国蚌埠市との国際交流についてで

ありますけれども、前回の決算のときに

質問させていただきまして、平成２３年

度は未実施に終わったということでござ

いました。その内容につきましては、そ

の中でもご答弁いただいたんですけれど

も、２５年度に計上されておりますけれ

ども、これはどのような内容のものであ

るのか、この点につきまして、まずお聞

かせをいただきたいと思っております。

　それから、同ページでありますけれど

も、防犯カメラ設置についてであります。

　先ほど午前中、弘委員も質問されてお

られまして、そこで答弁をいただいたわ

けでございます。これは、未然の防止な

んだよというお話でございました。その

場所は、具体的には警察と協議して決め

ていって、２０か所に設置をしようとい

うお話でございました。未然の防止、抑

止力ということにつきましては、当然私

も異論はございませんけれども、あくま

でもテレビのレベルで、いろいろな事件

を拝見しておりますと、やはり防犯カメ

ラといったものが果たした役割、非常に

大きいものがあるなと、改めて思うとこ

ろでございます。

　本当にその抑止力だけの効果で終わっ

たらもったいないなと私は思うわけなん

ですけれども、その点について、平成２

５年度、更にそれ以降のことになるかも

しれませんけれども、今後どのような方

策をお持ちなのか、その方向性について、

お聞かせをいただきたいと思います。

　続きまして、予算概要２４ページにな

りますけれども、市民活動支援事業でご

ざいます。

　これも平成２３年度の決算の際にお聞

かせいただきまして、そのときに、市民

が求めるテーマといったものを探ってい

きたいというような趣旨の答弁をいただ

いたと思っておりますけれども、それで

は、２５年度、どのような方向性を持っ

て、市民活動支援をしていくのか、この

点につきましてもお聞かせいただきたい

と思います。

　それから、平成２５年度、新たに補助

制度が始まるということで、さきの代表

質問でもいろいろな会派から質問されて

おりました。我々の会派も質問させてい

ただきましたけれども、私はもう１点、

必要な視点があるんじゃないかなと思う

んですね。それは何かというと、今現在、

活動されている団体で、しかし、活動が

停滞している、あるいは、少しずつ活動

そのものが弱まっているという団体に対

して、どのように手を差し伸べていくの

か、その団体の行っているテーマそのも

のが、社会的な必要性がなくなってきた

というのであれば別でしょうけれども、

しかし、まだそれがあるという段階でな

かなか運営が難しくて、活動がうまくい

かないという団体に対して、どのように

２５年度は手を差し伸べていこうとされ

ておられるのか、この際お聞きをしたい
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と思っております。

　それから、予算概要３２ページになり

ますけれども、市民課の窓口業務管理事

業についてでございます。

　これも午前中に質問、そして答弁があっ

たわけでございますけれども、私も以前

に総合窓口化しませんかということで、

一般質問をさせていただきました。その

ときには、前向きな答弁をいただいたと

思っています。

　これは、政策決定の話でございますの

で、この管轄はないのかもしれませんけ

れども、しかし、私は平成２５年度、委

託をしていくといったことは、将来的な

総合窓口化に向けた年度ではないのかな

と思っているわけでありますけれども、

その位置づけということについてお聞き

をしたいと思います。

　それから、業績評価制度といったもの

が本格的に始まっていくということで、

この市民課について、どのような目標を

立てて、進行の管理をしてくのか、具体

的にお聞かせいただきたいと思っており

ます。

　続きまして、予算概要３８ページです

けれども、コミュニティソーシャルワー

ク事業でございまして、これもさきの決

算のときに、福永部長から直接答弁をい

ただきまして、そのときは三つの大事な

仕事があるんですよというお話でござい

ました。

　１点目が、地域に住まわれる全ての方

の相談を受けていこうじゃないかと、こ

れが１点目でありました。２点目といた

しまして、制度のはざまにおられる方が

おられると。その方に対する支援もして

いきましょうとありました。３点目とい

たしまして、地域でのネットワークづく

りにも積極的に絡んでいきましょうとい

う話でありました。

　そのようなことを考えたときに、非常

に大きな役割といったものが、このコミュ

ニティソーシャルワーカーの方には求め

られると思うんですね。そのときに果た

して今までの体制でできるのかなと。非

常に難しいなというようにも思うわけで

す。

　そこで、今後の体制づくりについて、

そしてまた、このコミュニティソーシャ

ルワーカーの方を支える仕組みについて

も考えていかなあかんと思っているんで

すけれども、その辺りにつきましてお聞

かせいただきたいと思っております。

　続きまして、予算概要４０ページにな

りますけれども、災害時要援護者支援事

業でございます。

　これも、いろいろと今までもさまざま

な機会で議論がされてきたと思っておる

んですけれども、とりわけ昼間の独居者

の把握といったものが非常に難しく、か

つ非常に大事なのかなと思っているわけ

でありますけれども、具体的に平成２５

年度どのように行われていくのか、ぜひ

お聞かせいただきたいと思っております。

　それから、これは要望にとどめておき

ますけれども、生活保護の問題でござい

まして、どこの町か忘れましたけれども、

生活保護受給者のいろいろな生活実態に

ついて、通報してくださいねというお願

いをしていくという事例が見られるよう

になってまいりました。

　私は、そのことの是非についていうも

のではありませんけれども、そのような

ことを検討せないかんような状況になっ

ているということは、非常に残念だなと

いうように思うわけでございます。

　これは常々、私もこの委員会の中でも

お願いをしてまいりましたけれども、ぜ

ひケースワーカーの体制づくりですよね、

平成２４年度の１０月の段階で一人当た
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り１０３世帯も受け持っておられるとい

うお話もございましたけれども、そこら

辺のことを踏まえながら、ぜひ増員といっ

たことをお願いしたいと思っております

し、やはり一人一人のケースワーカーの

方の能力のアップということにつきまし

ても、しっかりと取り組んでいただきた

いと、本当に思うところでございますの

で、これ要望でとどめさせていただきま

すけれども、ぜひ積極的支援といったも

のをお願いしたいと思っております。

　それから、予算概要６０ページになり

ますけれども、三次救命救急センターの

話でございまして、これも先ほど答弁い

ただきました。理事として、主体的に働

きかけていくことが可能になっていくと

いうお話だったわけでございますけれど

も、私はやはりこれは三島医療圏の独自

性というものもあるんだろうなと思って

いるんですね。

　何かといいますと、ほかの医療圏との

違いというのは、その三次救急をされ、

その拠点といったものが総合病院と場所

的に連結していないということが、非常

に大きな問題点じゃないのかなと思って

おりまして、いわゆるそういったところ

の問題点を持ちながら、平成２５年度以

降、理事という立場で積極的な働きかけ

をお願いしたいと思っているんですけれ

ども、この点について一度お聞かせいた

だきたいと思います。

　同ページでありますけれども、未熟児

養育医療給付事業でございます。

　新規事業であるわけでございますけれ

ども、その内容につきましては、さまざ

まな媒体で私も理解をしているつもりな

んですけれども、聞くところによると、

未熟児で生まれてくるお子さんというの

は、非常に増加傾向にあるということを

お聞きをしております。また、これは大

変ショッキングな内容でありまして、信

憑性はわかりませんけれども、５歳以下

の子どもが死亡する、その死因の第２位

がこの未熟で生まれてきたということに

あるそうでございます。

　そのことを捉まえた場合に、給付をし

ていくわけなんですけれども、ただ給付

といったことにとどまることなく、なぜ

未熟で生まれてくるのかという、その原

因をしっかりと追及していただいて、や

はり啓発をしていくといったことは非常

に重要なことじゃないのかなと思ってお

りますけれども、この点につきましても、

一度お聞かせいただきたいと思います。

　それから、予算概要６２ページになり

ますけれども、乳幼児健康診査事業の点

でございます。

　決算のときにも、また、その後の一般

質問でも私も取り上げさせていただきま

した。その具体的な問題点につきまして

は、いろいろと担当課ともお話しさせて

いただきましたので、把握をしていただ

いていると思いますので、平成２５年度

予算を計上するに当たって、どのような

検討がされてきたのか、一度お聞かせい

ただきたいと思っております。

　それから、予算概要７４ページになり

ますけれども、市民農園のことでござい

まして、これも前回の決算になりますけ

れども、公民館での講座等を通じて、グ

ループ分けをしていこうじゃないかと。

そのことによって、個人利用というニー

ズにも対応していこうじゃないかという

お話があったと思っておりますけれども、

まだ具体的には、その方向が決まってな

いということでありましたけれども、平

成２５年度、そして更にそれ以降、どの

ような方向性で取り組まれていくのか、

この点につきましても、お聞かせいただ

きたいと思います。
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　続きまして、予算概要７８ページにな

りますけれども、地域就労支援事業でご

ざいます。

　これも、弘委員から午前中ご質問があっ

たと思っておりますけれども、昨年の末

に政権が変わりまして、是非はございま

すけれども、実体の伴わないような円高

といったものも是正をされてきて、そし

てまた、株価も上がってきているわけで

す。傾向としては、やはり少しずつであ

りますけれども、割と前向きな観測といっ

たようなものも聞かれるようになってき

たわけでございます。

　景気といったものは、気でございます

ので、やはり大事なことなのかなと思っ

ているんですけれども、この機会の中で、

平成２５年度、どのような地域での雇用

を生んでいくのかということは、非常に

大きな課題なんだろうなと思っているん

です。このタイミングこそ大事なんだろ

うなと思っています。

　いろいろとやはり市内の事業所の調査

をしていただくと、業績が、全体的な景

気が悪いのかもしれませんけれども、そ

ういったところばかりでないと思うんで

す。やはり正規雇用を生めるだけの余裕

が少しずつできてきている。体力ができ

てきているような事業所もあるんだろう

なと思うんですけれども、そのような事

業所に正規雇用をお願いできませんかと

いう働きかけを、ぜひこれは担当課とし

てもしていくべきでないのかと思ってお

りますけれども、平成２５年度どのよう

にお考えなのか、お聞かせいただきたい

と思っております。

　最後に、これも要望にとどめさせてい

ただきますけれども、私はこの委員会の

中で、給食残渣のことについて、さまざ

まな機会で取り上げさせていただきまし

た。

　私は、残渣ということについて、二つ

あるんだろうなと思っていまして、一つ

は、給食の調理過程で生まれてくる残渣。

これについては、ぜひ有効利用というこ

とで、堆肥化をしていただきたいと思っ

ているんです。ただ、もう一つ、実際子

どもたちに出された給食がそのまま残さ

れていくという状況については、これは

私、堆肥化したらあかんと思っているん

ですよ、極端にいうと。

　つまり、出された給食は、仮に一人で

食べられないとしても、クラス全体でそ

れは全て食べるべきであって、そういう

方向性を持って、これは学校のそれぞれ

のどこになるかわかりませんけれども、

教育現場と協議していただきたいと。そ

のような強い姿勢でもってしていただか

ないと、これは、市長が掲げられる人間

基礎教育という点からしても、おかしな

ことでないのかなと思っていまして、こ

れは今回、予算の中で質問は申し上げま

せんけれども、ぜひお願いしたいと思い

ます。

　そして、またそこから出てきた数字を

持って、また決算のときにはお聞きした

いと思っておりますので、どうかよろし

くお願いします。

○森内一蔵委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　それでは、補

正予算のご質問でコミュニティプラザ施

設使用料の増額につきまして、ご説明申

し上げます。

　平成２４年度当初におきまして、施設

使用料の内訳ですが、８４５万円を貸し

館の収入で計上しております。そのほか

２０４万円、これはレストランの使用料

でございました。このうち貸館の関係で

利用率のアップに伴いまして、今回、補

正するものでございます。

　平成２３年度、２４年度と通年の事業
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運営を２年経過しまして、利用状況が大

体、安定してまいりましたので、２５年

度当初予算で施設使用料１，０００万円

を計上しておる状況で運営してまいれよ

うかと考えております。

　続きまして、市民活動支援に関しまし

てお答えいたします。

　今年度、市民活動支援の補助金制度を

創設、運用いたします。これにつきまし

ては、市民活動へのきっかけづくりや活

動しやすい環境づくりを進める行政側か

らの支援策に、やっと手がつけられた状

態と考えております。

　この補助金の運用によりまして、市民

活動の実践が市民の目の前で展開される

中で、より協働の推進が図れていければ

と考えております。

　また、団体の問題ですが、立ち上げ支

援の補助金でございます。といいますの

は、継続した補助金の支出は考えており

ませんので、一定、継続性、組織性も備

えていただきまして、各団体のほうには、

団体としての自立を目標としていただく

ことも念頭に置いておりますので、そこ

に対する支援策としては、他の補助金、

企業の社会貢献関係の助成金等の案内等

も必要になってこようかと思います。

　せっかく立ち上がった団体が、継続し

て活動いただける取組みも今後、必要と

考えております。

　既存の団体との関係です。これにつき

ましては、各団体のほうへ今年度等も含

めまして、市民活動の支援講座も開催し

ております。まず、団体におきまして、

活動、仲間づくりの方法の講座や、話し

方、活動をＰＲする写真講座も近日開催

いたします。

　団体の支援に、一定そういった講座を

を取り入れていただく中で、団体を盛り

上げていただければと考えております。

　次年度におきましては、実際にＮＰＯ

等、活動実践されている方もお呼びする

講座を開催して、活動したいという人を

ふやす方向と、また、各団体にあっては、

各所管課との連携も深めていただけるよ

うな方向も考えてまいりたいと思います。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　それでは、自治振

興課にかかわります２点のご質問にご答

弁をさせていただきます。

　まず１点目、中国蚌埠市友好交流事業

の件でございますが、この事業は、平成

２１年、財団法人太平洋人材交流センター

より、４年間の予定で組まれております。

　それで、本市では平成２１年度は１０

名の来摂者があり、２２年度につきまし

ては６名の方が来摂されております。２

３、２４年度については、その実施はさ

れておりません。引き続きその未実施の

分を２５、２６年度へ送らせていただく

予定で、予算は計上させていただいてお

ります。

　続きまして、防犯カメラの件で、今後

の方向性についてというご質問でござい

ますが、平成２５年度、今回初めて防犯

カメラのこういう取組みをするわけなん

ですけれども、これは査定のときに自治

振興課としては１０台で査定を出させて

いただいておりましたが、最終、市長判

断で、今委員ご指摘のように、その防犯

力の関係でということで、１０台増額し

ていただきました。

　平成２６年度につきましては、この様

子を見ながら、また摂津警察とも協議し

てまいりまして、必要であれば予算要求

を考えております。　

○森内一蔵委員長　はい、船寺課長。

○船寺市民課長　それでは、市民課にか

かわります２点のご質問にお答えさせて

いただきます。
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　総合窓口につきましては、何点か問題

がございます。

　一つはスペースの問題、コンピュータ

等のシステムの問題、それとマンパワー

の課題があると市民課では考えておりま

す。

　今回、市民課窓口業務を委託する中で、

その委託の状況を見ながら、更に市民の

方が利用しやすい窓口づくりについて考

えていきたいと考えております。

　総合窓口については全庁的なことになっ

てまいりますが、市民課でできる部分に

ついては、今回の委託の中から提言して

いきたいと考えております。

　また、今、国会でマイナンバー制度に

ついて審議されております。当初の予定

では平成２６年に付番、２７年からマイ

ナンバーカードが配布される予定でした

が、１年遅れまして２７年度に付番、２

８年にマイナンバーカードを配布という

予定で進んでいると聞いております。

　そのマイナンバーカードの詳細が出て

きた段階で、市の窓口業務というのが大

きく変わってくると考えております。市

民課といたしましては、情報収集に努め

るとともに、今後の市民課の窓口のあり

方でありますとか、さきの委員会でもご

答弁しておりますように、コンビニ交付

や、サービスコーナーの取扱業務のあり

方を検討していきたいと考えております。

　業績評価制度の市民課での取扱いにつ

いてでありますが、市民課は、当然窓口

業務ということでございますので、日々

の窓口の対応が、市民にとって気持ちの

いいものであるということが第一義的に

評価の基準になると思います。

　それと同時に各イベントが市民課でも

ございます。例えば、平成２５年度にお

きましては、窓口業務の委託であります。

窓口業務の委託、外国人住民に対する住

基コードの付番、パスポートの取次業務

の受託、指定管理者制度におけます委託

先の検討等があります。それらの業務を

順調にやっていく、また担当を決めてやっ

ていく中で、その業務の達成度に対して

評価していくものと考えております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課にかか

ります４点の質問に対してお答えさせて

いただきます。

　コミュニティソーシャルワーカーを支

える仕組みについてでございますが、保

健福祉課にコミュニティソーシャルワー

カー２人を配置するということになりま

すので、今までどおり社会福祉協議会、

地域包括支援センターとの連携は当然で

すが、保健福祉課が抱えます地区の民生

委員や、地区保健師などの専門スタッフ

と連携を取りながら支えていきたいと考

えております。

　災害時の要援護者の平成２５年度の取

組みについてでございますが、現在２月

１日の広報で手挙げ方式での登録者を募

集しておりますので、その登録の方々を

ふやしていって、また地域の支援者の方々

の協力を得るために、地域づくりをして

いくことが課題かと思っております。

　そこで、先ほど申しましたコミュニティ

ソーシャルワーカーも一緒になって、地

域づくりを進めます。行田市に視察に行

かれたと聞いておりますが、そこでの取

組みのように地域の方々に協力いただい

て、地域づくりをしていきたいと思って

おりますので、そういう取組みを進めて

いきたいと思っております。

　活動をしていくには、市全域を対象に

していくというのはかなり困難かと思っ

ておりますので、モデル地区を設定をし

て、モデル地区で活動をしていただく中

で、全市域に広がっていくような体制を

－32－



つくっていければと思っているところで

ございます。

　三次救急の三島圏域に特殊性があると

いうことでございますが、三島救命救急

センターは、初期救急と同敷地内にあり

ますので、そこで初期で運ばれた方も、

必要な場合は三次に入っていただくよう

なこともできておりますし、三次のほう

でも２０床ほど今設定されてますので、

受入体制を組んでいただいてるかと思い

ます。高槻医大病院と連携されて動いて

おりますので、連携がないということで

はないと思っております。

　未熟児養育医療給付事業の件でござい

ますが、未熟児の出生が増加傾向にある

ということは多少あると思いますが、摂

津市の状況で見ますと、平成２０年から

２３年度まで２，５００グラム以下の出

生率は１１％前後です。増加傾向という

ことではないんですが、全国的には少し

ふえてるのかなと思います。

　未熟児の原因についてでございますが、

若年の方の出産が多かったり、経済問題

を抱えておられる方の出産が多かったり、

若い方々のダイエットの問題もあるのか

なと思っているところでございます。

　乳幼児健診の内容についてでございま

すが、３歳半健診のときに視覚・聴覚検

診を一緒にやっております。今までは、

事前に聴覚・視覚のアンケートをお送り

して、それを当日チェックをかけて、診

察が必要な方には診察に回っていただく

という体制をしておりましたが、そこに

少し工夫をしまして、健診当初に問診で、

保健師が全員その問診のチェックをかけ

て、それで記入がない方であったり、検

査が未実施など問診項目にチェックされ

る方とかは、もう一度健診会場で再検査

をいたします。そして必要な方には診察

に回っていただきます。

　また、再検査に来られないという方々

に対しては、２か月後、３か月後には必

ずその結果を確認する体制をとるという

形で２５年度は取り組もうと考えており

ます。

○森内一蔵委員長　林事務局長。

○林農業委員会事務局長　市民農園の利

用拡大についてというご質問にお答えし

ます。

　決算の委員会のときにご答弁申し上げ

ました、味舌スポーツセンターにありま

す摂津市総合型地域スポーツクラブが平

成２５年度利用の申込みをされておりま

す。ここにお集まりの方々は農業の経験

のない方々です。当然、市民農園は土地

づくりからしていただかないといけませ

んので、こちらのほうで支援するために

西川種子店が植木市等で野菜の苗等を売っ

ていただいておりますので、その方を講

師に紹介しまして、何回か講演会をして

いただいております。

　こういう形でことし１年、この総合ス

ポーツクラブの活動状況を見る中でマニュ

アルをつくりまして、そのマニュアルで

公民館等にこういう形で何人か集めてい

ただければ、市民農園を利用できますよ、

募集されませんか、という中身がすぐ行

けるのかどうか、まだ検討中ですけれど

も、そういう形で募集をできればなと思っ

ております。

　ただ、今のところ市民農園の空き状況

が千里丘４丁目の１区画ぐらいしか空い

ておりませんので、要望等を確認しなが

ら、市民農園も拡大できるものであれば

そういう形で借入れしていきたいなと思っ

ております。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　地域就労支援事

業の平成２５年度の取組みについてご答

弁いたします。
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　世界経済の不況が引き起こしました状

況によりまして、中小企業の経営は大変

厳しい状況になっておりました。

　特にヨーロッパ問題、震災、超円高な

どの中で、中小企業におきましては求人

を募集しない。また、人が必要になれば

アルバイトで対応するという状況が多々

ありました。

　また、今回行っている事業所調査にお

きましても、まだまだ元気のいい企業の

把握は難しいところですが、新たにご回

答いただいた内容を分析させていただき

まして、新たな事業展開をご検討の企業

につきましては、市が主催します就職フェ

ア等の参加を打診させていただきたいと

考えております。

　また、平成２５年度は介護の事業所の

就職フェアを開催して、正規採用の機会

を市民の皆さんに提供していきたいと考

えております。

　また、就労支援の講座の提供によりま

して、資格を身につけていただいて、更

に正職の率を少しでも上げていきたいと

考えております。

○森内一蔵委員長　補正予算の母子生活

支援施設負担金の答弁はまだですね。所

管が違うということですね。はい。　

　そしたら、嶋野委員。

○嶋野浩一朗委員　まず、国庫支出金及

び府支出金の母子生活支援施設負担金は、

担当が違うということで、失礼をいたし

ました。申し訳ございません。

　２回目、少し要望も交えながら、再度

お聞かせをいただきたいと思っておりま

す。

　まず、補正予算のコミュニティプラザ

施設等使用料の件でありますけれども、

利用率のアップが見られたといったこと

で、これは肯定的に捉えていいのかなと

思っているところではありますけれども、

具体的にどのような要因が考えられて、

利用率がアップしてきたのか、担当課の

感覚としてでも結構なので、具体的な数

字も交えながらお聞かせいただきたいと

思います。

　それから、蚌埠市との友好関係なんで

すけれども、平成２３年度、２４年度未

実施であったものを先に送るということ

なんですよね。ということは、この交流

そのものが果たして必要なのかなという

ようにも、ちょっとうがった見方をする

と思うわけなんですよね。本当にそれが、

相手方が思う、蚌埠市が思うその交流の

あり方なのかなということについても、

少し整理をせないかんのと違うかなと思

いますし、これは決算の際にも申し上げ

ましたけれども、摂津市として、国際交

流の問題をどのように捉えていって、ど

のような具体的な取組みをしていくのか

ということについては、今一度考えてお

くべきでないのかなと思うんですけれど

も、その点について、当然いろいろ考え

られて予算執行されてると思うんですけ

れども、どういった検討をされてきたの

か、これならば平成２５年度予算計上が

わかるなということについて、私たちが

わかるような感じで、少し答弁いただき

たいと思います。

　ただ、平成２３年度、２４年度が実施

をされなかったから送るというのでは、

私は不十分なのかなと思うので、この点

お聞きをしたいと思います。

　防犯カメラ設置の件でございますけれ

ども、当初は１０台の予定だったと。そ

れを２０台にふやしていただいたという

のは、これはやはり防犯カメラといった

ものが果たす役割ということについて、

認識をしていただいてるということなん

だろうなということで、お聞かせをいた

だきました。ぜひこれは新たな試みであ
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りますので、よくよくその効果といった

ものを図っていただいて、私は抑止力、

未然の防止ということだけではなくて、

実際に有効なものだろうなと思っており

ますので、この点についても更にふやす

必要があるのであれば、私は予算をつけ

てでもやるべきだろうなと思っておりま

すので、ぜひ平成２５年度の取組みといっ

たものをしっかりと精査していただいて、

今後につなげていただきたいということ

で、お願いをしておきます。

　それから、市民活動支援事業のことに

つきましても、お聞かせをいただきまし

た。市民が求めるテーマといったものを

探っていきながら、これからの方向性を

見つけていくんだというようなお話が、

実際に平成２３年度の決算のときにも館

長から答弁としていただいてるわけなん

ですよ。余りそこのことについて触れら

れなかったので、恐らく災害時の支援と

いうことになっていくのかなとか、個人

的には思ったりもしますけれども、その

辺のことについてどのような感覚をお持

ちなのか、また具体的にどのように、こ

れからハンドルを切っていかれようとし

ているのか、その点についてもお聞きを

したいと思っております。

　それと、支援のあり方の問題について

でございまして、今回新たに補助金制度

といったものが設けられまして、そこの

思いといったものはよく伝わってまいり

ましたし、具体的なところも大分わかっ

てきたわけなんですけれども、やはり問

題になるのは、先ほど１回目で申し上げ

ましたけれども、社会的に必要な支援を

されている団体が実際に今あるわけです

よね。その後、団体が全て順調に活動し

ていただいてるのであれば何の問題もな

いんですけれども、ただやはり、活動が

従前と比べると弱くなってきたなと見ら

れる団体が、私が見る限りでもあるなと

思っています。そういった団体がこのま

ま活動を弱めてしまうということは、果

たしてどうなのかなということも、協働

という観点から思うわけで、そういった

ところについても、やはり一歩踏み込ん

だ支援、協力をしていただきたいと、先

ほどは仲間づくりのことなんかについて

も答弁いただいたと思っておりますけれ

ども、もっと具体的に、どのようなとこ

ろでつまずいておられて、そこに対して

どのようにアプローチをしていくのか、

これは難しい問題かもしれませんし、行

政としてどこまでできるのかといったも

のはまたこれはもどかしい基準になるの

かもしれませんけれども、そこは私はお

願いをしたいなと思っておりますので、

再度のご検討をお願いしたいと思ってお

ります。

　続きまして、市民課の窓口業務管理事

業で、具体的な総合窓口化に向けての問

題点をご指摘いただきました。スペース

であったり、システムの問題であったり、

マンパワーの問題であったりといったこ

とが大きな課題なんだろうという認識を

お持ちだということでございます。

　午前中の答弁の中でもございましたけ

れども、平成２６年の１月からパスポー

トの交付といったものがなされてくるわ

けなんですよね。これは、やはり市民の

利便ということを考えると、非常に上が

るんだろうなと思うわけなんです。

　そのときに、平日の９時５時の業務で、

果たしてどこまでその利便性といったも

のがアップしていくのかなと考えていく

と、私は将来的には土曜日であったり、

日曜日にサービスを行っていくというこ

ともあるんだろうなと思いますし、そう

なってきたときに、総合窓口でなければ、

やはりその利便性といったものはそこま
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で上がっていかないと思うわけなんです

よ。ということは、マイナンバー制度の

こともございましたけれども、窓口のあ

り方であったりとか、コンビニ交付との

その関連性であったり、サービスコーナー

のあり方ということについても検討され

るということでございましたけれども、

ぜひそういう将来的なとこを見据えた中

で、平成２５年度はどのようにしていく

のか、これは業績評価制度の話とも関連

していくわけなんですけれども、ぜひそ

の総合窓口化ということに向けての検討

を、この２５年度にしていただきたいと。

そういった将来的な窓口化という中で、

２５年度はどうあるべきなのかというこ

とを、やはり私は業績評価制度の中でも

取り入れていくべきではないのかなと思っ

ておりますので、この点一度ご検討いた

だきたいと思うところであります。

　それから、コミュニティソーシャルワー

カーのお話でございまして、確かに言葉

としては社会福祉協議会であったり、地

域包括支援センターであったり、あるい

は民生児童委員の方と連携していくとい

うことなんだろうなと、それはそのとお

りだろうなと思いますし、また、災害時

の要援護者支援のとこでも、やはり地域

づくりというところで、中心的に働いて

いただく、そのとおりなんだろうなと思

うんですけれども、私はそれを支える会

議体といったものをいかにつくれるのか、

そこが大きな問題じゃないのかなと思っ

てるんですね。

　前回の決算でも申し上げましたけれど

も、埼玉県行田市の視察のときにも、や

はりいろいろな方が持ち寄って、一堂に

集まられて、その方その方が持っておら

れる情報といったものをみんなに共有し

ていくわけなんですよ。そのことによっ

て、一堂に集まる意味というのが、私は

格段にふえるんだろうな、そういった会

議体をぜひつくるべきだろうなと思って

います。その会議体のいわゆる進行役に、

コミュニティソーシャルワーカーの方に

ついていただいて、その方もいろいろな

立場の方からの情報をいただいて、そし

て全員で共有をしていく。それをどんど

んと広げていくことによって、私は地域

づくり、ネットワークづくりといったも

のができてくるんだろうなと思っていま

す。

　そのようなイメージを持って、このモ

デル地区での市域づくりをされようとし

ているのか、少し具体的に２回目お聞か

せをいただきたいと思いますし、また、

コミュニティソーシャルワーカーの方の

管轄といったものが、本当に今の状況で

いいのか。ここは少し絞った形でやって、

更にふやしていくべきであるのか、そこ

ら辺のことについても、今後のことにつ

いて、お聞かせをいただきたいと思って

います。

　続きまして、三次救命救急センターの

話でございまして、三島救命救急センター

は初期も行っているから、そこから直接

三次に結びつくことができますよと。そ

こで２０床確保されているので、それが

大きなメリットなんですというお話であっ

たと思います。それはそうかもしれませ

んし、また高槻医大との連携も取ってお

られるということなのかもしれませんけ

れども、そしたら三島に一度運ばれて、

更にまた医大に運ばれるというのは、こ

れはもう時間的に相当なロスが出てくる

んだろうなと、私は個人的に思ってます

し、それは他の府内を見ても、医療圏域

の中で見ても、やはり三島その辺は課題

として残ってるんだろうなというように、

私は個人的に思っております。

　この問題は非常に政治的な判断も絡ん
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でくるんだろうなと思いますので、きょ

う副市長お越しでございますので、この

理事という立場で摂津市がこれから入っ

ていくわけで、その中で三次救急の充実

ということについて、どのような方向性

を持っておられるのか、一度確認をさせ

ていただきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。

　続いて、未熟児養育医療給付事業で、

摂津市ではそう増加傾向ではないという

お話があったと思います。具体的な数字

を出していただきまして、平成２０年度

から２３年度は１１％であったと。この

１１％の子どもが未熟児で生まれてきた

ということなんでしょうか。そこら辺詳

しくご説明いただきたいと思っておりま

すし、もしそうであるならば、これは非

常に高い数字だと私は個人的には思うわ

けなんですよ。やはりそこはしっかりと、

なぜ未熟の状態で子どもが生まれてくる

のか、そのことをしっかりと検証なされ

てると思いますので、広く私は広報して

いくべきだろうと思います。

　先ほどは経済的な問題もあるけれども、

いわゆるダイエット志向といったことも

絡んでるだろうなというお話をしていた

だきましたけれども、子どもが生まれて

くるときに、親としてはやはり健やかな

成長ということを本当に願うわけなんで

すよね。そのときに、子どもがやはり健

康な状態で出産ができたらなというのは

切実な思いだと思いますので、啓発をす

れば非常に大きな効果が出てくるんだろ

うなと思っておりますので、その点につ

いても、私はもっと啓発をしていただき

たいと。もし啓発という点について、い

わゆる未熟児の問題について、何か今方

向性をお持ちであれば、もう少し詳しく

お聞かせをいただきたいと思うところで

あります。

　それと、乳幼児健康診査事業でござい

ますけれども、保健師による問診をして

いただいたということで、私はそれでど

の程度効果が出るのかというのは正直わ

からないところではあるんですけれども、

ちょっと視覚のことに特化して質問させ

ていただきたいと思ってるんですけれど

も、いわゆる弱視であるとか、そのよう

な状態の子どもが、私たちが思っている

以上に多いんですよということを、もっ

と知らせていかなあかんと。そうでなけ

れば、早期の発見ということにつながら

ないと思っています。それをね、この場

であったのか、あるいは個人的なところ

であったのかもしれませんけれども、こ

れだけいるんですよということについて

は、私も課長にお話をさせていただきま

した。そこは私も驚きでありましたし、

同じような感覚でいていただいてるんじゃ

ないんかなと思います。

　また、中にはいわゆる視力検査をした

ときには、問題ないという数字が出てく

るんだけれども、将来的な弱視を抱えて

る子どもというのが、少なからずこれも

おるわけなんですよね。となってくると、

問診であったりとか、そういうところで

は果たしてわかるのかなということも、

少し疑問に思うわけなんですよね。

　もし、予算の問題で許されるんである

ならば、やはり私は３歳６か月あたりの

子どもたちが、専門の機関でその視力に

ついて検査を受けられるような、そういっ

た体制を組んでいくべきではないのかな

と思っておりますけれども、この点につ

いて平成２５年度といわず、更に将来的

な話として何かご検討するところがある

ならば、もう一度お聞かせいただきたい

と思います。

　それから、市民農園設置事業について

具体的なお話をしていただきました。味
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舌のスポーツセンターで行って、そのと

きには講師を招いて、そこで生まれてき

たものをマニュアルをつくって広げてい

こうというお話をしていただきました。

ぜひそれはお願いをしたいなというよう

に思っておりますし、また市民農園の確

保ということについても、私は非常にニー

ズが高いもんだろうなと思っております

ので、ぜひこの点についてはいろいろと

ご努力をいただいて、取り組んでいただ

きたいと要望で申し上げたいと思います。

　それから、地域就労支援事業で、いろ

いろと実態を調査されている中で、まだ

まだそれだけの余裕のあるような事業所

にはめぐり会えていないというお話であっ

たわけなんですけれども、このような話

を考えるとき、行政と商工会との関係性

ということについてどうあるべきなのか

なと、私は常々思うわけなんですよね。

　あくまでも感覚ですけれども、正規雇

用を確保できるだけの体力、余裕がある

事業所は、私はあると思っていまして、

そういう事業所にやはりいかに触れるの

かということなんだろうなと思っていま

す。そこの努力といったものはぜひして

いただきたいと思っておりますので、こ

の点はお願いをしておきたいと思ってお

ります。

○森内一蔵委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　それでは、コ

ミュニティプラザの使用状況について、

お答えいたします。

　平成２３年度の利用件数総数でいいま

すと、３，３７０件ほどありました。そ

れが２４年度、今の２月末で３，９００

件と、申込件数でもふえております。

　実際の利用状況に関しましても、例え

ば、平成２４年１０月と前年の同月とで

比較してみまして、会議室の利用区分で

すけれども、午前、午後、夜間とありま

すが、それぞれ１か月の利用日数でいい

ますと、ことしが午前が１６．３日、午

後が２１．５日、夜間が１４．５日でし

た。前年が、それぞれ１４．８日、１８．

８日、１４日で、利用状況も上がってお

ります。

　そのほか特徴としましては、フローリ

ング仕様の研修室、健康増進ルーム等に

つきましては、かなりの利用がありまし

て、朝から抽せん会を行わなければなら

ないほどの申込状況で、その利用の方が

多少会議室等のほうの利用にも回ってお

る実態があります。３階ホールにつきま

しては、１か月のうち２０日ほどは埋ま

るような状況があります。そういった中

でご利用いただいております。

　市民活動支援の市民が求めるテーマに

つきまして、引き続きお答えいたします。

　平成２３年度は、そういうテーマを求

めていきたいと同時に、コミュニティプ

ラザがオープンしての経過の年でありま

した。活動拠点としての整備にも取り組

んでおります。それと、東北大震災が起

こりまして、今年度の各種団体の利用を

見ておりますと、災害に関した講座、各

種団体からの啓発等々が行われました。

個別のそういった場面に私も参加させて

もらって確認しておりますが、やはりそ

こを横からくし刺しするような取組み、

団体等の連携があって、また市全体とし

ても盛り上げるのも一つの市民活動の取

組みの方向性かなと考えるところでござ

います。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　それでは、蚌埠市

の関係で、具体的には平成１８年に供与

が決定された円借款により、蚌埠市がそ

の上下水道整備に必要な資機材の調達及

び事業効果の持続的効果発現を目的とし

て、行政官等職員の研修をする目的で、
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太平洋人材交流センターが実施しており

ます。

　それで、今委員ご指摘のように、平成

２３年、２４年度は実施されておりませ

んので、２５年度につきましては予算計

上させていただいておりますが、太平洋

人材交流センターとその今後の方向等を

確認させていただいて、今後見直しすべ

きところは見直していきたいと思います。

蚌埠市におかれましても、技術等はかな

り進歩してきてるかなというのも思って

おります。

○森内一蔵委員長　続いて、前野課長。

○前野保健福祉課長　コミュニティソー

シャルワーカーの支援体制についてでご

ざいますが、現在、校区福祉委員会会議

とか、地区民生協議会の地区会議、高齢

者、障害者の虐待については、地域ケア

会議等がそれぞれに開催されております。

会議等に参画しながら、情報の共有を図っ

ていきたいと思っているところです。

　また、ケースワーカーの会議も新たに

考えていかないといけないと思っている

ところですが、現在、具体的にどういう

ふうに開催するか、その会議の参加団体

はどういう団体かというところまで、ま

だ具体的には進めていない状況でござい

ます。

　未熟児の出生がふえているが、どうい

う状況か分析しているのかということで

ございますが、先ほども申し上げました

ような状況かとは思うんですけれども、

現在は必ず病院のほうから未熟児であっ

たり、地域での支援が必要な場合は必ず

連絡が来ます。病院との連携ができてお

りますので、そこで把握して地域での支

援は確実に進めていこうとしている体制

でございます。

　啓発についてでございますが、現在小

学校の５年生、６年生にふれあい体験と

いう授業をしておりますが、そこで命の

大切さとか、未熟児で生まれる原因とし

てどういうことがあるのかというところ

を、たばこの問題や環境問題もあります

ので、伝えていく授業を行っております

がこれで十分だとは思っておりません。

　乳幼児健診の工夫ですが、問診だけで

は確認できるとは思っておりません。無

理であるとは承知しておりますが、やは

り健診の場というのは特殊な場で、短時

間の中で多くの方の観察をしないといけ

ないということもございますし、日常生

活の中での観察項目というのがとても大

事かなと思うところもあります。気にな

ることがあれば健診の場で申し出てもらっ

たり、受診していただくということにつ

なげていかないといけないと思っており

ますので、３歳半健診で８５から９０％

近くの方に来ていただくような状況になっ

てますので、ここで今個別に医療機関に

進めると、これだけの受診が可能か心配

なところもございますので、そのような

ことも含めて、今後の健診体制を検討し

ていきたいと思っております。

○森内一蔵委員長　三次救急について。

　福永部長。

○福永保健福祉部長　では、副市長の前

に、今、三島三次救命救急センターの状

況をご説明できたらと思います。

　三島救急の先生方が三次救急それぞれ

の救命率等を調査しておられるまとめも

ございます。その中でも、三島は特に運

ばれた方の救命率が高いということで、

自負を持って先生方も三島三次救急の運

営をしていただいているところでござい

ます。それらの体制を３市１町でしっか

りと支えていけたらとは考えております。

　あと、副市長よろしくお願いいたしま

す。

○森内一蔵委員長　小野副市長。
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○小野副市長　本会議でもこの議論をい

ただいたところなんですけれども、今回

の費用負担というのはご存じのように指

定管理料なり救命センターの補助金、負

担金、また貸付金で、平成２３年度で約

１１億かかってるんだと。そのうちで高

槻市が９．６億で、島本町が約１億です

から、茨木市と摂津市は３．５％程度で

あると。こういうことの中からこの議論

は出てまいりました。

　それで、高槻市の副市長とも何回か議

論しました。福永部長も頑張ってくれま

して、今日の結果になっておるというこ

とは、今回の予算の中身であります。

　私のほうで高槻市と話をしたのは、そ

もそも論からいって、１９８５年の１１

月、昭和６０年に、もともとはその昭和

４９年代に高槻島本救急医療センターか

ら発足して、それで出てきたと。これあ

くまで高槻島本なんですね。それで、昭

和５９年にその高槻島本救急医療センター

から、大阪府三島救急医療センターに名

称変更し、そして全国でも、今、嶋野委

員言われているように、例を見ないよう

な独立型の救命センターになったと。な

らばですね、ならば、そのとき副市長に

も言っておったのは、その昭和６０年の

ときの中見てますと、いわゆるその大阪

府は単独で設置する意思はないですよと。

それで、大阪医科大学で併設で開設はで

きないんでしょうかということを議論さ

れております。

　ところが、大阪医科大学は併設はノー

であると。それで単独型として高槻市が

中心となって、島本町を巻き込んで開設

してきたと。そこから摂津市は利用者分

だけ払いますと。茨木済生会があるゆえ

に、こうなってきたということでありま

す。

　今、嶋野委員言われてることはよくわ

かりまして、もう一度、大阪医科大学の

ほうにこの話をすべきではないのかとい

うことを私も相当言いました。

　しかしながら、高槻市は、あれだけの

大きな市で市民病院を持たなくていいの

は、大阪医科大学があるから持たなくて

もいいという現実があります。なんかそ

ういうとこ見えるんですね。しかしなが

ら、やはりこういうこの独特のやり方を

してるのは、三次救急が確か１４ですか、

ある中でここだけなんですね。

　ですから、そういうことの中で今後の

ことを考えますと、私一つ思いますのは、

大阪医科大学が持ったとしても、その運

営は３市１町で賄うんだと。医療はいわ

ゆる医科大学中心でやるんだとなれば、

本当の形の運営になるのかどうかという

ことが非常に、例えば心配いうんです。

　医療の従事者は医療だけに一生懸命に

なれると。経営ということはまた別にし

まして、だから私は福永部長とも話して

おったんですが、これを発足しましたら、

高槻市からもノウハウのある者を送らな

きゃならないと思います。高槻市もその

考え方であります。いわゆるその救命セ

ンターでやるんじゃなくて、高槻市から

相当手練れた職員、その経営感覚の職員

を事務局のまん中に据えるべきであると。

それについては茨木市も摂津市も協議し

て、そこへ行こうということは言いまし

た。問題は、今言われてる、大阪医科大

学との関係をもう一度整理しないと、い

わゆる愛仁会高槻病院がもしもこういう

ことをやったときに、そちらのほうに流

れまして、そこにもしも救急があったと

したら、そこに愛仁会、横にありますか

ら、スッと入っていきますから、どうし

てもそういう形になる可能性も高いと見

ます。

　だから、医療の関係でいきますと、長
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い道筋ではありますが、我々が理事会に

入ったときに、市長もみんな入ってます

から、もう一度大阪医科大学の関係はど

ういう形でしていくのかということを議

論をしないと、大阪府は、このままの状

態で勝手にやったら知らないよと、もう

あるんだからと、広域で行けるんだから

と言ってるわけですから。

　だから、そういうことになりますと、

千里救命救急センターを、大阪府済生会

千里病院がとってやったということで、

摂津市も恩恵を受けてますけれども、あ

あいう形に持っていくことに考えないと、

今、嶋野委員言われてるのは、我々も同

じ気持ちでありますので、この前も高槻

市の副市長に強く話をしておりますが、

なかなか高槻市として、これからどうし

ていくかについては結論を出しておりま

せん。

　前にも言いましたように、今後、経営

陣に入っていったときに、我々の市長も、

茨木市の市長も、高槻市の市長も協議す

る中で、医大との関係をもう一度どうい

うふうに整理するかということは、これ

は大きな課題であると。今はまだそれぐ

らいしか申し上げられない。問題意識は

十分持っておるということでご了解賜り

たいと思います。

○森内一蔵委員長　はい、嶋野委員。

○嶋野浩一朗委員　それでは３回目、全

て要望させていただきたいと思うんです

けれども、まずコミュニティプラザの利

用率と申しますか、利用日数について、

平成２３年１０月と２４年１１月と比較

をして出していただきました。

　なるほどふえてるなといったことはよ

くわかるんですけれども、やはりいろん

なところでコミュニティプラザというお

話を出させていただくと、以前はそれほ

ど浸透していなかったんですけれども、

そこは大分変わってきたなということは

よくわかりますし、実際使われて、もう

少し使おうかとなられる方も非常に多い

のかなと思うところであります。

　今の利用状況というのが上がっている

ということについては、肯定的に皆さん

捉えておられると思いますので、更に工

夫をしていただいて、市民の方が使いや

すいということについて、いろいろと追

求をしていただきたいということで、こ

れはお願いをしておきたいと思います。

　それと、市民活動ということで、テー

マということについてお聞かせをいただ

きました。災害というキーワードを、今

館長からお聞かせをいただいたところで

あるんですけれども、今回東日本大震災

等を通じて、やはりいろいろ当たり前の

ことなんですけれども、地域の絆という

か、そういったことが本当に声高に叫ば

れるようになってきたなというようにも

思うところなんですよ。

　先日、地域福祉活動支援センターであ

りましたけれども、災害ボランティア養

成講座といったものが開催されまして、

私も拝聴をしてまいりました。参加をさ

せていただいたんですけれども、非常に

多くの方が来られておりました。民生委

員の方が多いのかなと拝見はしておった

ところなんですけれども、その中でもい

ろいろと、例えばそのいざというときの

避難所のつくり方であったりとか、そう

いうことについても、本当に具体的なと

ころを切り込んだお話をお聞かせいただ

きまして、私は非常に参考になったなと

思っているところでございますし、やは

り災害ということを一つのテーマとして、

市民活動そのものも広げていく。そして、

市民というか、皆さんの意識そのものも

変えていくといったことは可能なんだろ

うなと強く思っているところでございま
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すので、ぜひこういったテーマを、本当

に市民の皆さんが求めているテーマをしっ

かりと探っていただいた中で、市民活動

支援ということで、これ本当に力強く歩

んでいただきたいと思っておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。

　それから、飛びましたけれども、蚌埠

市との関係はよくわかりました。これは

行政課との交流だというお話でございま

した。平成２５年度にこれを実施、予算

の執行をされる方向で今考えておられる

ようでございますので、本当にその、蚌

埠市との関係をどうしていくのかと、非

常に大きな課題なんだろうなと思ってお

りますし、また杉本部長が決算の際にも

おっしゃってましたけれども、国際交流

というのは市民と市民との交流なんだよ

というお話をお聞かせいただいたという

ように覚えております。ぜひ、それらの

視点に立ったときに、どのような国際交

流をしていくべきなのかということにつ

いて、少しこの蚌埠市との話とは離れる

かもしれませんけれども、ご検討いただ

きたいということで、お願いをしたいと

思います。

　それから、コミュニティソーシャルワー

カーのお話でございまして、今のお話を

お聞かせいただいてると、個別の会議が

開かれて、そこにワーカーの方が行かれ

る。そこで情報をしっかりと把握をして

いくということなんだろうなと思うんで

すけれども、私は、繰り返しになります

けれども、大事なことは多くの方に一堂

にいていただいて、その全ての方が情報

を共有するということではないのかなと

いうように思うわけなんですよ。

　そのことによって、それぞれの団体で

は当たり前というか、思っている情報以

外のものがやはり出てくるでしょうし、

あ、そうじゃないんだという気づきも新

たに出てくるんだろうなというように思っ

ています。その、まさしく統括役、それ

を私はこのワーカーの方にしていただく

といったのが適当なのかなと思っており

まして、今後これは非常に先の長い話に

なってくるのかもしれませんけれども、

ぜひそのような会議体をつくっていただ

いて、本当にその求められる、実態に合っ

た支援活動をしていただきたいと、これ

もお願いとして申し上げたいと思います。

　それと、未熟児養育医療給付事業のお

話でございまして、学校で触れ合い体験

等をしていただいて、そこで啓発をして

るというお話でございました。

　実際に子どもをおなかの中に宿して、

医療機関にかかったときに、恐らく医療

機関からいろいろな啓発をされるんだろ

うなと思いますし、その中では、未熟児

のことについてもされているのかもしれ

ませんけれども、摂津市の市民の方が利

用される医療機関というのは、ある程度

わかると思うんですよ。そういった医療

機関がどのような啓発をしておられるの

か、しっかりと把握をしていただいて、

やはり行政として必要なことはしっかり

と私は啓発をしていくべきであると思う

んですよ。

　先ほども申し上げましたけれども、平

成２０年度から２３年度で１１％のケー

スが未熟で生まれてくるというのは、こ

れは私は非常に大きな驚きでありました

し、そのような感覚を多くの方は抱くん

じゃないかと思います。

　しかし、それは生活の方法によって防

ぐこともできるわけでありますので、言

い方が悪いかもしれませんが、私は、本

当に啓発のしがいがあるというか、啓発

することによって得られる効果というの

は大きなものがあるんだろうなと思って

おりますので、ぜひこれはいろいろとご
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検討をいただきたいというように思うと

ころです。

　それと、乳幼児健康診査事業のことに

ついて、確かに医療機関に足を運ぶよう

な誘導をしていくと、保健センターでの

受診率は下がるのかもわかりませんけれ

ども、一つそこは完全に切り分けたらど

うなのかなと。いわゆる、視覚だったり

聴覚というところは、保健センターでは

なくて、医療機関にお願いしますよと。

それ以外のところでは保健センターで請

け負っていくというすみ分けをすると、

そういったことも一定解消されるのかな

とかいろいろ思ったりもするわけなんで

す。実際に健康診査事業といったものが

行われていて、その中で、もっと早くに

気づいておれば弱視といったものが防げ

るんじゃないかというケースをご報告さ

せていただいたわけでありますので、や

はりいろいろとまだ工夫の仕方というの

はあるんだろうなというようにも、私も

思うわけなんです。じゃあどうすればい

いのかとなってくると、非常に難しいと

ころもあるということ。そして予算が伴

うということについても一定理解をして

おります。ただ、今回される新たな取組

みですよね、保健師の方に問診をしてい

ただくということで、完璧じゃないとい

うことについては、当然思われていると

思いますので、これは本当に更にいろい

ろな叡智を結集していただいて、どのよ

うなやり方がいいのか、これもご検討い

ただければなと、本当に強く思うところ

でありますので、よろしくお願いいたし

ます。

　最後に、三次救命救急の話をしていた

だきました。部長からも補足でご答弁い

ただきまして、三島救命救急センターは、

いわゆる救命率が高いんだよというお話

をいただきまして、そのことについては

安心もいたしますし、本当に心強くも思

うところなんですけれども、しかし、今

の三島医療圏のその形そのものについて

は、やはり少し特殊であるということに

ついては、これは皆さんが同意できると

ころなんだろうなと思っております。

　昭和６０年の議論についてもお聞かせ

いただきましたし、そういった中で、高

槻市の状況というのもあると思いますけ

れども、実情として、摂津市で何か起こっ

たときに運ばれる三次救急の拠点として

は、三島じゃなくて隣の豊能になってい

るというのが、状況としてあるわけなん

ですよね。そのような状況の中で、負担

金を支払っていく。負担金を払うことそ

のものは、私全く反対はしておりません

し、しっかりと理事として立場の中で発

言もしていただきたいと思っているとこ

ろでございますけれども、一方でそのよ

うなこともしっかりと訴えていただいて、

三島全体で同意ができるような、そして

また更に救命率が上がっていくような形

はどうであるべきなのかということにつ

いて、さまざまな機会でお話をしていた

だきたいと、これも要望させていただき

まして、質問を終わらせていただきます。

○森内一蔵委員長　ほかに質問のある方。

　はい、山崎委員。

○山崎雅数委員　では、何点かお聞かせ

いただきたいと思いますが、まず平成２

４年度摂津市一般会計補正予算書の４９

ページ、障害福祉サービス費等給付費が

増額になっているんですけれども、この

中身を。

　それと、その一番下のところですね、

重度障害者・特定疾患福祉金６００万円

の減額は、これこの間やってきた水道料

金の減免の廃止が伸びたということで、

減額補正ということなのか確認をお願い

したいと思います。
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　平成２５年度摂津市一般会計予算書１

６ページで、部長のほうからお答えいた

だきたいと思うんですけれども、歳出で

民生費が３億７，０００万円ふえている。

これ、どう考えていらっしゃるのか、自

然増、扶助費がふえるということ、市長

も口酸っぱくなるほど言われてるんです

けれども、この見方を教えていただきた

いと思います。

　それから、予算書８ページの債務負担

行為で、摂津市社会福祉事業団資金融通

債務保証の借入計画、３年間でどのくら

いの返済があるのかこの辺の計画の中身、

それから金額、使途を教えていただきた

いと思います。

　それから、歳入のほうで、予算書２９

ページの民生費の各負担金、総額でいう

と若干これ増額なんですけれども、この

各負担金、単価として値上がりするとい

うことはないですね、確認をしてもらい

たいと思います。

　それから予算書３０ページの衛生使用

料、先ほどの補足説明で斎場使用料とか

葬儀会館使用料なんかは、３％余りとか、

２％増額ということで言われてたんです

けれども、全体としては減額ですかね。

この辺、見方を教えていただきたいと思

います。

　それから、予算書４２ページ、４３ペー

ジ、市民課で総務費府補助金で権限移譲

交付金というのがあるんですけれども、

この具体的な事業、補足説明で備品購入

という話も出たようなんですけれども、

この中身を教えていただきたいと思いま

す。

　次に、予算書４５ページの公害対策費

補助金、定額ということで８６万３，０

００円、これをどういったことに充てら

れるのか、公害対策としては支出のほう

で４０６万円あるわけですけれども、そ

の辺ですね。

　あと、公害対策については、先ほど弘

委員の質問で、支出のほうでは測定委託

料とかいうのを言われてましたけれども、

一応、大気汚染なんかは大阪府の測定で

指導に従うというお話なんですけれども、

この間、放射能の汚染なんかでも国やら

県とかの測定なんかいうのはなかなか手

が回らない、もう個人でガイガーカウン

ターを持って、それこそ身の回り調べな

いかんということがよくあるわけで、大

気汚染についても、大阪、北大阪全体で

このくらいですから、外出控えましょう

とかいう話が大阪府から来ますよという

だけでは、やっぱり市民は安心できない

んではないかなと。摂津市としてきめ細

かく大気汚染なんかの観測というのは必

要だと考えないのか。さっきの答弁では

府からの指導にという話になってしまっ

ているのではないかなと思ったので、そ

の辺の考えをお聞かせいただきたいと思

います。

　それから、予算書４８ページ、商工費

府補助金、本年度ゼロですけれども、単

純に何でかなと思いましたので、お聞か

せください。

　次に、予算書５１ページ、市民活動支

援課の土地貸付収入とか、いろいろ分か

れてるんですけれども、貸付収入として

は、全体として前年度比較して下がると、

その後も利子についてもそうなんですけ

れども、民生所管として、どういうこと

になっているのかということをお聞かせ

いただきたいと思います。

　それから、予算書５５ページの諸収入

ですけれども、中小企業事業資金融通預

託金収入、事業資金融資の保証の場合、

それこそ焦げつきですとか、トラブルが

あった場合は、この金額というのは返っ

てこないとか、そういう動きがあるのか
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どうか、お聞かせいただきたいと思いま

す。

　同じく諸収入で、三次救命救急センター

貸付金元利収入１，５９０万円、あるん

ですけれども、この元利収入の金額につ

いて、どういったものか詳しくお聞かせ

いただきたいと思います。

　次に、予算書５７ページ、雑入の予防

接種自己負担金についてですけれども、

法定とか自己負担金の割合動いたと思う

んですけれども、今回の自己負担金につ

いて、中身をお聞かせいただきたいと思

います。

　それから、歳出のほうで、予算書８９

ページ、戸籍住民基本台帳費、全体で１，

５００万円増額。これは、窓口の委託料

１０％、要するに委託が主なものだと考

えていいのか、お聞かせいただきたいと

思います。

　次に、予算書１０１ページ、いろいろ

繰出金、ここでは国民健康保険特別会計

繰出金、大きく取っていただきまして、

非常に共産党としても評価をしておりま

す。そのことと、ほかにもいろんな業務

委託があるんですけれども、いろんな負

担金、補助金、委託料でまとめると、地

域包括支援センターの業務委託というか、

社会福祉協議会に移していくということ

がここに入ってくるんだと思うんですけ

れども、先ほど弘委員がいろいろ地域包

括支援センターが移っていくことの中身

というのをお聞きしました。

　そういった意味では、仕事は社会福祉

協議会に移っていくということなんでしょ

うけれども、そういった意味で介護を受

けておられる方とか、地域包括で手を差

し伸べなくてはいけないという方の実態

が、市のほうとしてどれぐらいつかめる

かというのが不安だというところで、実

態調査というか、リサーチというか、そ

ういったことを市としても高齢者介護で

すとか地域支援ということで、必要には

なってこないのかどうか、その辺のお考

えをお聞かせいただきたいと思います。

　次に、予算書１１４ページ、生活保護

費なんですけれども、先ほども弘委員聞

きはりましたけれども、介護のレセプト

じゃないですけれども、介護の適正化と

いうことで、やられるということなんで

すけれども、ぶっちゃけていうと、市民

感情として、よく今生活保護が非常にや

り玉に挙げられてるというか、今度下げ

るという話が、ずっと今国会でも進んで

るんですけれども、生活保護を受けてる

方がぜいたくだということは決してない

んですが、介護保険の制度そのものを受

けておられるお年寄りがやはり、介護自

己負担金があります。保険料も払って受

けてる。さあヘルパーの方も大変やとい

うことで、介護をその受ける量もちょっ

と抑えるというか、減らすというかいう

方も、保護を受けてる方じゃなくて、結

構やっぱりいらっしゃるんですね。いろ

いろその感情的なものもあると思うんで

すけれども、お金もかかるということで、

それを、生活保護を、当然身動きできな

い人が介護必要なんですけれども、受け

ておられることに対して、減らしたらど

うやとか、というその議論があるのも承

知してますけれども、それに流されずに、

やはりしっかり必要なものは市民生活保

障していくというスタンスで行っていか

ないといけないんですけれども、この介

護の使い方をチェックするというとこで、

ややもするとそういう厳しい見方になら

ないようにしてほしいと思うんですけれ

ども、そういった考え方というか見方に

ついてどうお考えか、お聞かせいただき

たいと思っております。

　次に、予算書１２１ページ、先ほど聞
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きました三次救命救急センター貸付金１，

４７３万円。この辺もあわせて教えても

らえたらと思うんですけれども。

　それから、予算書１２３ページで、高

齢者肺炎球菌ワクチン接種費用助成金３

００万円ほど出されるというようになっ

ていますけれども、枚方市が７５歳以上

の方を対象にという制度をつくりまして、

７５歳以上ならということで後期高齢者

医療制度の連合のほうから幾らか助成金

もらえたというか、対象になったという

話を聞いてるんですけれども、ほかから

こういった助成金の話がないのか、お聞

かせいただきたいと思います。

　予算書１２９ページで、備品購入費８

７８万円、これの中身をお聞かせいただ

きたいと思います。

　同ページの環境センター費の増額、こ

の中身とあわせてお聞かせいただきたい

と思います。

　それから、予算書１３２ページから１

３４ページ、農業費の農業総務費から農

業振興費、農業水路費、総額で１，１０

０万円減額になっている。この中身をお

聞かせいただければなと思います。

　それから、予算書１３７ページ、さき

ほど企業立地奨励の話も出ましたけれど

も、商工振興費の総額が前年度と比べて

６００万円ほど増額、この理由をお聞か

せいただきたいと思います。　

○森内一蔵委員長　はい、吉田課長。

○吉田障害福祉課長　障害福祉課にかか

る２点について、ご答弁させていただき

ます。

　１点目の補正予算の増額の件なんです

けれども、当初予算見込みから見させて

いただいて、やはり居宅介護のサービス

のほうが１２％、当初予算よりもふえて

おります。決算ベースでいいましても、

同行援護も含めると２０％近くふえる状

況で、やはり利用者数や利用時間がやっ

ぱり伸びてきている状況があるのかなと

思っております。

　特に、去年度から始まった、同行援護

という視覚障害者の方のサービスをこの

居宅介護給付費のほうで支給するという

ことになりまして、ガイドヘルプとは違

い、やはり非常に高齢の方も含めて利用

され、介護保険のサービスではなかなか

難しいサービスなんかも給付しますので、

非常に利用が想定よりもふえたなという

のが現状としてございます。

　２点目、グループホームの整備のほう

が新規開設等ありましたので、その分が

当初予算ベースからいいますと１３％ふ

えたということと、利用者の方がそのま

ますぐにいっぱいになるのかなという部

分もあったんですけれど、やはりすぐに

ケアホームがいっぱいになりまして、そ

れなりの程度区分の方も入られておった

ということで、それがそのまま予算に反

映してきたのかなと思っております。

　生活介護、通所のサービスの利用者の

ほうも、やはり当初予算よりは４％ふえ

ておるということで、やっぱり通う方と

いうのが、新規の方も含めてふえておる

傾向になったということで、想定させて

いただいていた当初の予算よりも全体的

に給付費がふえておる状況ですので、今

回補正をさせていただいたということで

ございます。

　それと、債務負担行為を上げさせてい

ただいている事業団ですけれども、今回、

くすのきのほうが、昭和６１年からです

のでもう２５年以上、３０年近くという

ことで、大規模改修を計画しておりまし

て、それに関して国の助成金というか、

独立行政法人の助成金を受けるんですけ

れども、それに当たっての債務保証とい

うことでございます。平成２５年度の４
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月に計画、助成の申請を上げまして、半

年ぐらいその決定等に時間がかかります

ので、実際工事にかかるのが２５年度の

２月ぐらいになるのかなと。やっぱりちょっ

と月をまたぐということで２６年度に入

りますので、２５、２６年度ということ

での債務保証をさせていただいておりま

す。それで工事終了後、助成金の申請を

受けまして２６年度中に助成金の支給を

受けますので、それでその間の工事をす

るための借り入れを事業団がしますので、

それに関しての債務保証と考えておりま

す。

○森内一蔵委員長　土井参事。

○土井生活環境部参事　それでは、公害

対策費についてのご質問にお答えいたし

ます。

　この公害対策費補助金につきましては、

市のほうで行っております公害に関する

届出の件数等によって補助金が決められ

るものでありまして、毎年件数によって

若干変化をいたします。

　この充当先ですけれども、市のほうで

行っております調査でありますとか、委

託事業、または消耗品、また市のほうで

持っております公害の各種の機械のメン

テナンス等に充当させていただいている

状況です。

　それともう一つ、測定ですけれども、

委員ご指摘のとおり全て市のほうで細か

い測定までできるとこは一番いいことと

思っていますけれども、なかなか費用的

なこともありますし、全てが市のほうで

できるという形にはなっておりません。

その中でも窒素酸化物であるとか、水質

の検査・騒音等につきましては、市のほ

うで定点で測定をして経年変化を見てい

る状況です。

　今回、問題になっていますＰＭ２．５

について、これ急に最近騒がしくなって

おるんですけれども、これらにつきまし

てもやはり大気汚染という、非常に広域

的な話もございますので、細かくやれば

やるほどそれはいいとは思います。ある

一定、計画的に大阪府のほうで、また国

のほうで大きな範囲で測定をしていると

いうのが今の状況です。それらの数字を

把握し、活用してまいりたいと思います。

この問題を受けまして、先ほども申しま

したように、国としましても大阪府にし

ましても、もう少し測点をふやしていき

たいという動きも出ております。また、

このような状況を見ながら、市としても

対応を検討してまいりたいと考えており

ます。

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　市民課にかかります２

点の内容について、ご答弁させていただ

きます。

　平成２５年度摂津市一般会計予算書の

３１ページ、歳入で保健衛生使用料が３

割程度減っているのはなぜかというお問

いでございますが、昨年までありました

市営葬儀使用料がなくなりました関係で、

３割ほどの減額になっております。

　一般会計予算書の４３ページ、権限移

譲交付金で市民課にかかる部分でござい

ますが、これはパスポートの取次業務に

かかる府からの補助金でございまして、

内容につきましては、備品の購入という

ことになります。一つは、パスポートの

チェックをするためのスキャナー付きパ

ソコンを購入する予定にしております。

加えて、廃止されますパスポートに穴を

あける機械、穴あけパンチャーを買う予

定になっております。

○森内一蔵委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　市民活動支援

課にかかります土地貸付収入の減額の件

でございます。
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　先ほど、部長のほうから補足説明いた

しました南千里丘のマンション建設に伴

うモデルルームが平成２６年１月に閉め

られるとお聞きしております。マンショ

ン建設の進行に伴って、建物内のほうに

移されるとお聞きしております。実際、

賃料の収入につきましては、前月までに

納めていただきますので、１月というこ

とになりますと、１２月まで９か月分の

収入を予算計上しておりまして、３か月

分、前年度より少なくなっておりまして、

その合計金額１３９万５，０００円が減

額となっておる状況でございます。

○森内一蔵委員長　早川センター長。

○早川環境センター長　環境センターに

かかわります１点について、お答えさせ

ていただきます。

　予算書１２８ページ、環境センター費

が増になっておる主な理由としましては、

環境センターの３号炉が約２８年、４号

炉が約１８年経過しておりまして、設備

機器の定期的な検査、補修が不可欠となっ

ております。

　今回、３号炉燃焼設備の定期整備で約

３，２００万円を計上し、４号炉につき

ましては、燃焼設備の更新に約５，７０

０万円計上しており、この分が増の主な

理由となっております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課にかか

ります４点の質問にお答えさせていただ

きます。

　三次救命救急センターの貸付金元利収

入につきましては、予算書１２１ページ

にありました三島三次救命救急センター

貸付金を支出したものに対して、貸付金

の利子を含み計上したものでございます。

　予防注射の自己負担金の中身について

でございますが、平成２４年度まで３ワ

クチン、子宮頸がんワクチンが４，００

０円、肺炎球菌ワクチンが２，５００円、

ヒブワクチンが２，０００円の自己負担

をとっておりました分が、法定化になる

ということで、自己負担がなしとなりま

すので減となり、そこでの８４０万円に

なっております。

　高齢者肺炎球菌につきましては、本市

は７０歳以上の５歳ごとの節目の年齢の

方とさせていただきましたので、そのほ

かの助成金はなく、市単費でございます。

○森内一蔵委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課にかかわりますご質問にお答えさ

せていただきます。

　予算書の１２９ページ、塵芥処理費の

備品購入費、機械器具費８７２万８，０

００円の内容ということでのお問いであっ

たと思います。この部分につきましては、

主に現在、電気自動車、一定期間無償で

の借用をしております。その無償期間が

過ぎた後、買い取りを予定しております。

それにかかる費用とあと１点が、これも

同じく車両でございますが、ディスポー

ザー汚泥の収集用のバキュームカー１台

を予定しております。

○森内一蔵委員長　東潤課長。

○東澗生活支援課長　生活支援課で雇用

する介護支援専門員について、お答えし

ます。

　先ほど、弘委員のご質問でも答弁いた

しましたが、生活保護受給者は自己負担

がございませんので、限度額いっぱいま

で使うのではないかという懸念もありま

すが、今回、生活支援課で雇用する介護

支援専門員は、介護サービスのカットが

主な目的ではなく、ケースワーカーと連

携をとった中、サービスを受けておられ

る被保護者の身体状況から、その方の自

立支援に適切なケアプランであるかとい

うことを、重点的にチェックしていくよ
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うに考えております。

○森内一蔵委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　地域包括支援セ

ンターの委託に伴い、市として介護を受

けておられる方の実態などを、今度どの

ように把握していくのかというご質問に

お答えいたします。

　地域包括支援センターが委託となりま

しても、運営上の助言や支援、また多く

の課題を持たれる方々への対応につきま

しては、社会福祉協議会と協力して、支

援に当たるということを考えております。

そのような個別のケースの方への支援と

いうものとあわせまして、コミュニティ

ソーシャルワーカーが地域で活動をする

に当たりまして、支援体制がとれるよう

な会議ということを、嶋野委員からご意

見としていただいておりましたが、やは

り包括支援センターが活動するためには、

同様な会議が大変重要になると思ってお

ります。そのような会議の一員としまし

て、市も参画したり、あるいは介護者家

族の方からのご意見、また地区のさまざ

まな組織の会議などにも参加をすること

で、いろいろな機会をとらえて、情報収

集に努めまして、個別への支援とあわせ

て、そのようなネットワークづくり等に

も力をかけられるような体制をとりまし

て、情報を得たことから各種高齢者の施

策などにも反映をさせていくような役割

を担って対応してまいる予定です。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、３点

の質問にお答えいたします。

　まず、商工費府補助金がゼロ円になっ

ていることについて、ご答弁申し上げま

す。以前は、セッピィ商品券発行事業に

対して、補助金をいただいておりました

が、大阪府商業活性化総合補助金がなく

なったことにより、ゼロ円の計上となっ

ております。

　続きまして、事業資金融資を受けてい

る事業所が倒産などにより、貸付金が回

収できなかった場合の預託金が減額され

るのではないかというご質問にお答えい

たします。事業資金が滞納により焦げつ

きしますと、大阪府信用保証協会が代弁

済することになりますので、市が事業所

に預託金として出しております金額が減

額されることはございません。

　３点目、商工業振興費が前年度に比べ、

６１１万３，０００円ふえている件につ

きまして、主な内容としましては、平成

２４年度では事業所の実態調査を行い、

平成２５年度では、企業立地にかかる奨

励金が大幅に増加したことによりまして、

全体ではありますが増の予算編成となっ

ております。　

○森内一蔵委員長　林事務局長。

○林農業委員会事務局長　農業費が１，

１９３万３，０００円の減額になってい

ることについて、お答えします。

　農業総務費の５５０万７，０００円の

減額については、これは人件費ですので、

職員が正規職員から再任用職員に変更に

なることの減額です。

　農業振興費の６０万６，０００円につ

きましては、委託料等の見直しによる減

額であります。

　最後の農業水路費につきましては、土

木下水道部の所管になりますので、内容

についてはちょっとわかりかねます。

○森内一蔵委員長　あと、統括的な分で

す。

　堤次長。

○堤保健福祉部次長　国民健康保険特別

会計繰出金に関するお問いがあったかと

思いますので、私のほうからお答えをさ

せていただきます。

　国民健康保険特別会計への繰出金につ
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きましては、一般会計繰入金と保険基盤

安定繰入金の二つにわかれて、国保特会

のほうに歳入されております。

　一般会計繰入金につきましては、前年

度と比べ、１，９８４万６，０００円、

３．１％の増となっております。

　まず、法定分としては、職員給与等繰

入金が１億３，３８９万円、出産育児一

時金繰入金が５，０４０万円、国保財政

安定化支援事業繰入金が６，６０１万円

でございます。このうち、職員給与費と

繰入金につきましては、事務事業等の精

査によりまして、１，９４７万３，００

０円の減となっております。

　また、国保財政安定化支援事業繰入金

につきましては、平成２４年度の途中で

交付税の改正がございまして、対象とな

る軽減世帯割合が４０％から４４％に引

き上げられたため、２４年度補正で５，

７８２万６，０００円を減額させていた

だきました。２５年度予算も前年度当初

予算費で５，１８２万５，０００円減、

４４％減で計上いたしております。

　次に、法定外分としましては、平成２

５年度は保険料据え置きのために、１億

円を増額していただき４億７８６万４，

０００円を計上いたしております。その

内容は、特定健診等にかかる自己負担分

の軽減分及び事務費が３，７２８万８，

０００円、保険料軽減分が３９％増、９，

７０７万６，０００円増の３億４，５６

８万６，０００円、療養給付費負担金減

額分が２，４８９万円となっております。

療養給付費負担金減額分につきましては、

国の通知により繰り入れするものでござ

いますが、従来は保険料軽減分に含めて

おったものを、府の指導により２４年度

から別途項目を立てて繰入れするように

改めたものでございます。

　次に、保険基盤安定繰入金につきまし

ては、低所得者の保険料軽減措置として

行われています７割、５割、２割の保険

料軽減に伴う保険料減収分につきまして、

府４分の３、市４分の１をそれぞれ義務

負担を行い国保特会に繰入れしているも

のでございます。

　それに加えて、平成１５年度から２５

年度までの暫定措置として実施されてい

る上乗せ措置であります、保険者支援分

を加え、４億７８４万１，０００円を計

上いたしております。

　以上によりまして、国民健康保険特別

会計繰出金につきましては、合計で４，

１８０万９，０００円、４．１％の増と

なっております。

○森内一蔵委員長　暫時休憩して、２時

４６分から、黙とうをささげたいと思い

ます。

　暫時休憩します。

（午後２時４５分　休憩）

（午後３時１６分　再開）

○森内一蔵委員長　それでは、委員会を

再開いたします。

　答弁を求めます。

　船寺課長。

○船寺市民課長　申しわけございません。

１点答弁洩れておりました。

　予算書８９ページ、戸籍住民基本台帳

費のうちの委託料の増額に理由について

申し上げます。

　今回、委託料が増額になっております

主な理由は、窓口業務の委託料が加わっ

たこと。戸籍の副本管理システム構築に

よる、戸籍システムの改修費が３２５万

５，０００円増額になりました。そして、

それに伴う補修委託費が２９万９，００

０円増額となっております。

　なお、戸籍の副本管理システムという

ものは、東日本大震災を教訓に戸籍のデー

タを保護するため、国内の安全な場所へ
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戸籍データを保存するためのシステムで、

それの修繕費が今回、増になった部分で

ございます。

○森内一蔵委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　ご答弁が漏れてい

ました。重度障害者特定疾患福祉金に関

しましては、水道減免が延びた件で今年

度、減額補正させていただいております。

　また、予算書２９ページの負担金につ

きまして、増額の理由なんですけれども、

主な理由が障害福祉の負担金でございま

して、みきの路の利用者の給付費がふえ

ております。理由といたしましては、通

所者の増による給付費がふえているとい

うことでございます。

○森内一蔵委員長　そしたら、福永部長。

○福永保健福祉部長　では、民生費の増

額について、ご説明させていただきます。

　まず、障害福祉サービス費給付費が９

億９，３４８万円で、７，１５０万円の

増。それからせっつ桜苑の改修工事６，

０００万円、これは皆増でございます。

それから、生活保護費２７億９，８４３

万円、前年度に比べまして１億５８１万

円の増でございます。そのほか国民健康

保険特別会計繰出　金１０億６，６０１

万円につきましては、４，１８１万円の

増額でございます。そのほか私の所管か

らはちょっと外れるんですが、保育所運

営費負担金につきましても、８，８８９

万円の増、これらが民生費の増額の主な

ものでございます。

○森内一蔵委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　いろいろお答えいただ

きまして、大体増額中心に私いろいろ聞

かせてもらって、本当に必要なお金をしっ

かりと運営していっていただきたいと思

うんですけれども、引き続きお聞きした

いんですけれども、まず歳入の商工費府

補助金がゼロに、これは府の制度がセッ

ピィ商品券に流れるきっかけというか、

そっちのほうの制度がなくなってきたと

いうことなんですけれど、セッピィ商品

券を継続される中で、こういったものは

議論をされてきたのかどうか。市が単独

で努力してやられるというのは、別に妨

げるもんではないんですけれども、その

辺を聞かせてもらえたらなと思います。

　それと、予算書５７ページ、歳入の予

防接種自己負担金。減った話は大分して

もらえたんですけれども、予防接種のお

年寄りの肺炎球菌ワクチンとかあるんで

しょうけれども、その中身についてどん

な形か教えていただきたいと思っており

ます。

　それと、予算書５４ページ、三次救命

救急センター貸付金元利収入、金利もつ

いて返ってくるという話ですけれども、

救命センターで、これだけの資金が必要

になっている理由を聞かせていただけれ

ばなと思っております。

　公害対策費補助金で、国も府も測定を

ふやすからということで頑張ってくれて

いるという話なんですけれども、予算上

ではなかなか臨機応変というか、今、求

められている公害対策に対して、やっぱ

り対応できるものになっているのかどう

かという意味では、朝の質問でも市内１

９か所で年４回測定もやるというのは、

もう予算内の話ですよね。この間も、黄

砂とＰＭ２．５でダブルパンチやという

ような話になってくる中で、必要な動き

というのをやっぱりできるような議論と

いうか、努力を見せてもらえたらなと思っ

ておりました。これは要望で結構です。

　こういった予算に対して、いろんな議

論の中で、嶋野委員の保健、子どもたち

の眼科の健診、問診だけではなくてふや

していこうとかいう話なんかも、ぜひこ

の議論の中で努力の方向性というのを見
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出してもらいたいと思っています。若干、

お答えいただければと思います。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、セッ

ピィ商品券事業におけます府の商工費、

府補助金についてですけれども、セッピィ

商品券の第一弾が始まった折には、この

大阪府商業の活性化の補助金は対象には

なりませんでした。２年目、３年目で、

大阪府の理解が得られいただきまして、

補助の対象になりました。

　ただ、昨今の府の効率化の観点から、

この補助事業がなくなり、府からの補助

金の歳入が減った状況になりました。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　予防注射の自己負

担金の収入についてですが、まだ高齢者

のインフルエンザのほうが自己負担１，

０００円ございますので、その収入になっ

ております。

　三次救急の貸付金についてでございま

すが、今まではこの貸付けを高槻市と島

本町で負担されてまして、今回、施設の

運用に摂津市と茨木市が参画していくと

いう中で、貸付金も各市町で負担するこ

とになりました。負担金の必要性といた

しましては、医療機関ですので医業収入

のほうが２か月遅れに入るということも

ございますので、その間の運営資金であっ

たり、設備の補修というところでの運用

金と聞いております。

○森内一蔵委員長　あと、若干、乳児健

診ですね、もういいんですか。

　山崎委員。

○山崎雅数委員　民生予算の市民の生活、

暮らし、医療を守るということの予算で

すので、ぜひしっかり運用とそれから、

できるだけ市民負担をかけないようにし

ていただきたいと思います。

○森内一蔵委員長　続いて、質問のある

方。

　森西委員。

○森西正委員　それでは、代表質問をさ

せていただきましたので、代表質問から

もう少し具体的な部分もお聞かせいただ

けたらということの観点で、質問をさせ

ていただきたいと思います。

　まず、予算概要に沿って進めたいと思

います。

　予算概要２０ページ、ＬＥＤ防犯灯等

防犯推進事業ですけれども、ほかの委員

もさまざま質問をされていましたけれど

も、代表質問でもお聞かせいただきまし

た。ＬＥＤ化をするに当たって、今まで

の防犯灯は、自治会が管理運営をしてお

りましたけれども、その点、ＬＥＤになっ

たときに、改めて具体的に自治会との関

係、自治会の協力とか、どういう話になっ

ておるのか、お聞かせいただきたいと思

います。

　それと、予算概要２２ページ、犯罪被

害者等支援事業ですけれども、当初、マ

スコミ等にも注目をされて、講演にあち

こちに行かれたとお聞きをしておりまし

て、現状、支援員の方はどのような活動

をされておるのか、お聞かせいただきた

いと思います。

　続いて、予算概要３２ページ、旅券事

務事業ですけれども、パスポートを発給

されるということですけれども、市民へ

の周知、パスポートが摂津市役所で発給

されるという、その市民への周知をどの

ように考えておられるのか。また、パス

ポートセンターはどのようになるのか、

お聞かせいただきたいと思います。

　続いて、予算概要３８ページ、社会福

祉法人指導監査事業ですけれども、この

社会福祉法人の指導監査という部分は、

大阪府が今までされておったと思うんで

すけれども、府から摂津市にかわって、
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この中で公認会計士報酬等も出されてお

られますけれども、どのようになってい

くのか。体制、可能であるのかという部

分をお聞かせいただきたいと思います。

　続いて、予算概要４２ページ、市立せっ

つ桜苑運営事業ですけれども、代表質問

でも質問させていただきました。協議会

でも説明をいただいたんですけれども、

せっつ桜苑の改修工事が６，０００万円

出ておりまして、代表質問でせっつ桜苑

の整備にかかった費用を、建物では１５

億２７７万円、土地の購入で４億４，１

３３万３，０００円の、計１９億４，４

１０万３，０００円という答弁をいただ

きまして、その中で、当時補助金は６億

１，５６７万８，０００円と、起債が１

３億２，６８０万円ということで、一般

財源が１６２万円ということで、代表質

問のときに、もし当時に民間の社会福祉

法人が整備をしたときには、幾らの費用

がかかるんだということでもお聞きをし

たら、民間は１億８，８００万円だと。

摂津市は、起債を含めると２０億円、利

息を含めると２０億円を超えてきますけ

れども、このことについてどのようにお

考えなのか、お聞かせいただきたいと思

います。

　続いて、ひとり暮らし高齢者安全対策

事業、これは医薬情報キット、乳酸菌飲

料等の配布ということですけれども、こ

れは本人から申請ということで、この事

業が本人の希望でということになります

けれども、その申請を出されていない方

で、もし万が一何かがあったときに、市

はどのような対策、対応をとられるのか。

申請を出されていない方のほうが、これ

問題であって、隣近所の方がもし見つけ

られて、対策なり、対応をとられるとい

うことになろうかと思いますけれども、

その点、市としてどのようにお考えなの

か、お聞かせいただきたいと思います。

　続いて、予算概要４８ページ、障害者

の手帳申請受付・交付事業ですけれども、

これは手帳の申請の受付をされるときに、

障害者の手引きというのがつくられてい

ると思いますけれども、全ての方に配布

をされているのか。本人が欲しいという

希望でお配りをされているのか、お聞か

せいただきたいと思います。

　続いて、予算概要６６ページ、斎場管

理事業ですけれども、摂津市内の方が使

われるのは当然でして、近隣市の斎場が

いっぱいでありますと、市外の方が摂津

市の斎場を利用されるということが頻繁

にあります。近隣市との協力体制はどう

いうふうになっているのか。もし、摂津

市の方が利用したいときに、市外の方か

らもう既に予約等が入っていたら使えな

いということになってくるのか、その点

をお聞かせいただきたいと思います。

　続いて、葬儀会館管理運営事業ですけ

れども、市営葬儀から規格葬儀に変わっ

て、現状はどのように変わったのか。

　また、現在、ほかの会館、せっつメモ

リアルホール以外の会館の利用者がふえ

ているように思うんですけれども、その

点、現状はどうなのかお聞かせいただき

たいと思います。

　続いて、予算概要６８ページ、清掃費、

これ全般の話なんですけれども、環境業

務課、環境センターの人員が概要にも記

載をされておりますけれども、現状の人

員で可能であるのか。これからリサイク

ルプラザの整備もありますし、その点、

現状の人員で大丈夫なのか、その点をお

聞かせいただきたいと思います。

　続いて、予算概要７０ページ、ごみ収

集処理事業ですけれども、これはトレイ

の資源化ということを、今されようとし

ておりますけれども、その点、自治会と
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の協力関係がどのような形になっておる

のか、その点お聞かせいただきたいと思

います。

　同じく、予算概要７０ページ、ごみ処

理施設維持管理事業です。修繕料として

１億９，５２８万７，０００円上がって

おりますけれども、修繕料としてはもう

かなりの金額だと、先ほども答弁ありま

したけれども、その点の市としての見解、

どのように考えておられるのかお聞かせ

いただきたいと思います。

　続いて、予算概要７４ページ、市民農

園設置事業について、決算のときにも質

問させていただいたんですけれども、市

民要望があって、用地を確保していかな

ければならないということになりますけ

れども、その点、市民の要望と実際に農

地を提供される方との需要と供給といい

ますか、その点はどういう形になってお

るのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。

　続いて、予算概要７８ページ、消費生

活相談ルーム事業について、多重債務法

律相談ということでなっておりますけれ

ども、今、悪徳商法とか、さまざまな犯

罪が、想像もつかないような犯罪が多く

発生をしております。市民の安心安全を

守るためには、市民が犯罪に巻き込まれ

ないという形をとっていかなければなら

ないと思いますけれども、その点、担当

としては、市としてはどのようにお考え

なのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。

○森内一蔵委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、障害福

祉課にかかるご答弁をさせていただきま

す。

　手帳交付時に、新規の場合、全ての方

に説明を行わせていただいて、このハン

ドブック、この分かと思うんですけれど

お渡しはさせていただいている状況でご

ざいます。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　それでは、２点の

ご質問にご答弁させていただきます。

　まず、ＬＥＤ防犯灯について、これま

で自治会が管理していたことに対して、

自治会とどういった話し合いをされてい

るか等々のご質問でございましたが、昨

年４月２９日に維持管理に関するアンケー

トを自治会にさせていただいており、そ

の後の２回の役員会で、アンケート結果

もお示しさせていただいております。

　今後のＬＥＤ化について、自治連合会

に予算計上等の話もさせていただきまし

た。直近でいきますと、２月１２日の役

員会で、工事スケジュール等の説明と、

維持管理補助について、こちらのほうも

最終的に削減させていただく話も、以前

からさせていただいておりまして、当然、

市管理になりますので、管理プレートを

つけさせていただくというお話もさせて

いただいております。

　３月１日に、自治会も新年度予算を立

てられますので、今申し上げましたよう

なことも、ペーパーで会長にお送りさせ

ていただいて、４月以降、入札を経て工

事に取りかかっていくわけなんですけれ

ども、防犯灯の高さ等の変更とか、向き

の変更とか、そういったこともございま

すので、これはアンケートをしまして、

今その回収に当たっているところでござ

います。

　それと、市で取り付けた分については、

蛍光灯はわかるんですけれども、過去３

年以内に自治会が交換された灯具等につ

きましては、再利用する考えを持ってお

りますので、そういったことにつきまし

てもアンケート調査を今しております。

　平成２５年度からのＬＥＤ化に当たり
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まして、自治会には従前から灯具及び球

等の交換をしていただいて、自治会加入

促進の人助けというんですか、そういう

形もとられてましたけれども、今後につ

いては、その地図等を提供させていただ

いて、補助金は出すことはできませんが、

市と自治会が協力し合って、例えば、Ｌ

ＥＤ防犯灯に不具合が生じた場合には、

報告いただくような形をとらせていただ

きます。

　次に、犯罪被害者等支援事業の件でご

ざいますが、昨年４月から職員が変わり

まして、現在、元警察官のＯＢの方に入っ

ていただいております。その方の勤務に

つきましては、水曜日を除きまして、月

曜日から金曜日まで勤務していただいて

おります。それで、摂津警察とのパイプ

役にもなっていただいておりまして、事

件性等についても密に協力をしていただ

いております。

　また、各課と犯罪被害に絡む事件等の

事案等がありましたら、自治振興課に連

絡をいただいて、そちらのほうにも出向

いていただいておりますし、昨年、東京

都の江東区からも犯罪被害者の件で、摂

津市の成り立ち等を聞きたいということ

で、本市にも来られましたので、説明も

していただいております。ただ従前は、

外等によく出向いていっていただいてた

んですけれど、平成２４年度については

確かに出向くようなことはございません

が、ただ大阪府等が研修等もされていま

すので、そういった研修等にも参加をし

ていただいて、いろんな情報を収集して

いただいているのが現状でございます。

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　予算概要３２ページの

旅券事務事業について、ご説明申し上げ

ます。

　どのように周知していくのかというこ

とでございますが、まず実施に近づきま

すとホームページ、また広報等への掲載

を予定しております。大阪府においても

チラシ等を配っていただく予定になって

おります。また、府のパスポートセンター

は、今後どうなるのかということでござ

いますが、今までどおり営業をされると

聞いております。

　続きまして、葬祭事業について、火葬

場の利用で市外の人がどうなっているの

かということでございますが、市外の人

が利用する場合は、予約日と予約時間の

制限を加えさせていただいております。

予約は前々日の１２時以降でないととれ

ません。そういう状況で運用をしており

ます。

　また、近隣市町村との協定等を結んで

いるのかということでございますが、協

定等は結んでおりません。摂津市の方も

市外で利用されている件数が何件か見受

けられます。特に、吹田市の火葬場では

かなりの市民の方が利用されていると把

握しております。

　また、摂津市の火葬場の工事期間につ

きましては、吹田市と協定を結ばせてい

ただいて、吹田市の火葬場を利用させて

いただいたことは過去にございます。

　市外の方を火葬することによって、市

民の方が困っている場合はないかという

ことでございますが、基本的には市民の

方は早い時刻に予約をされますので、摂

津市の斎場が他市の人で詰まっているた

めに摂津市民の方にご迷惑がかかったと

いうことは聞いておりません。

　規格葬儀は順調に推移しているのかと

いうことでございますが、我々としては、

特に問題なく進んでいると考えておりま

す。ちなみに、葬儀会館での市営葬儀と

規格葬儀の利用状況を比較しますと、１

０％から１５％規格葬儀の利用がふえた
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と考えており、統計上もふえております。

ということから、規格葬儀は市民にとっ

て利用しやすい制度であったと我々は考

えております。

　また、市内の民間のホールに利用が流

れているのではないかというご指摘でご

ざいますが、我々もそのようには把握し

ております。ご指摘の民間のホールにつ

きましては、家族葬ができる小さなホー

ル等もございまして、家族だけでご葬儀

される場合は、市の葬儀会館よりも利用

しやすいのではないかと考えており、ま

た料金等についても安価な金額でされて

いると把握しております。

○森内一蔵委員長　前野課長。

○前野保健福祉課長　保健福祉課にかか

ります１点について、お答えいたします。

　社会福祉法人指導監査事業についてで

ございますが、市が担当する法人は、主

たる事務所が市の区域にある社会福祉法

人であって、その行う事業が当該市の区

域を超えない法人となっております。

　公認会計士の報酬につきましては、２

名の方にお願いする予定にしておりまし

て、監査時の会計部分を担当していただ

く予定になっております。ただ今大阪府

へ移譲に備えて職員を研修に派遣してお

るところでございます。

　また、本市で所管します法人は７法人

ですので、事業内容につきましても精査

をしており、対応できる状況を整えてお

ります。

○森内一蔵委員長　野村参事。

○野村生活環境部参事　それでは、環境

業務課と環境センターにかかわる部分で

ご質問いただいてる件についてお答えさ

せていただきます。

　まず、環境業務課と環境センターの現

状の人員で、業務推進について大丈夫か

というお問いをいただいております。両

方の職場ともでございますが、委員ご承

知のとおり、この第４次の行財政改革実

施計画に基づいて、現業職員につきまし

ては、退職不補充であったり、事務職員

への任用替えというのが実施されており

まして、職員数というのは年々減少して

きている状況でございます。

　ただ、その中におきましても、これま

でから取り組んでおります、ごみの減量

であったり炉の管理等の業務につきまし

ては、後退させることなく、今後におい

ても効率的な業務態勢の検討、その中に

は業務委託というのも一つ、対応として

は含まれてくるのかなと思いますが、市

民サービスの低下を招かないように努め

ていきたいと考えております。

　そして、２点目にありました、発泡ト

レイの試行実施での自治会との協力関係

ということのお問いでございますが、我々

職員のほうで各地域の担当者を決めてお

ります。その担当者が、それぞれの地域

におられますごみ減量推進委員と連絡を

密にさせていただいて、そして自治会の

役員会等にこちらから出向かせていただ

きまして、発泡トレイの試行実施に向け

ての内容であったり、実施規模等々を説

明させていただく中で、ご意見を頂戴し

てお互いに試行実施に向けて、検討、協

議して、進めていくような形でやってお

ります。

　あと、環境センターの関係につきまし

ては、センター長からお答えさせていた

だきます。

○森内一蔵委員長　早川センター長。

○早川環境センター長　環境センターに

かかわります１点について、ご答弁させ

ていただきます。

　先ほどもご答弁させていただきました

が、修繕料でございますが、前年が１億

２，９００万円です。今年度が約１億９，
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５００万円で、約７，０００万円ふえて

おります。これにつきましては、３号炉

の５年に一度程度の大がかりな定期整備

がありまして、３，２００万円近くかか

るという状況でございます。４号炉につ

きましては、こちらもできてから約１８

年経つんですが、今回初めて大がかりな

定期整備というか、更新整備を行います。

これが約５，７００万円かかります。こ

れらのことから、前年度と比較して７，

０００万円増の１億９，５００万円を計

上させていただきました。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、消費

者相談において、市民が犯罪に巻き込ま

れないように、どう対応しているかとい

う件についてお答えさせていただきます。

　消費生活相談ルームでは、相談員を２

名配置しまして、窓口相談、電話相談を

受け付けております。相談の内容をお聞

きしまして、産業振興課内で対応できな

い他課の相談の場合につきましては、相

談員が直接、他課へ案内をしております。

　また、必要に応じまして、摂津警察に

情報提供を行うとともに、また逆に摂津

警察から、今こういう情報が入っていま

すとか、そういう情報もいただいている

中で連携しながら取組みを行っておりま

す。

○森内一蔵委員長　林事務局長。

○林農業委員会事務局長　市民農園の農

地と、それを利用しておられる市民のニー

ズが合致しているかどうかというお問い

だと思うんですが、市民農園を開設して

いる農地につきましては、水道水が使え

るところ、使えないところ、それから一

時的にでも車がとめられるところ、とめ

られないところということで、全てが同

じ条件ではありません。ただ、市民農園

を借りていただいている団体等につきま

しては、当然そういう状況をご説明した

上でご利用いただいておりますので、そ

れに関する不便とかという苦情等はあり

ません。近隣の住民から肥料を入れた後

の処理とか、そういう苦情はたまにあり

ますが、農地の借主の方と農園の利用者

との直接のやりとりはありませんので、

全て私どもで、利用者に対して注意指導

をしておりますので、その辺でも農政係

で処理しております。

○森内一蔵委員長　石原課長。

○石原高齢介護課長　それでは、高齢介

護課にかかりますご質問２点のうち、市

立せっつ桜苑運営事業のご質問にご答弁

申し上げます。

　桜苑についてですけれども、公設民営

では１９億４，４００万円、民設民営で

あれば１億８，０００万円についてとい

うことでございますが、平成９年のせっ

つ桜苑の開設当時、特別養護老人ホーム

は市内に１か所しかございませんでした。

先ほど申しましたように民設民営の場合

には整備費用が国が２分の１、府が４分

の１、市が８分の１、残りの８分の１が

民間法人の負担となっておるような手厚

い施設の整備補助があったにもかかわら

ず、整備がなかなか進まない状況であり

ました。そのために市の方針としまして、

公設民営という方法で運営を開設し、高

齢者施策に対応してきたものでございま

す。

　また、運営につきましては、公共性の

高い法人として社会福祉法人に委託をし

て進めてまいったものでございます。

○森内一蔵委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　それでは、ひと

り暮らし高齢者安全対策事業に関するご

質問にお答えいたします。

　ひとり暮らし登録の申請をいただきま

したら、緊急時の連絡先等をその用紙に
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ご記入いただきまして、事前に市が把握

できるものとなっています。具体的には、

愛の一声訪問や、社会福祉協議会に委託

をしておりますライフサポーターから、

ひとり暮らしの方の安否が確認できない

というご連絡をいただきました場合には、

現地に向かいますと同時に、事前に市で

把握させていただいています緊急連絡先

に、連絡をとりながら対応を図っており

ます。そのような方々からご相談をいた

だいたケースもございます。

　また、ご質問いただきましたこのよう

な登録の申請をされていない方で、万が

一連絡があった場合にはどのような対応

をしているのかということですが、それ

につきましては、平成２４年度１月末ま

でで１１件の安否確認事例を高齢介護課

で対応しております。そのような登録の

ない方の場合、高齢者のほかのサービス

の利用がないか、あるいは介護認定の情

報がどうか、また庁内各課、何かその方

についての情報、あるいは連絡先等の記

述がないかということで、庁内各課にま

たがって情報収集を行いましたり、あと

消防等で緊急搬送がされていないかといっ

たようなことについても、確認をとりな

がら対応をしているのが現状です。

　このような点からも、登録をしていた

だくということは高齢者の皆さんに安心

をしていただけるものと考えますので、

ひとり暮らし登録制度の案内について周

知を図りますと同時に、高齢者以外の方

についての安否確認制度、体制というも

のを保健福祉部内を中心にまとめており

ますので、そのような制度についても市

民の方、あるいは関係機関の皆さんに周

知を図って市民の方々が安心して地域で

暮らせる、あるいは万が一の場合には、

早急な対応がとれるような体制づくりに

取り組んでいきたいと考えます。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　先ほどのＬＥＤの

件でございますが、新規等もございます

し、照度アップもありますので、これは

従前どおり自治会長からの申請に基づき

まして、予算の範囲内で対応するように

考えております。

　それと、旧の蛍光灯ですが、現在、道

路管理課が街路灯として蛍光灯を使って

おられる事例も聞いておりますので、そ

ちらでの再利用を検討しているところで

ございます。

○森内一蔵委員長　森西委員。

○森西正委員　それでは、２回目の質問

をさせていただきます。

　ＬＥＤ防犯灯等防犯推進事業ですけれ

ども、４月以降入札ということで、市内

業者の育成からすると、例えば、入札が

これ契約になるのかどうかわからないで

すけれども、ある１業者が全部を入札で

とりますと、それだけ多くの工事をでき

るという規模の事業所は、摂津市にはな

いということが生じてくるかもわかりま

せん。それを地域で分割して入札をする

と、器具が統一されるかどうかというこ

とも問題にになってくるかと思うんです

けれども、現状で入札に関してはどうい

う考えを原課としては持っておられるの

か、お聞かせいただきたいと思います。

　続いて、犯罪被害者等支援事業ですけ

れども、警察ＯＢの方がこられて、本来

はこういうことがないほうがいいわけで

すから、仕事をしていただかないほうが、

動きがないほうがいいと思うんですけれ

ども、日頃からやっぱり連絡を密にして、

警察ＯＢの方ですから、知識というのは

もう十分に持っておられる方だと思いま

すので、もしあれば、あったときには速

やかな対応で犯罪被害者の方が困らない

ようにしていただきたいと思いますので、
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これは要望とさせていただきます。

　続いて、旅券事務事業ですけれども、

ホームページ、広報、大阪府でもチラシ

をつくられるということです。府のパス

ポートセンターは、今後もされるという

ことですけれども、そしたら両方どちら

にいってもいいということなのか、その

点だけ確認をしたいと思います。

　続いて、社会福祉法人指導監査事業で

すけれども、市内に７法人ということで

あります。今までこれが摂津市のほうで

されるということになりましたので、大

変だと思いますけれども、極力費用が重

ならないようによろしくお願いしたいと

思いますし、それが摂津市になったから、

指導監査が緩くなったということを言わ

れないようにお願いしたいと思います。

これも要望とします。

　続いて、市立せっつ桜苑運営事業です

けれども、当初、設立したときには介護

保険制度がなくて、措置であったという

ことで、背景としては、そのときはいた

し方がなかったのかなと思います。ただ、

市民の税金が使われているわけですから、

担当のほうでこれはもうしょうがないと

いうことでありますけれども、今プロポー

ザルということで進められようとしてお

りますけれども、その点、協議会で説明

があったとおりなのか。それから、少し

考えが変わられて、違う形で進めようと

されているのかをお聞かせいただけたら

と思います。

　続いて、ひとり暮らし高齢者安全対策

事業ですけれども、これ申請主義ですの

で、本人が申込みをされるということで

すけれども、本人の申込みでなくて、例

えばひとり暮らしの高齢者の方全て、こ

のサービス事業を受けられるということ

ができないのか。原課のほうでそういう

考えがないのか、お聞かせいただきたい

と思います。

　続いて、障害者の手帳申請受付・交付

事業ですけれども、新規の場合は全ての

方にハンドブックをお渡しされていると

いうことです。身体障害者福祉協会の方

から話を聞いたことがあるんですけれど

も、窓口へ手帳の申請に行かれたときに、

身障協会があるんだということで担当の

ほうから話をしていただけないかと。障

害者の方に身障協会のほうから、身障協

会に入っていただきたいということでア

プローチをしたいんだと。けれども、そ

れは個人情報だから出せないんだという

ことで、そういうことをお聞かせいただ

いたんです。それであると、なかなか身

障協会がアプローチもしにくいと。行政

のほうがそういうことであるんだという

ことで話をされないのであれば、障害者

の方が身障協会というのがあるんだとい

うことがわからないので、そこに加入し

ようということにならないと思うんです。

そういう声があるんですけれども、担当

のほうはどういうお考えなのか、お聞か

せいただきたいと思います。

　斎場管理事業ですけれども、摂津市民

の方は早く予約をされているので、問題

はないということであります。これから、

ますます高齢化になって、亡くなられる

方というのは、今よりもふえていくだろ

うと思うんですけれども、その点、今の

別府の斎場で対応していけるものなのか、

その辺をお聞かせいただけたらと思いま

す。

　続いて、葬儀会館管理運営事業ですけ

れども、民間のホールに流れておるとい

うことで、料金もそちらのほうが安いと。

摂津の市立のメモリアルホールから民間

のほうに流れるということは仕方がない

ということなのか。もう少し、やっぱり

市立なんだから利用していただくという
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形を考えておられるのか、その点お聞か

せいただきたいと思います。

　続いて、環境業務課の人員の件ですけ

れども、効率的な業務をされていくとい

うことですけれども、実際のところがど

うなのかというところだと思いますので、

その点は職員の方に頑張っていただいて、

仕事のできる範囲というのがあろうかと

思いますので、その点は十分に考えなが

ら進めていただきたいと思います。これ

から、さまざまな部分が出てくると思い

ます。リサイクルプラザの整備の件もあ

りますし、さまざまなごみですね、行政

は新たな動きが出てこようかと思います

けれども、それが現有体制で可能なのか

どうなのかというのはですね、その点は

慎重に検討していただきたいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。

　続いて、ごみ収集処理事業で、トレイ

のことですけれども、自治会が今、分別

収集されていてですね、ごみのケースの

出し入れをしていますよね。自治会に入っ

ておられる方がごみのケースの出し入れ

をしているところは、自治会に入ってお

られない方に対して、ケースにごみを入

れて欲しくないという声があります。

　片やですね、自治会に入っていない方

も含めて全ての方が輪番で、ごみのケー

スの出し入れをずっとされるというとこ

ろもあります。そこでは、自治会に入っ

ていなくてもごみを出せるんであれば、

自治会に入らなくてもいいでしょう、と

いう声があるんですね。両方あるんです。

その辺で困っておられる自治会も多々あ

るんですね。今、ここでどうやというこ

との答えはなかなか難しいと思いますの

で、その点はそういう声があり、実際に

そういう自治会もあるということで、そ

の対応を考えていただきたいと思います。

　発泡トレイですが、試行的に実施され

るという部分ですけれども、そしたら、

みんなが出されて、どなたが出されたか

わからないということにもなってこよう

かと思いますので、その辺十分に気をつ

けていただいて試行をされて、不都合が

出たら慎重に、そういう部分も考えてい

ただきたいと思いますので、よろしくお

願いします。

　続いて、ごみ処理施設維持管理事業に

ついて、修繕料で７，０００万円プラス

というご答弁ありましたけれども、これ

からますますこの修繕料というのは出て

こようかと思います。その点どういうふ

うにこれから考えていくのか。炉の更新

ですね、１炉運転を目指してずっとされ

てきてですね、職員の皆さんも努力をさ

れてきたという、その経緯というのは評

価をしたいと思いますけれども、ただ、

それも限界がやっぱりあろうかと思いま

すので、その点、副市長にお聞かせいた

だきたいのですけれども、どういうふう

な今後ですね、毎年毎年恐らくこれぐら

いの修繕費ですね、億のかかる修繕費と

いうのが出てこようかと思いますけれど

も、どのように考えていくのか、その点

をお聞かせいただきたいと思います。

　続いて、予算概要の７４ページ、市民

農園ですけれども、農地を提供される方

と借りられる方、若しくはご近所の方と

いう部分では、苦情はなくて問題はない

ということですけれども、ただ、もう少

し土に触れていただくとか、野菜を育て

ていただくとか、自然に触れていただく

ということで、自分の玄関といいますか、

家のところで何らかできるようなことを

考えていかなければならないと思うんで

す。今、摂津市ではなかなか耕す土地と

いいますか場所がないんで、前にも話を

したと思いますが、プランターや鉢とか

で、少しでも野菜ができるということと
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か、土にさわるという部分を考えてはど

うかなと思うんです。花いっぱい運動と

いうのが、例えば、野菜いっぱい運動と

かですね、そういう方向で考えられない

のかお聞かせいただきたいと思います。

　続いて、消費生活相談ルーム事業、こ

の点、もう少しお聞かせいただきたいん

ですけれども、このルームのほうで本当

に対処に困ったような事案というのがあっ

たのか。例えば、悪徳商法とかの相談と

いうのが実際にあったのかですね、その

点をお聞かせいただきたいと思います。

もしあればどういう対応をされたのか聞

きたいと思います。

○森内一蔵委員長　船寺課長。

○船寺市民課長　パスポートの取得はど

ちらでもよいのかというご質問でござい

ます。

　摂津市で取っていただいても大阪府の

パスポートセンターで取っていただいて

も、どちらでも結構でございます。

　一昨年の実績でいきますと、パスポー

トセンターでパスポートを取られた方が

約２，５００名と聞いております。先ほ

ども申し上げましたように、できるだけ

摂津市で取っていただくよう、ＰＲに努

めていきたいと考えております。

　火葬場について、今後、亡くなる方が

ふえる中で大丈夫なのかということでご

ざいますが、市外からの受入等について

は、一定、制限を加える時期が来るのか

なと考えております。

　現在、１日５件受けておりますけれど

も、需要予測の中では、いけるというふ

うに考えておりますが、火葬につきまし

ては、どうしても嫌われる日もございま

すので、そういう意味で重なってくる日

も考えられます。その辺については、今

後、検討していかなければいけないと考

えておりますが、今のところは大丈夫と

いうふうに考えております。

　また、市内の民間の葬儀会館等へ流れ

ているのではないかということのご質問

で、市はどのように考えているのかとい

うことでございますが、摂津市の葬儀会

館につきましては、１００名から２００

名程度の規模のお葬式が中心になってお

ります。民間で今やられているところは、

それより小さな葬儀会館になっておりま

すので、昨今の葬儀状況を見ますと、家

族だけでお見送りをされるということも

多くございますので、その辺のすみ分け

といいますか、役割分担が必要ではない

かなとは考えております。

　また、今まで家族葬等につきましては、

市外のホールを利用されて、市外の斎場

に運ばれていたというケースもあったよ

うに思いますので、その分、摂津市内で

葬儀ができるので、市民の方にとっては

利便性が上がっていると考えております。

　そういう状況の中で、せっつメモリア

ルホールについては、前回の委員会でも

ご答弁申し上げておりますが、ホールの

改善、改修等についてはなかなか難しい

面がございます。その上で、できるだけ

市民の方にも利用していただけるように、

サービス等の向上について、今後、検討

していきたいと考えております。

○森内一蔵委員長　門川課長。

○門川自治振興課長　防犯灯の入札等に

ついての件でございますが、まだ、具体

的には内部の中では検討はできておりま

せん。市内業者１社で、工事が６月から

９月を予定しておりますので、４か月の

間で６，４００灯をするのは難しいとい

うことは、確認しております。ですから、

今後、入札担当者とその辺を協議いたし

まして、私どもは、あくまでも期限内で

全灯交換をしていきたいと思います。ず

れていきますと、またいろんな方面、自
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治会のほうから、「うちはまだできてい

ませんよ」といったようなこともありま

すし、遅れますと１０月１日以降は全て

市管理になりますので、そうしたときに

蛍光灯が切れますと球の交換も発生しま

すので、そうしたことも鑑みながら、委

員ご指摘等のことについては、検討しな

がら進めてまいりたいと考えております。

○森内一蔵委員長　石原課長。

○石原高齢介護課長　私のほうからです

ね、桜苑の運営事業についてご答弁申し

上げます。

　桜苑の運営先法人の選考方法でござい

ますが、以前行いました協議会での説明

と変わっておりません。市内の社会福祉

法人から、少なくとも現在の利用者に行っ

ている必要なサービス等を、継続して提

供していただくことなどを必要な条件と

して付しまして、公募により企画提案型

によるプロポーザル方式により、運営主

体を選考してまいりたいと考えておりま

す。

　また、詳細につきましては、運営法人

の選考委員会で検討も重ねてまいりたい

と思っております。

　高齢者の日常生活支援事業につきまし

ては、このあと川口参事から答弁いたし

ます。

○森内一蔵委員長　川口参事。

○川口高齢介護課参事　ひとり暮らし高

齢者の登録に関するご質問にお答えいた

します。

　ひとり暮らしの方の実態につきまして

は、平成２２年度、ひとり暮らし高齢者

実態把握事業ということで、住民基本台

帳において、ひとり暮らしとなっておら

れる方の実態把握に取り組んでまいりま

したが、住基上、ひとり暮らしであって

も、実際にはご家族の方とご一緒にお住

まいになっているという方もいらっしゃ

いましたので、一律に市のほうで、ひと

り暮らし高齢者ということで、実態に即

したような名簿を作成することは大変難

しい状況にあります。そのような中で、

万が一の備えということで、ひとり暮ら

し登録ということについては、制度の周

知を図りながら登録者数をふやしていき、

万が一の備えということで緊急連絡先等、

最近は緊急連絡先やご親族の電話番号も

お伝えになっていただけない方も多くあ

りますが、その辺りも踏まえますと、や

はりご本人の意志で登録をして、万が一

のときには、こちらに連絡をという情報

をやっぱりいただきながら、名簿を作成

してまいりたいと思っております。した

がって、先ほどもご説明させていただき

ましたが、このような事業の周知に今後

も引き続き努めてまいりたいと考えてお

ります。

○森内一蔵委員長　吉田課長。

○吉田障害福祉課長　それでは、２回目

の障害福祉課にかかるご質問についてお

答えさせていただきたいと思います。

　身体障害者協会に関しましては、先日

も会長を含め理事の方々と、今ご質問の

身障協会の件で、手帳交付時とか申請時

に、利用者の方というか加入者の方はお

られないかということで、何とか手続き

できないかというご相談を私も受けさせ

ていただいていまして、私自身も、個人

的に知っている方で手帳をお持ちの方に

声をかけさせていただいて、加入できな

いかというお話も実際させてもらったり

したんですけれども、なかなかやっぱり

４０代、その方は４０代ぐらいでして、

お仕事ある中では、定期的にあるそうい

う定例会とかも出られないしということ

で、入る時期とかタイミングというのが

あるのかなとは思っております。

　また、皆さんに配らせていただいてい
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るハンドブックの中で、相談とか団体の

ページがありまして、その中には、市内

の団体ということで、補助団体に関して

はこういう団体があるよということは書

いてあります。ただ、なかなかそういう

中でＰＲしていくのが難しいという状況

かと思いますので、少しこういう書き方

に関しても、今後、工夫をしていけたら

なと思っております。

　また、手帳交付時にいろんな説明もさ

せていただきますので、どういう形で協

会につなげていくのかということは、今

後の課題として、また、いい方法がない

かと、団体等も含めて考えさせていただ

きたいですし、現状、他団体と比べまし

て、特に身障協会の方が人数的に少ない

かというわけではございませんので、ど

ういう形で新しい会員を加入していただ

くのかというのは、今後とも引き続き検

討してまいりたいと思います。

○森内一蔵委員長　林局長。

○林農業委員会事務局長　委員ご質問の、

家庭で簡単に野菜等が育てられるような

状況をつくれないかというご質問ですが、

花の種とか苗のようにですね、水をやっ

ていればお花が咲くというものではない

と考えております。なお、野菜の種、苗

については、結構、高価なものですし、

最終的にはつくっておられる方のお口に

入るということを考えますと、市が安易

にお配りするというものではないと思っ

ております。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　それでは、相談

内容で、悪徳商法的なことはないのかと

いうご質問ですけれども、悪徳と思われ

る事例につきましては、発生した折には

国民生活センターに通報し、専門員によ

る助言を受けながら対応をしております。

　また、警察に連絡をとりながら、犯罪

被害者の対応をしていただける自治振興

課に連絡を密にとって対応を進めている

ところでございます。

　ただ、相談内容が確認しにくい、本人

ではなくて代理の方が来られたときには、

非常に状況把握が難しく、相談員も対応

に困っている状況でございます。

○森内一蔵委員長　小野副市長。

○小野副市長　環境センター問題につき

ましては、我々、担当部から聞いており

ますのは、大体、平成４０年、平成とい

う年号が続けば平成４０年ごろと。

　これは市民の皆さんなり、また、炉の

延命等で、そんなふうに聞いています。

しかしながら、そうなりますと、環境ア

セスメント等で聞いているのは、平成３

０年ぐらいからは一定入らなければなら

ない。それで、私、覚えていますのは当

時の前田部長と私が、鶴野の話に入った

ときに、改修したときにですね、ぎりぎ

りまでまとまりませんでした。それで、

最後の言葉は、なぜ、鶴野だけが受けな

あかんのかと。炉の改修ですね、全面建

替は絶対認めないという言葉を残して終

わっております。それで、あそこが仮に

だめならばリサイクルプラザもあるんで

しょうけれども、リサイクルプラザはリ

サイクルプラザ用地として買っていると

いうことから考えますと、そこに環境セ

ンターを持っていくことは至難のわざだ

ということが一つ。

　それから、財源的に持つのかどうかと

いうのが、基本的に考えなければならな

いと思います。したがって、近隣市との

広域的な形、若しくは大阪市との形を求

めてまいりました。私はこれが一番現実

的であるとは思います。ただ、辞めてい

かれた茨木市の野村市長も言っていまし

たが、あそこの茨木環境センターもです

ね、余裕はあるんですが、いわゆる彩都
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にもう一つつくるべきだと。なぜ彩都の

ごみをあそこに持ってくるのかと。同じ

市域の中でもそういう意見があると。そ

れほど難しいというのが、この問題だと

聞かせてもらっております。

　しかしながら、廃棄物処理法で行けば

自前処理でございますから、これはそこ

をいった上で、環境アセスに入るんあれ

ば、平成３０年という年号を聞いたらす

ぐさま鶴野に入らなければ、それは何が

起こるかということは、もう目に見えて

まいります。そういうことの問題が大き

く横たわっているというのが一つ。

　それから、もう一つ、私、先週金曜日

に開催された総務委員会でも出ると思っ

たんですが、言っておかなければならな

いのは、いわゆる、今まで目をつぶって

おった森西委員が若干言われました、膨

大な市有建築物持っております。この中

に、その平成４０年が入ってきます。す

なわち、公共施設は６０年で建替えとい

うことで考えるならば、大体、築３０年

から４０年で大規模改修と。それの建築

基準法の旧基準が、これは１９８１年だ

と思いますが、１８万８，０００平米の

うちの５４％が旧基準であるということ

であります。したがって、このファシリ

ティマネジメントというのですが、この

自主研究グループに私が言いましたのは、

まとめさせる形でやります。これを一遍

見てもらわないと、この環境センター問

題だけでは議論ができません。いわゆる、

学校は平成２７年度で終わりますが、そ

の旧の耐震基準の建築物、いわゆる築３

０年以上が５０％を超えておりますから、

これを一度前に出してみて、どこからやっ

ていくのか、どういう形で進むのかとい

うことをですね、一遍これは議会で十分

議論した上で、それの最大のポイントが

平成４０年の環境センターであると思っ

いただきたいと思うんです。

　したがいまして、平成２５年度の一定

の時期に、これ議会答弁で市長は申し上

げておりませんが、できるだけ早い時期

にこの旧耐震基準の５４％にのぼる公共

施設群を、いつから、どういう形で修理

をするのか、それとも他の方法でいくの

か、その中に、最大ポイントが環境セン

ターであるという踏まえ方をいたしてお

りますので、そのことも含めて、平成２

５年度の中で隠すことなく一度ご提示を

する中で、この環境センターの問題もご

議論賜りたいというのが、今、私が思っ

ているところでございます。

○森内一蔵委員長　森西委員。

○森西正委員　それでは、ＬＥＤ防犯灯

の設置に関してはですね、工事が遅れな

いように、その点は十分に気をつけてい

ただきたいと思います。

　旅券事務事業で、パスポートはよくわ

かりました。　市立せっつ桜苑の部分に

関しては、なかなか納得できない部分が

あります。今後どういう形で進められる

かというのは、もう一度ご検討いただき

たいと思います。

　ひとり暮らしの高齢者の安全対策です

けれども、やっぱり本人の同意を得ない

と、なかなかこれ難しいというところで

すけれども、問題になるのはやっぱりそ

この同意を得られない方のほうが、これ

は問題であって、その辺をどういうふう

にしていくのかというところがあろうか

と思います。本人の意志があってね、同

意をという方はですね、隣近所の方とや

はり近所づき合いがあったりとかですね、

そういう方でしたら、何かあったときに

は速やかに発見をされたりですね、助け

ていただける方だと思いますので、その

点どういうふうな、今後、対策なり対応

をしていくのかというのは、また十分に
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考えていただきたいと思います。

　続いて、身体障害者手帳申請受付・交

付事業で、身体障害者福祉協会にという

ことで、今、課長のほうからも答弁があ

りましたけれども、話をしても年齢的な

部分とか、今、加入する気がないとかで

すね、そういうふうな部分もあろうかと

思いますけれどもね。まずはそういう部

分があるということをわかっていただく

と。そうでないと、常に市の窓口のほう

に来て対応しているとですね、その協会

自身のあり方という問題にもなってきま

すので、その点は、ぜひともよろしくお

願いしたいと思いますので、要望として

おきます。

　斎場も葬儀会館もやっぱりね、そのと

きそのときの時代によって年齢も違いま

すし、必要とされるサービスといいます

かね、ニーズというのがやっぱり違って

きますので、そこそこでやっぱり対応し

ていかなければならないと思いますし、

これだけは、そしたら待ってくださいと

いうわけにはいきませんのでね、今後ど

ういう形になるかですね、その辺も検討

されて、よろしくお願いしたいと思いま

す。

　次、環境に関してのことですけれども、

今、副市長からご答弁をいただきました

けれども、これは本当に大きな問題であ

りまして、摂津市の財政がどうなるかに

よって、大きく変わってきますので、そ

の点はですね、よろしくお願いしたいと

思います。

　今の現地でということであります。地

元の同意とかそういう部分もありますし、

やっぱり、かかるスピードとか時間とか

期間とか、そういう部分もありますし、

それを過ごしてしまうと、次、手が打て

なくなったりですね、そういう部分もあ

りますので、その点は、森山市長、よく

機を逃さないようにということをおっしゃっ

ていますので、十分にタイミングを図っ

ていただいて、間違いのないような形を

とっていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

　続いて、市民農園ですけれども、安易

にお配りするのはどうかということです

けれども、今、若い人は土を触ったり野

菜をつくること自体もですね、よくわか

らない方が多くおられます。その方が大

きくなって、そしたら、これから子孫に

ですね、野菜をということになりますと、

本人がわからなくてですね、子孫に継い

でいくということは、これは無理だと思

いますのでね、やっぱり、これは人が生

きていくために食べるすべですからね、

その点は少しでも、何かそういう土を触っ

たり野菜をつくるということを、日ごろ

から少しでもやっていくということをね、

やっぱり考えていかなければならないと

思うんです。そういう部分を、ぜひとも

担当のほうで考えていただきたいと思い

ますので、この点は要望とさせていただ

きたいと思います。

　続いて、消費生活相談ルームですけれ

ども、これからですね、また、我々が今、

考えているような犯罪とですね、何か想

定もつかないようなことが起こってくる

かもわかりません。その都度、その都度、

対応していかなければならないと思いま

すのでね、これは摂津市民がまずは犯罪

に巻き込まれない、そういう形を、ぜひ

ともとっていただきたいと思いますし、

市民に犯罪に巻き込まれないように、ど

ういうふうに市として行っていくのかと

いうことをですね、担当のほうでも考え

ていただきたいと思いますので、これも

要望とさせていただいて質問を終わりた

いと思います。

○森内一蔵委員長　続いて、本保委員。
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○本保加津枝委員　それでは、各委員の

ほうから、細かくさまざまな点について

ご質問がありましたので、私のほうはで

すね、代表質問でもかなり細部にわたっ

てお聞かせをいただきましたので、要望

についてのみお話をさせていただきたい

と思います。

　過日の本会議におきまして、森山市長

におかれては、そのご答弁にさまざまな

形で、精いっぱい本市を何としてもよく

したい、市民が誇れるまちにしたいとい

うこと、そういった思いが伝わってくる

ようなご答弁をされておられました。こ

れらの本当にご答弁の中身につきまして

は、何としてでもこの摂津市の皆さんが

喜んで暮らせるまちにしたい、市民との

協働を実現したいという市長の思いが込

められていたと思いましたので、私たち

もしっかりと力を合わせて、すばらしい

まちづくりに貢献できるように頑張って

いきたいなと、改めて決意をしたところ

でございます。

　今回ですね、さまざまな形で、摂津市

が少し明るい方向にと前進していくよう

な施策が多かったわけですけれども、防

犯灯のＬＥＤ化につきましては、切りか

え時にくれぐれも混乱を招かないように、

周知と準備について万全を期するように

お願いをしたいと思います。

　あと、旅券事務事業につきましては、

先ほどのご答弁にも、ホームページ、広

報等で周知をするということでございま

したけれども、市役所の中にも意外と皆

さんが、外部の方がですね、お昼どきな

んかは食堂のあたりに多くの方が来られ

ているというふうに見かけておりますの

で、食堂の目につく場所と外側のですね、

そういったところにも、摂津市役所で旅

券事務事業をですね、旅券事務事業って

なかなかピンとこないので、パスポート

の申請ができるようになりましたという

ような、わかりやすい表示をつけていた

だく。また、市の入り口等につきまして

も、そういった誰が見てもわかるような

表示も、あわせて、ホームページを開け

ない方、広報をごらんにならない方もい

らっしゃるので、たまたま市役所に行っ

たらこういうことがあったよと、口コミ

でお伝えいただけるようにもしっかり努

力をしていただきたいと思います。

　あと、感染症予防事業として、本市と

しては、高齢者の肺炎球菌ワクチンの助

成制度を創設されるということは表明さ

れました。本当に、現状、肺炎予防がメ

ディア等でも呼びかけられているような

現状ですので、非常に罹患し死亡率の高

い、高齢者にとっては本当に油断のなら

ない病気となりましたので、できれば６

５歳からというような呼びかけもされて

おります。

　本市では、一応、近隣市と肩を並べて

７０歳以上の５年の有効期限を見て、５

年刻みということになりましたけれども、

できればですね、やはり、もう少しこの

事業が定着をして前に進めていくことが

できると、それまでに国のほうがですね、

これが定期接種のほうに変更にならない

という現状がありましたら、また、しっ

かりと年齢幅の拡大ということについて

も取組みをいただきたいですし、許され

るならば、この助成制度の拡大、拡充も

ぜひともお願いをしたいなと思います。

　高齢者にとっては、もう本当に喜ばし

いことではないかと思いますので、高く

この点については評価をしたいと思って

おります。国の予防部会の今後の動向に

左右される現状ですので、また、しっか

りと取組みをお願いしたいなと思ってお

ります。

　次に、産業振興につきましては、市長
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の商店街活性化を本当に真剣に取り組ん

でおられるんだなというこの姿勢の思い

というのが、「セッピィ商品券」第５弾

までの発行を表明していただいた。そう

いう形になっていると強く感じておりま

す。このことは市長の本当に、いつも申

し上げておりますけれども、英断によっ

て実現をしていただいているというふう

な、このセッピィ商品券、現場におきま

しても、地域の地元の商店街の皆さんが

何とか年に１回、このセッピィ商品券を

発行していただいていることで、地域の

皆さんと本当にきずなが結べる。人と人

とのつながりの中で、この地域の商店街

が失われていかない、発展をしていくた

めの希望があると、このようにまでおっ

しゃっていただいておりますこのセッピィ

商品券の発売につきましては、今回、ま

た第５弾まで発行するということを表明

していただいておりますので、ぜひとも

ですね、更に工夫をしていただいて、今

まで本当にいろんな形で斬新な取組みを

していただいておりました、セッピィ商

品券につきましては、このプレミアム付

商品券第５弾までしっかりと発行を続け

ているのは、もう本市の本当に一つの目

玉であるのではないかなと思っておりま

すので、より商店街のにぎわいを取り戻

すことができるような、さらなる盛り上

がりを見せることができるような工夫の

ある発行を、ぜひともお願いしたいなと

思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

　あわせてですね、商工会の皆さんの協

力をしっかりと仰いで、市内のほかの商

店関係以外の企業の方にもですね、ご支

援のお願いができればなと、こういった

働きかけを、ぜひ商工会を通じてしてい

ただけたらなと思います。

　鉄工会の方だと思いますが、イライラ

棒というので、テレビでも報道されて大

変な人気を呼びました。かなり移動にも

費用がかかるということでありますけれ

ども、こういったしっかりとマッチング

をするような役割を果たしていただくと

かですね、更に新しい方向性で、商店街

の皆さんも何とか喜んで、その商店街に

足を運んでいただくような工夫を頑張っ

て考えてされていますのでね、そういっ

た商店街の事業とあわせていただく、あ

るいは、商店街へ、職員の皆さんが出向

いていただいてセッピィ商品券を販売し

ていただくと。にぎやかに販売をしてい

ただくということで、更に第５弾となっ

たこの商品券に皆さんの関心がですね、

高くなるものと思いますので、この点に

つきましても、しっかりと考慮していた

だいて、ぜひともお願いをしたいなと思っ

ております。

　また、商工会につきましては、やはり

大きな役割を持っておられると思います

ので、ぜひですね、今現在、正直申しま

して、立地環境が整備されているとは言

えませんので、森内委員長も代表質問の

折におっしゃっておられましたけれども、

皆さんの目につくような場所へしっかり

と環境整備をしていただいて、立地条件

を整えていただいて、市民の方が、私た

ちが安心して気軽に立ち寄れる、事業相

談ができる、そういった場所にしっかり

と整備をしていただきたいと思います。

　あわせて、市内事業所で生産している

市のキャラクターとか生産している商品

なんかですね、こういったものを紹介す

るような、今、アンテナショップという

ものが、各地域でこの地域活性化に大き

な影響を及ぼしている、プラスの影響を

及ぼしているということですので、ぜひ

この商工会の施設をですね、アンテナショッ

プとして地域産業の発展、発信拠点とな
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るように、しっかりと取り組んでいただ

きたいと。そういった方向性でまた考え

ていただいてですね、アクションプラン

にも盛り込んでいただきたいと、ぜひと

もお願いしたいなと思っております。

　この、まちごとフィットネスのヘルシー

タウン設置事業につきましては、健康遊

具の設置ということにつきましても、か

なり市民の皆さんからもいろんな形で、

あそこに置いてほしいとか、こちらに置

いてほしいとかってご要望があるんです

ね。市の考え方で、置ける場所へ手早く

置けるほうがそれはいいかもしれないん

ですけれども、少し時間がかかってもで

すね、市民の皆さんの要望もよく聞いて

いただいて、市民の皆さんが本当にそれ

を活用して健康増進、あっ、これをやっ

てよかったなと、介護の予防にもなるし、

医療費の抑制にも大きく貢献する形になっ

たなと言われるような、本当に有意義な

形で健康遊具が設置されるようにですね、

皆さんの要望、意見等もよく聞いて、反

映をしていただくような形で実施をして

いただきたいと思っております。

　今回のこの予算でありますけれども、

大変やっぱり財政的にも厳しい状況の中

でありますが、市民の皆さんに喜んでい

ただきたいという思いが、本当に込めら

れた予算内容ではないかなと思います。

まだまだこれからするということも多く

含まれておりますけれども、市民の側に

立ったスタンスでですね、ぜひとも暮ら

しやすいまち、摂津市の構築のために、

また民生常任委員会としてもですね、しっ

かりと頑張ってまいりますので、今後と

も、要望させていただいたことにつきま

しては、しっかりとご検討いただきたい

と思います。

○森内一蔵委員長　ほかに、質問はない

でしょうか。

　よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森内一蔵委員長　以上で、質疑を終わ

ります。

　暫時休憩します。

（午後４時４５分　休憩）

（午後４時４７分　再開）

○森内一蔵委員長　それでは、委員会を

再開いたします。

　議案第６号の審査を行います。

　本件については、補足説明を省略し、

質疑に入ります。

　質疑のある方、山崎委員。

○山崎雅数委員　一点だけ、パートタイ

マー等退職金共済特別会計予算、減額と

いうことで総額が小さくなっていますけ

れども、加入者数の減だと思うんですけ

れども、加入者の推移を教えてください。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　加入者数の推移

の状況ですけれども、本年におきまして

は、産業振興課で事業所の加入啓発に努

めている中で、２０人の新規の加入者を

確保することができました。しかしなが

ら、残念にも４７人の退職者が発生した

ことにより、最終的な人数としましては、

現在、２０４人の加入者となっておりま

す。今後におきましても、このパートタ

イマー制度につきましては、市内事業所

の調査のときに便利帳という形で、こう

いう制度がありますということで啓発に

努めておりますので、引き続き、中小企

業の方にご加入いただけるよう、啓発に

努めてまいりたいと思っております。

○森内一蔵委員長　ほかの方、他にない

ですか。

　嶋野委員。

○嶋野浩一朗委員　今の内容につきまし

てはね、山崎委員が質問されましたので、

予算の全体の概要につきましては理解が
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できました。

　前回の決算のときにも、私、申し上げ

ましたけれども、この制度自体は非常に

意味のある、そして、また的を得たもの

であろうなということは思っております

けれども、単純に加入者がふえた減った

ということを一喜一憂できることなのか

なということ、常々思っているんですね。

というのは、先ほどの一般会計のところ

でも申し上げましたけれども、正規職員

を雇える体力がありながらパートで賄っ

ているという事業所も、もしあるとする

ならば、そこはやはり正規職員でお願い

しますといったことを、こちらから求め

ていくというか、そういったことでお願

いしていくということのほうが、私は大

事なのかなと思っているところでござい

ます。特に、この制度に協力をしていた

だいている事業所というのはですね、そ

ういう点でいうと、比較的ご理解があっ

て、そういったところへ貢献をしていた

だける事業所なのかなと思っておりまし

て、ぜひですね、そういった視点から、

このパートタイマーといった制度をしっ

かりと維持していただきながらもね、本

来あるべき雇用の姿、就労の姿といった

ものに持っていくというご努力をしてい

ただきたいと、これも要望として申し上

げまして、終わらせていただきます。

○森内一蔵委員長　ほかに、ございませ

んか。

　森西委員。

○森西正委員　加入者数は、山崎委員の

質問でわかったんですけれども、摂津市

全体からしますとね、この人数というの

がどうなのかなとは思うんです。

　まず、加入の促進に当たってですね、

今までどういうことをされていたのか。

摂津市に近いようなところの、例えば外

郭団体のパートタイマーの方に対してで

すね、加入促進云々とかということをさ

れてきたのか、その点お聞かせいただき

たいと思います。

○森内一蔵委員長　鈴木参事。

○鈴木生活環境部参事　このパートタイ

マーの制度につきましては、市内全事業

者にご案内をしております。もちろん外

郭団体でありましても、今回の事業所調

査におきまして便利帳を配布するなりし

て、このパートタイマーの加入啓発には

努めている状況です。

　ただ、加入につきましては、ご担当の

ご判断等々ございますので、その経費等

を含めた上で、ご理解いただけるところ

には申請いただいて加入者として登録し

ている状況です。

○森内一蔵委員長　森西委員。

○森西正委員　ここずっと景気が悪くて、

本来このパートタイマーの退職金の制度

というのはですね、本当に必要であった

のは、この期間であったのかなと思うん

です。これからの経済というか、景気と

いうのがどっちの方向に向くかわからな

いですけれども、やはり苦しいときに支

給をできるということが、これが本来の

パートタイマーの退職金なのかなと思っ

ておりますので、景気がどういう方向で

ですね、今後どうなるかというのはわか

りませんが、本当にすばらしい制度だと

思いますので、多くの方にぜひとも加入

促進をしていただくようよろしくお願い

したいと思います。

○森内一蔵委員長　ほかに、よろしいで

すか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○森内一蔵委員長　ほかにないようです

ので、本日の委員会はこの程度にとどめ、

散会します。

（午後４時５３分　閉会）
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　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

民生常任委員長 森　内　一　蔵

民生常任委員  森　西　　　正
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